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一般国道50号は，群馬県前橋市を起点として，茨城県水戸市に至る

総延長約150血に及ぶ広域的な幹線道路であり，産業・経済活動を支

える動脈として極めて重要な路線であります。

しかしながら，近年，下館市中心部は慢性的な交通渋滞が発生して

おります。下館バイパスは，この交通渋滞を解消し，周辺住環境の向

上等を目的として，下館市玉戸地区から真壁郡協和町横塚地区に至る

延長7．8血の4車線道路として計画されたもので，その予定地内には，

堂東遺跡が所在しております。

財団法人茨城県教育財団は，国土交通省関東地方整備局常陸河川国

道事務所から埋蔵文化財発掘調査事業について委託を受け，平成14年

6月から同年8月まで堂東遺跡の発掘調査を実施しました。

本書は，堂東遺跡の調査成果を収録したものです。本書が，学術的

な研究資料としてはもとより，郷土の歴史に対する理解を深め，ひい

ては教育・文化の向上の一助として御活用いただければ幸いです。

なお，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者である国土交

通省関東地方整備局常陸河川国道事務所から多大な御協力を賜りまし

たことに対し，厚く御礼申し上げます。

また，茨城県教育委員会，協和町教育委員会をはじめ，関係各位か

らいただいた御指導，御協力に対し，衷心より感謝申し上げます。

平成16年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　斎　藤　佳　郎



縄文時代中期住居跡・土坑出土土器



第222号土坑出土土器

第236号土坑出土土器

第53号土坑出土土器

第55号土坑出土土器



例 口

1本書は，国土交通省関東地方整備局常陸河川国道事務所の委託により，財団法人茨城県教育財団が，平成
どうひがし

14年度に発掘調査を実施した，茨城県真壁郡協和町大字横塚字堂東に所在する堂東遺跡の発掘調査報告書

である。

2　当遺跡の発掘調査期間及び整理期間は，以下のとおりである。

調　査　平成14年6月1日～平成14年8月31日

整　理　平成15年5月1日～平成16年3月31日

3　当遺跡の発掘調査は，調査第一課長阿久津久のもとに行われ担当は以下のとおりである0

首席調査員兼班長　川津　法伸　平成14年6月1日～8月31日

主任調査員　吹野富美夫　平成14年6月1日～6月30日

主任調査員　飯泉　達司　平成14年7月1日～8月31日

主任調査員　荒蒔克一郎　平成14年6月1日～8月31日

調　　査　　員　鹿島　直樹　平成14年7月1日～8月31日

4　当遺跡の整理及び本書の執筆・編集は，整理第一課長瓦吹堅のもと， 主任調査員荒蒔克一郎が担当した。

5　本書の作成にあたり，縄文土器の地域的様相について，財団法人とちぎ生涯学習文化財団埋蔵文化財セン

ター塚本師也氏，茨城県立岩瀬高等学校吹野富美男氏にご教示いただいた。



凡 例

1当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を用いて区画し，Ⅹ軸＝35，520m，Y軸＝15，960mの

交点を基準点（Alal）とした。

調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を40m四方の大調査区に分割し，さらにこの大調査区を東西，南

北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C…，西から東へ1，2，3

…とし，その組み合わせで「Al区」「B2区」のように呼称した。さらに小調査区も同様に北から南へa，

b，C…j，西から東へ1，2，3…0と小文字を付し，名称は大調査区の名称を冠し，「AlalJ「B2b2」

のように呼称した。

2　抄録の北緯および東経の欄には，世界測地系に基づく緯度・経度を（）を付して併記した。

3　遺構，遺物，土層に使用した記号は，次のとおりである。

遺構　　住居跡－SI　土坑MSK　方形周溝墓－TM　溝MSD　井戸－SE　柱穴・ピットMP

遺物　　拓本土器－TP　土製晶－DP　石器・石製品－Q

土層　　撹乱－K

⊂＝］焼土，赤彩 炉 煤　　一一一一一一一一一一一1‥硬化面

●土器　　○土製品　　□石器・石製品

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の掲載方法については，以下のとおりである。

（1）　遺構全体図は縮尺250分の1とし，各遺構の実測図は60分の1で掲載することを基本とした。

（2）　遺物は原則として縮尺3分の1とした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては

個々に縮尺をスケールで表示した。

6　「主軸方向」は，炉を通る軸線あるいは南北の柱穴を結ぶ軸線を主軸とみなし，その主軸が座標北からみ

て，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示した（例　N－100－E）。

7　遺物観察表の記載方法は次のとおりである。

（1）　計測値の（）内の数値は現存値を，［］内の数値は推定値を示し，単位はcm・gである。

（2）　備考の欄は，写真図版番号及びその他必要と思われる事項を記した。
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ふ　 り　が な

所 収 遺 跡

ふ　 り　が　 な

所　 在　 地
コー ド 北　 緯 東　 経 標　 高 調査期間 調査面積 調 査 原 因

堂　東　遺　跡
いばらさけん　ま　かべぐんきょうわ　まち
茨城県真壁郡協和町 08505 36度 140度 37 m 20020601 4085．00ni 一般国道50号下

おおあざよこづかあざどうひがし大字横塚字堂東85番 － 19分 00分 ～ ～ 館バイパス改築

地の4ほか 60 ［；；蔓1［1；；蔓1 38m 20020831 事業に伴う事前
調査

所収遺跡名 種　　 別 主 な 時 代 主　 な　 遺　 跡 革　 な　 遺　 物 特　 記　 事　 項

堂　東　遺　跡 集　落　跡 縄 文 時 代 竪穴住居跡　　　 7軒 縄文土器 （深鉢 ・鉢 ・ 縄文時代の集落跡を主体

屋外炉　　　　 1基 浅鉢 ・壷 ・蓋 ・器台）， として，古墳時代の住居跡 ・

土坑　　　　 175基 土製品 （土偶 ・耳飾 ・ 方形周溝墓などが確認され

ピット　　　　 194基 土器円盤），石

品 （石棒 ・石

打製品斧 ・磨

磨石 ・蔽石 ・

鉄），石核，哀

器 ・石製

剣 ・石皿・

製石斧 ・

凹石 ・石

り片

た。調査区の中央部からは，

縄文時代中期中葉～後期前

葉の土坑が多数検出されて

おり，当地城の細文時代の

様相を知る上で貴重な資料

を提供している。また，調

査区西部から，方形周溝墓

5基が近接して検出されて

いることも注目される。．

古 墳 時 代 竪穴住居跡　　　 2軒 土師器 （嚢 ・台付嚢 ・

壷 ・高杯 ・柑 ・・器台）墓　　　 跡 古 墳 時 代 方形周溝墓　　　 5基

平 安 時 代 土墳墓　　　　 1基 土師質土器 （小皿，柱

状高台皿，脚高高台皿）

そ　 の　他 中 ・近 世 井戸跡　　　　　 5基 陶器 （常滑嚢 ・古瀬戸

深皿）

時 期 不 明 土坑　　　　　 44 基

溝跡　　　　　　 5条 馬歯
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第1章　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経緯

国土交通省関東地方整備局常陸河川国道事務所は，真壁郡協和町横塚地区において，一般国道50号下館バイ

パス改築事業を進めており，現在は本調査区を含む一部区間が開通に至っている。

平成14年4月10日，国土交通省関東地方整備局常陸河川国道事務所長は，一般国道50号下館バイパス協和地

区の改築事業地内において遺物が確認されたため，茨城県教育委員会教育長に対して遺跡の発見届を提出した。

さらに，平成14年4月11日，国土交通省関東地方整備局常陸河川国道事務所長は，茨城県教育委員会教育長に

対して遺跡の試掘調査を依頼した。これを受けて茨城県教育委員会教育会は，平成14年4月14～15日に試掘調

査を実施し，遺跡の所在を確認した。平成14年4月23日，茨城県教育委員会教育長は，国土交通省関東地方整

備局常陸河川国道事務所長あてに，事業地内に堂東遺跡が所在する旨回答するとともに，工事着手前に発掘調

査を実施するよう通知した。

平成14年4月24日，国土交通省関東地方整備局常陸河川国道事務所長は，茨城県教育委員会教育長に対して，

一般国道50号下館バイパス改築事業に係る埋蔵文化財発掘調査の実施について協議した。平成14年4月25日，

茨城県教育委員会教育長は，国土交通省関東地方整備局常陸河川国道事務所長あてに，発掘調査の範囲及び面

積等について回答し，併せて埋蔵文化財の調査機関として，財団法人茨城県教育財団を紹介した。

財団法人茨城県教育財団は，国土交通省関東地方整備局常陸河川国道事務所長から埋蔵文化財発掘調査事業

について委託を受け，平成14年6月1日から同年8月31日まで堂東遺跡の発掘調査を実施することとなった。

第2節　調　査　経　過

堂東遺跡の発掘調査は，平成14年6月1日から平成14年8月31日までの3か月間実施された。以下，調査の

経過について，その概要を表で記載する。

期　 間

項　 目
6　　 月 7　　 月 8　　 月

調 査 準 備

表 土 除 去

遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄

注 記 作 業

写 真 整 理

補 足 調 査

及 び
撤　　　 収

ー1



第2章　位置　と環境

第1節　地理的環境

堂東遺跡は，茨城県真壁郡協和町大字横塚字堂東85番地の4はかに所在している。

協和町は，茨城県の西部に位置し，北に八溝山地を形成する鶏足山塊を背負い，西側は栃木県南那須町を源

に南流し，五行川を経て利根川へと進む小貝川に画し，東側は桜川支流の観音川に区切られた，標高32～38m

はどの協和台地上に立地している。台地西側には，小貝川によって形成された沖積低地が広がり，さらにその

西側には，小月川の氾濫源が南北に延びている。また，観音川の東側には真壁台地が南北に細長く延び，さら

にその東側には桜川によって開析された沖積低地が広がっている。

協和台地は，海成層を基盤として，その上に古鬼怒川によってもたらされた砂利層，その上層に鹿沼軽石層

や泥質粘土層，さらに下末吉ローム層・武蔵野ローム層によって形成された関東ローム層が連続して堆積して

おり，最上部は腐植土層となっている1）。古鬼怒川は4万5000年～2万年前にかけて網状の流れをとりながら

南流し，協和台地の下に厚い砂利層を形成したものと考えられている2）。

当遺跡の所在する横塚地区は，協和町の西部に位置し，小貝川左岸流域に広がる沖積低地の東側，標高37m

はどの段丘第一両縁辺部に立地している。遺跡周辺は，主に水田及び畑地として利用され，調査前の現況は宅

地・荒蕪地等であった。

第2節　歴史的環境

当遺跡周辺からは，分布調査や発掘調査により多数の遺跡が確認されている。中でも，協和町北部の小栗地

区に遺跡が集中している。小栗地区は，浅間山支陵の先端部が小貝川に接する場所にあたり，この丘陵上は，

原始・古代から生活の適地であったことがうかがえる。ここでは，当遺跡と関連する縄文時代から古墳時代の

主な遺跡を中心に述べる。
ひがしはら

縄文時代の遺跡は，小栗地内の台地縁辺部に多く所在している。早期の代表的な遺跡には東原遺跡があり，
かみなかだいみなみ　　　　　　なかだい　　　　　　みやもと

稲荷台式土器や田戸下層式土器が採集されている3）。また，上中台南遺跡く21〉，中台遺跡く24〉や官本A遺

跡く12〉などからも該期の土器が出土し，特に中台遺跡からは，撚糸文系の井草式土器の口綾部片が出土して

おり，小栗地内では早期初頭から生活が営まれていたことが明らかになっている。前期の主な遺跡には，上中
なな　いけとうほう　　　　　　なな　いけとうはう　　　　　　　いしはたけ

台南遺跡，中台遺跡，七ツ池東方A遺跡く17〉七ツ池東方B遺跡く18〉，石畑遺跡く23〉などがあり，開山式，

黒浜式，諸磯式などの土器片が採集されている。これらの遺跡では，阿王台式や加曽利E式など中期の土器も

確認されており，小栗地内では早期から中期にわたって集落が形成されていたと考えられる。一方，石畑遺跡

と中台遺跡を除けば，小栗地内の遺跡からは中期以降の土器の確認数が激減する。これは，後期には縄文人の

生活拠点が，当遺跡を含む協和台地南西部域に移行したことに起因すると考えられる。続いて後・晩期の主な
ふるどう

遺跡には，前述の石畑遺跡や当遺跡の北側に隣接する古堂遺跡く37〉などがある。古堂遺跡からは，中期の阿

玉台式を上限に，加曽利E式，後期の称名寺式，堀之内式，加曽利B式，曽谷式，安行1・2式，晩期の大洞

B・BC式の各型式の土器が継続的に出土しており，同遺跡が中期から晩期前半にかけての大集落であったこ

とを示している。また，同遺跡からは，晩期の人面付土版や人面付岩版，山形土偶の頭部片が出土しているこ

－2－



とも注目される4）。堂東遺跡の調査区中央部から北東部にかけて，称名寺式や堀之内式などの後期の土器が出

土していることから，古堂遺跡との有機的な関連や面的な連続性がうかがえる。

弥生時代になると，遺跡の確認数は減少傾向にあり，そのほとんどが小栗地区に分布している。その中で住
うらやま

居跡が確認されているものは，昭和59年に発掘調査が実施された裏山遺跡く15〉のみで，同遺跡からは付加条
きたはら

縄文が施文された聾や高杯などが出土している5）。また，協和町東部に所在する北原遺跡く36〉からは，下館

市女方遺跡出土の壷や聾と同様の土器が大量に採集されており，弥生時代初期に同地区に墓域が形成されてい

たことが示唆される。その他，弥生時代の遺跡には，小栗地内に所在する上中台南遺跡，七ツ池東方A遺跡，
きょうわ　もりこうえん

七ツ池東方B遺跡，石畑遺跡，中期の土器片の散布地である協和の杜公園遺跡6）く31〉，平成9年に当財団に
はっちょうだい

よって発掘調査が実施され　後期後半（二軒屋式期）の住居跡3軒が検出された下館市八丁台遺跡7）く51〉

などがある。

古墳時代には，協和地区全域に数多くの古墳が築造される。古墳の分布密度もこれまでの時代と同様に，小
みやもと　　　　　てらやま　　　　　　　　　　　　らいじんやま　　　　　　うし

栗地区に集中する傾向が見られる。官本古墳く2〉，寺山古墳A・B支群く3・4〉，雷神山古墳群く5〉，丑
づか　　　　　　　おおたからづか

塚古墳群く6〉，大宝塚古墳く7〉などがそれである。このうち，丑塚古墳群や寺山古墳A・B支群は，昭和

59年に前述した裏山遺跡とともに円墳9基の発掘調査が実施されている。うち6基は横穴式石室をもつ後期古

墳であり，直刀・鉄鉱などの鉄製品，勾玉・切子玉・墟再製の稟玉などの装身具，足金具・鍔などの刀装具な

ど貴重な遣物が出土している。特に注目されるものには，I号墳から出土した金銅製圭頭大刀があげられ　被

葬者層や古代新治国内における勢力の様相を考える上での好資料となっている8）。堂東遺跡で検出された古墳

時代前期の住居跡や方形周溝墓については，協和地区では他に調査例がないため，該期社会の様相は不明であ

るが，国道50号を挟んだ南側に広がる平坦地から前期の土器片が数多く採集されていることなどから，小貝川

左岸流域の段丘縁辺部には，前期集落が形成されていたことが想定される。
にいはりぐん

奈良・平安時代の町域は，新治郡衝所在地として政治・文化の中心地であった。町域東部に位置する新治郡
が　　　　　　にいはりはいじ

衝跡く28〉や新治廃寺跡く29〉は，寺院官衛関係遺跡の先駆的な調査として有名である9）。該期の遺跡は，町
くじらながまちかま　　　　　だいはら　　　　　　にいはりはいじきた

域中～南部の協和台地上を中心に，久地楽長町窯跡く27〉，台原遺跡く26〉，新治廃寺北遺跡く30〉，協和の杜
じんや

公園遺跡，陣屋遺跡く41〉など27か所を数える。このうち集落跡の調査例はないため，集落の様相は不明であ

るが，郡衛所在地として当地域の拠点的な集落があったことは想像に難くない。今後の調査成果が待たれると

ころである。
おぐりじょう

中世になると，当町域は，常陸平氏小栗氏の在地支配下，小栗保に帰属する。小栗城跡く10〉は小栗氏の

本拠地として注目される中世城館である10）。その後，戦国期に至って一時結城氏領となり，太閤検地以後は真

壁郡に集約された11）。
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表1　堂東遺跡周辺遺跡一覧表

番

号

遺　 跡　 名

時　　　　 代 番

号

遺　 跡　 名

時　　　　 代

旧
石
器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

°
平

中
近
世

旧
石
器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

●
平

中
近
世

① 堂　 東　 遺　 跡 ○ ○ ○ 30 新 治 廃 寺 北 遺 跡 ○ ○ ○

2 宮　 本　 古　 墳 ○ 31 悌和の杜公園遺跡 ○ ○ ○

3 寺 山古 墳 A 支 群 ○ 32 御　 止　 山　 古　 墳 ○

4 寺 山古 墳 B 支 群 ○ 33 西　 館　 古　 墳 ○

5 ・雷 神 ・山 古 墳 群 ○ 34 太 陽 寺　古 墳　群 ○

6 丑　 塚　 古　 墳　 群 ○ ○ 35 元　 宿　 古　 墳 ○

7 大　 宝　 塚　 古　 墳 ○ 36 北　 原　 遺　　 跡 ○ ○ ○

‘8 1 西　 館　 古　 墳 ○ 37 古　 堂　 遺　 跡 ○ ○ ・○

9 御 殿　内 古 墳　群 ○ 38 横　 塚　 古　 墳 ○

10 小　 栗　 城　 跡 ○ 39 横　 塚　 古　 墳 ○

11 官　 本　 東　 遺　 跡 ○ ○ ○ 40 申 ＿　合　 遺　 跡 ○ ○

12 宮　 本　 A　 遺　 跡 ○ ○ ○ 41 陣　 屋　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○

13 宮　 本　 B　 遺　 跡 ○ 42 塔　 ノ　 内　 遺　 跡 ○ ○ ○

14 寺　 山　廃 寺　院　跡 ○ ‾43 仲舘， 中世墓遺跡 ○

15 浦　　 山　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 44 本　 田　 前　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○

16 らい さ　ま　山 遺 跡 ○ 45 南　 台　 古　 墳　 群 ○

17 七ツ池東方A 遺跡 ○ ○ ○ 46 新　 田＿前　古 墳　群 ○

18 七ツ池東方B 遺跡 ○ ○ 47 宮　 端　 古　 墳　 群 ○

19 権　 現　 遺　 跡 ○ ○ ○ 48 北　茂　田　古　墳　群 ○

20 次　 郎　 丸　 遺　 跡 ○ ○ ○ 49 軍 士 東 古 墳 群 ○

21 上　 中　台 南　遺　跡 ○ ○ ○ ○ 50 島　　　 古　　 ‘墳 ○

22 中　 台　 古　 墳 ○ 51 八 °丁　 台　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 石　 畑　 遺　 跡 ○ ○ ○ 52 鷹　 の　 巣　 遺　 跡 ○

24 中　 台　 遺　 跡 ○ ○ 53 大　 開　 遺　 跡 ○

25 古 郡 台 原 古 墳 群 ○＿ 54 南　 台　 遺　 跡 ○ ○

26 台　 原　 遺　 跡 I

l

I

l

0 1

I

I

l

l

l

l

l

○ ○

l

55 赤　 城　 前　 遺　 跡 ．0

○

27 久 地 楽 長 町 窯 跡 ○ 56 宮　 端　 遺　 跡 ○

28 新　 治　 郡　 衛　 跡 ○ 57 麦　 ノ　 内　 遺　 跡 ○

宰＿9 新　 治　 廃　 寺　 跡 ○ 58 八 丁‾台　古　墳　群

‥つ「‥
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第1図　堂東遺跡周辺遺跡分布図（国土地理院5万分の1『壬生』・『真岡』・『小山』・『真壁』）

一5一



一6－

第2図　堂東遺跡調査区設定図



第3章　調査の成果

第1節　遺跡の概要

堂東遺跡は，真壁郡協和町の西部に位置し，小貝川左岸流域の沖積低地東側の段丘第一面上標高37mほど

に立地している。調査の結果，当遺跡は縄文時代及び古墳時代を主体とする複合集落であることが明らかにな

った。調査区中央部からは，縄文時代中期のフラスコ状土坑が多数検出されている。また調査区西部からは，

方形周溝墓が近接して5基検出されており，古墳時代前期には墓域が形成されていたと考えられる。

今回の調査では，竪穴住居跡9軒（縄文時代7，古墳時代2），屋外炉1基（縄文時代1），土坑219基（縄

文時代175，時期不明44），方形周溝墓5基（古墳時代5），土墳墓（平安時代1），井戸跡5基（中・近世5），

溝跡5条（時期不明5），ピット194基（縄文時代）が検出されている。遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×

20cm）で104箱分が出土している。主な遺物は，縄文土器（深鉢，鉢，浅鉢，壷，蓋，器台），土師器（嚢，壷

台付肇，相，器台，高杯），土師質土器（小皿，柱状高台皿，脚高高台皿），土製品（耳飾，土偶，土器円盤），

石器・石製品（石棒，石剣，打製石斧，磨製石斧，石皿，凹石，磨石，敲石，石鉄）などである。

第2節　基　本　層　序

調査区北東部（A5区）にテストピットを設定し，深さ約2．1mまで掘り下げて基本土層（第3図）の観察

を行った。土層は9層に分層され土層断面図中の第2・3層が関東ローム層，第5・6層が常総粘土層に相

当する。以下，テストピットの観察から層序を説明する。

第1～3層は，黒色及び黒褐色をした耕作土層である。炭化粒子及びローム小ブロック・ローム粒子を微量

含み，粘性・締まりともに低い。層厚は54～60cmである。

第4層は，暗褐色をしたローム層への漸移層である。粘性・締まりはともにやや強く，層厚は10～20cmであ

る。

第5層は，褐色をしたソフトローム層である。粘性・締まりともにやや強く，層厚は8～16cmである。

第6層は，褐色をしたハードローム層である。粘性はやや強く，固く締まり，層厚は16～34cmである。

第7層は，黒褐色をしたハードローム層である。粘性は強く，締まりはやや強く，第Ⅱ黒色帯に相当するも

のと考えられる。層厚は24～36cmである。

第8層は，にぷい黄褐色をした粘土層である。砂粒を少量

含み，移植ゴテを当てるとシャリシャリとした感触がある。

粘性・締まりともに強く，層厚は14～24cmである。

第9層は，にぷい黄褐色をした粘土層である。粘性・締ま

りは特に強く，層厚は50cm以上あり，下層は未掘のため本来

の深さは不明である。

遺構は，主に第5層上面で確認している。
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第3図　基本土層図



第3節　遺構　と遣物

1縄文時代の遺構と遺物

今回の調査で確認された縄文時代の遺構は，竪穴住居跡7軒，屋外炉1基，土坑175基，ピット194基である。

これらの遺構は，主に調査区中央部の平坦部に位置しており，時期は中期中葉を主体に中期から後期にわたっ

ている。また，調査区西部からは晩期の土器も採集されたが遺構は検出されなかった。以下，それぞれの遺構

の特徴と出土した遺物について記載していくが，土坑及びピットについては，遺構の残存状況や遺物の出土状

況が良好なものについて解説を加え，それ以外のものは土坑については実測図と一覧表で，ピットについては

一覧表で示す。

（1）竪穴住居跡

第2号住居跡（第4・5図）

位置　調査区東部のA5j2区に位置し，東に向かう緩斜面に立地している。

重複関係　第1号井戸跡に掘り込まれている。

規模と形状　平面形は長軸6．7m，短軸4．6mはどの隅丸長方形を皇し，残存する壁は外債して立ち上がり，壁

高は16～42cmである。また，周溝の内側は長径5．1m，短径3．8mはどの楕円形で，深さは35～45cmである。主

軸方向はN－610－Wである。

床　壁から30～120cmはど内側の床面に，中心より西側にずれて深さ10～20cmの周溝が巡り，その北側と南側

が対照的に途切れている。周溝の内側・外側ともにやや軟弱で，顕著な硬化面は認められなかった。

炉　検出されなかった。

ピット10か所。Pl～P4は深さ49～71cmで，規模及び配列から主柱穴に相当すると考えられる。P8～P

lOは深さ29～32cmで，壁に沿って並ぶことから，補助的な柱穴との想定が可能であるが，P5～P7の性格は

不明である。

覆土　9層に分層され　黒褐色を基調とするやや締まりのある土層である。各層にロームブロック・ローム粒

子を含むが，レンズ状の堆積状況を示していることから自然堆積と考えられる。なお，第7～9層は周溝の覆

土である。

土層解説
1極暗褐色　ローム粒子少量
2　黒褐色　ロームブロック微量
3　暗褐色　ロームブロック少量

4　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
5　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

6　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

7　暗褐色　ローム小ブロック微量
8　暗褐色　ローム中ブロック微量
9　暗褐色　ローム粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片459点，凹石1点が出土している。土器片は，中央部の覆土上層から下層にかけて

散在する状況で出土している。2は覆土下層から，3・5は床面から出土しており，時期決定の指標となる遺

物である。また，4及びTP3～TP8は，覆土上～中層から出土している。

所見　確認面における形状や床面から周溝が検出されたことなどから，拡張または2軒の住居跡の重複を想定

して調査を進めたが，調査の過程で拡張や重複は認められなかった。中期中葉には，大型で平面形が隅丸長方

形もしくは楕円形を皇し，二段の掘り込みを有する住居跡が類例として認められており，形状や規模の類似性，

炉をもたないこと，顕著な硬化面がないことなどから，本跡も有段式住居跡の一形態としてとらえることが可

能である。時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅱ式期）と考えられる。
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第4回　第2号住居跡・出土遺物実測図
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第5図　第2号住居跡出土遺物実測図

第2号住居跡出土遺物観察表（第4・5図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土 位置 備　　 考

2 縄文土 器 深 鉢 ［11．4］ （7．2） －

口唇部 肥厚。胴部 はR L の単 節縄文 を縦方 向

に地文。
長石 ・石 英 ・雲 母 普通 灰褐 覆土下 層

3 縄文土 器 深 鉢 － （4．9） 12 ．7 胴 部 は隆帯文が垂 下。 長石 ・石 英 ・雲母 普通 橙 床　 面 底 部網代 痕

4 縄文土 器 探 鉢
－ （6．5） 10．0 曲線意匠 の隆帯文 に複列の結 節沈線 が沿 う。

長石 ・石英 ・雲母 ・

赤 色粒子
普通 にぷい橙 覆土中層

5 縄 文土器 深 鉢 － （4．2） ［13．1］ 胴 部下端無 文。 長石 ・雲母 普 通 にぷい赤褐 床　　 面 底 部網代 痕
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番 号 種　別 器種 口径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

TP 3 縄文土器 探 鉢 － （止4） －

口唇部下端に隆帯が巡る。口辺部及び胴部無

文。
長石・石英・雲母 普通 にぷい褐 覆土中層

TP 4 縄文土器 探 鉢 － （11．0） －

隆帯による楕円形区画文に半裁竹管による結

節沈線が沿う。
長石・石英・雲母 普通 にぷい褐 覆土中層

TP 5 縄文土器 探 鉢 － （5．6） －

口唇部下端に隆帯が巡る。口辺部は隆帯によ

る逆U字状文に結節沈線が沿う。
長石 ・雲母 普通 灰褐 覆土中層

TP 6 縄文土器 探 鉢 － （5．9） －
口辺部に爪形文施文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 灰褐 覆土上層

TP 7 縄文土器 浅 鉢 － （11．2） －

口辺部は刻みを有する隆帯区画文。区画内は

複列の結節沈線により横S字状文などを描出。
長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい橙 覆土中層

T P 8 縄文土器 浅 鉢 － （6．0） －
口唇部肥厚。無文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい褐 覆土上層 内外面赤彩

番 号 器　種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考

長 さ 幅 厚 さ 重　 量

Q l 凹　 石 33．0 15．4 13．2 （8260．0） 安山岩 表面1孔。 覆土下層

第3号住居跡（第6～8図）

位置　調査区東部のA4j9区に位置し，東に向かう緩斜面に立地している0

規模と形状　北東部の約半分が調査区域外に及ぶため全容は不明であるが，残存するコーナー部の様相から隅

丸方形と推定され確認された南北榔ま2・8m，東西軸は3・6mほどである0また，主軸方向はN－50－Eと

推定される。壁は緩やかな傾斜をもって立ち上がり，壁高は34～36cmである0

床　はぼ平坦であり，全体的に締まってはいるが，顕著な硬化面は認められなかった0

炉　検出されなかった。

ピット　2か所。Plは深さ39cmで，対応するピットが検出されなかったため判然としないが，規模から柱穴

との想定も可能である。また，P2は深さ11cmであり，性格は不明である0

‡1孟雷雲。＿ム粒子少量　　　　　　　　2極暗褐色ローム粒子微量

覆土　5層に分層され全体的に含有物が少なくレンズ状の堆積状況を示すことから自然堆積と考えられる0

第6図　第3号住居跡実測図
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第7図　第3号住居跡出土遺物実測図（1）

一一一12－



第8図　第3号住居跡出土遺物実測図（2）

0　　　　　　　　　　　　　10cln

遺物出土状況　縄文土器片459点，磨石1点が出土している。土器片はプラン中央部に集中し，覆土上層から

床面にかけて出土している。中でも完形に近いものや大形の破片は床面から出土している。6は床面から横位，

7は同じく床面から正位で出土しており，時期判断の指標となる遺物である。9は覆土上層と下層から出土し

た破片が接合したものである。また，8・10～12，TP9～TP12及びQ2は覆土上層からの出土である。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅱ式期）と考えられる。

第3号住居跡出土遺物観察表（第6～8図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

6 縄 文土器 深 鉢 ［14．4］ 17 ．0 82

波頂 部か ら刻 みを有す る隆帯が 垂下。 口辺 部

は隆帯区画 文に複列の結 節沈線 が沿 う。胴 部

も同様 の区画 文。

長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷ い橙 床　　 面 P L 30

7 縄 文土器 鉢 11．4 8．4 6．4

口唇 部に刻 みを有す る。 口辺部 は隆帯及 び結

節沈線 に よる区画文内 に斜 位の沈線 文 を施 文

し， 4 単位 の円形貼 付文 を貼付 。

長石 ・石英 ・雲母 普通 橙 床　　 面 P L 30

8 縄 文土器 探 鉢 － （9．1） 14．0 胴部下端 無文。 長石 ・石英 ・雲 母 普通 橙 覆土 上層 底 部網代 痕

9 縄 文土器 深 鉢 ［29．4］ （16 2 ） －

口唇 部下端 に隆帯が巡 る。口辺部 は 4 単位 の

突起状貼 付文 を配する。
長石 ・石 英 ・雲 母 普通 にぷい赤 褐

覆土 上 ・

下層
外 面煤付 着

10 縄文 土器 深 鉢 － （9．3） －

口唇 部下端 に隆帯が巡 り，把 手の基 部に は貼

付文 を配す る。
長石 ・雲 母 普通 にぷい赤 褐 覆土上 層

11 縄文 土器 探 鉢 （9．0）

口辺 部は刻み を有す る隆帯 区画文 内，結節 沈

線 文。波頂 部に刻み を有する突起 貼付。頚部，

爪形文。

長石 ・石 英 ・雲 母 普通 橙 覆土上 層

12 縄文 土器 探 鉢 － （5．0） －

口唇 部下端 に隆帯が巡 り，口辺部 は隆帯区 画

文内 に斜 位の結節 沈線文。
長石 ・雲 母 普通

灰 褐

にぷい赤褐
覆土上 層

T P 9 縄文 土器 深 鉢 － （8．4） －

口辺部 は刻み を有する隆帯 区画文。棒 状工 具

に よる結 節沈線 で文様描出。胴 部爪形文 。
長 石 ・石英 ・雲母 普通 橙 覆土上層

T P lO 縄文 土器 探 鉢 － （6．5） －

口辺部 は半裁竹管 による複列 の結節沈 線に よ

り文様描 出。
長 石 ・石英 ・雲母 普 通 橙 覆土上層

T P ll 縄文土 器 深 鉢 － （6．0） －

口辺部 は隆帯区画 文に複列の結 節沈線 文及 び

波 状沈線 が沿 う。区画 内は横位 の爪形文。
長 石 ・石英 ・雲母 普 通 橙 覆土上層

T P 12 縄文土 器 浅 鉢 － （6．5） － 胴 部無文。 長石 ・石英 ・雲母 普 通 にぷい橙 覆土上層 内外面 研磨

番 号 器　 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土 位置 備　　　　 考
長 さ 幅 厚 さ 重　 量

Q 2 磨　 石 （5．0） 6．9 5．9 （257．4） 安 山岩 全側線 を使用。 1 側線に敲打 痕。 覆土 上層

第4号住居跡（第9図）

位置　調査区東部の平坦部，B4dO区に位置している。

規模と形状　南東部の約半分が調査区域外に及ぶため全容は不明であるが，残存するコーナー部の様相から方

13－



形もしくは長方形を呈すると推定され　確認された南北軸は2．6m，東西軸は2．8mほどである。また，主軸方

向はN－00と推定される。壁は外債して立ち上がり，壁高は8～12cmである。

床　はぼ平坦であり，全体的に締まりはあるが，顕著な硬化面は認められなかった。

炉　検出されなかった。

ピット　検出されなかった。

覆土　2層に分層される。層厚が8～16cmと薄いため，堆積状況の詳細は不明である。

土層解説
1極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量 2　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片104点，磨石1点が出土している。抽出・図示した遺物はいずれも覆土からの出土である。

所見　柱穴及び炉は検出されなかったが，やや締まりがある床面が検出されたことや，覆土中から縄文土器片

が多量に出土していることなどから縄文時代の住居跡と判断した。出土土器に大きな時期差が認められないこ

とから，時期は中期中葉（阿王台Ⅱ式期）と考えられる。

七4。。

－一旦－37．8m
衷土

0　　　　　　　　　　　　　　2m

第9図　第4号住居跡・出土遺物実測図
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第4号住居跡出土遺物観察表（第9図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

13 縄文土器 探 鉢 － （6．6） －

口辺部は隆帯により文様を描出。隆帯に沿っ

て爪形文を施文。
長石 ・石英 普通 にぷい褐 覆　　 土

14
°縄文土器 探 鉢 －

’（6．3） － 口唇部下端に隆帯が巡り，突起貼付。 長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい赤褐 覆　　 土

15 縄文土器 探 鉢 － （12．3） －

胴部は曲線意匠の隆帯貼付文。2 列の爪形文

が巡る。
長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい橙 覆　　 土

16 縄文土器 ，探 鉢 － （5．2） －
自辺部に突起貼付。 2 列の爪形文が巡る。 長石 ・雲母 普通 にぷい橙 覆　　 土

TP13 縄文土器 探 鉢 － （7．9） －
隆帯区画文に結節沈線が沿う。 長石 ・石英 ・雲母 普通 灰褐 覆　　 土

TP14 縄文土器 探 鉢 － （7．0） －
爪形文が巡る。 長石 ・雲母 普通 にぷい橙 覆　　 土

TP15 縄文土器 探 鉢 － （4．5） －
口辺部は隆苛区画文に半裁竹管による複列の

結節沈線が沿う。
長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい赤褐 覆　　 土

番 号 器 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考
長 さ 幅 厚 さ 重　 量

Q 3 磨　 右 7．2 7．6 2．0 1埠 1 安山岩 全側面を使用。表面が皿状に凹む。 覆　　 土

第5号住居跡（第10～13図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群の外縁部にあたるB4f3区に位置している。

重複関係　第94・97・121号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　長軸方向に残存する壁から，長軸（径）5．3m，短軸（径）2．5mはどの長方形もしくは楕円形と

推定され主軸方向はN－470－Eである。壁は緩やかな傾斜をもって立ち上がり，壁高は12～17cmである。

床　はぼ平坦であり，全体的に締まりはあるが，顕著な硬化面は認められなかった。

炉　検出されなかった。

ピット11か所。径30cmで深さ79cmと規模が大きいもの（Pl），径18～24cmで深さ21～38cmと中規模のもの

（P2～P6），径12～16cmで深さ8～22cmと小規模のもの（P7～Pll）に分類できる。このうちPlは，

中央部を支える主柱穴との想定が可能である。また，P2～P6は，規則性を欠くものの，その規模やPlを

囲むような配列が認められることから，補助的な柱穴に相当すると考えられる。P7～Pllの性格は不明であ

る。

覆土　4層に分層される。ほぼ水平な堆積状況が見られ土層に大きな乱れがないことから自然堆積と考えら

れる。

層土
1

2

色
色

説
褐
褐

解
黒
黒

ロームプロ、ソク・焼土粒子微量　　　　　　　　　　　3　黒褐色　ロームブロック少量
ロームブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　4　褐　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片170点，磨製石斧1点，敲石3点，磨石1点，剥片3点が出土している。土器片は

プラン中央部の覆土上～中層に集中している。17は横位で床面からやや浮いて出土しており，時期判断の指標

となる遺物である。また，18～22，TP16・TP17・TP19は折り重なるような出土状況であり，17が21を挟ん

で縦位に破断していることなどから，これらの土器は一括して廃棄されたものと考えられる。Q5は覆土中層

から，TP18及びQ4・Q6～Q8は覆土からの出土である。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿玉台Ⅲ式期）と考えられる。
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第10図　第5号住居跡・出土遺物実測図
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第11図　第5号住居跡出土遺物実測図（1）
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第12図　第5号住居跡出土遺物実測図（2）
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二
第13図　第5号住居跡出土遺物実測図（3）

第5号住居跡出土遺物観察表（第10～13図）

Q7　　　　　　0

番号 種　別 芹種 口径 器高 底径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

17 縄文土器 深鉢 30．0 31．4 9．0 口唇部下端に隆帯が巡る。無文。 長石・石英・雲母 普通 にぷい橙 床　　 面
PL30

底部網代痕

18 縄文土器 深鉢 ［24．0］ （11．9） －

口唇部下端に隆帯が巡る。波頂部下位に突起

貼付。胴部上段無文。
長石・石英・雲母 普通 にぷい橙 覆土上層

19 縄文土器 探鉢 ［19．0］ （11．7） －

口辺部から胴部にかけて隆帯が垂下。Rの無

節縄文を横方向に施文。
長石・石英・雲母 普通灰褐 覆土上層

20 縄文土器 浅鉢 ［17．9］ 8．0 6．5 無文。
長石・石英・雲母・

赤色粒子
普通 にぷい橙 覆土中層

PL30外面研鼠

底部網代痕

21 縄文土器 探鉢 －
（10．5） 12．8 胴部下端無文。 長石・石英・雲母 普通 にぷい橙 覆土中層 底部網代痕

22 縄文土器－深鉢 （10．4） 9．8
胴部下端無文。胴部は半裁竹管による縦位の

平行沈線文。
長石・石英・雲母 普通 にぷい橙 覆土上層 底部網代痕

TP16 縄文土器 探鉢 － （6．6） ロ緑部無文。 長石・石英・雲母 普通 灰褐 覆土上層

TP17 縄文土器 深鉢 － （4．4） －

口唇郎下端は刻みを有する隆帯が巡る。隆帯

に沿って複列の結節沈線文を施文。
長石・石英・雲母 普通 にぷい橙 覆土上層

TP18 縄文土器 深鉢 （5．6）
口唇部下端に隆帯が巡る。口辺部は免状工具

による区画文内に斜行結節沈線文。
長石・石英・雲母 普通 にぷい赤褐 覆　　 土

TP19 縄文土器 探鉢 － （11．6） － 胴部無文。 長石・石英・雲母 普通 灰褐 覆　　 土

番号 器　種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考

長さ 幅 厚さ 重　量

Q 4 磨製石斧 （9．3） 4．5 2．9 （182．6） 砂　岩 定角式。 覆　　 土 刃部・基部欠損

Q 5 敲　石 15．1 6．9 5．8 779．0 安山岩 両端に敲打痕。凹石兼鼠 表・側面各1孔，裏面2孔。 覆土中層 PL50

Q 6 敵　石 14．1 9．1 5．4 1035．7 安山岩 両端に敲打痕。凹石兼用，表・裏面各1孔。 覆　　 土 PL50被熱痕あり
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番 号 器 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考
長 さ 幅 厚 さ 重　 量

Q 7 蔽　 石 10．6 8．8 5．4 695．8 安山岩 全側線に敵打痕。凹石兼用，表 ・裏面各2孔。 覆　　 土 PL50

Q 8 磨　 石 5．9 5．3
； 2・6

96．0 安山岩 全側線を使用。2側線に蔽打痕。 覆　　 土

第6号住居跡（第14・15図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3b5区に位置している。

重複関係　第150号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　平面形は長軸3．3m，短軸2．6mはどの長方形で，主軸方向はN－480－Wである。壁は外傾して

立ち上がり，壁高は8cmほどである。

床　はぼ平坦であり，全体的に締まりはあるが，顕著な硬化面は認められなかった。

炉　検出されなかった。

ピット　8か所。Pl～P4は深さ61～69cmで，やや規則性を欠くものの規模及び配列から主柱穴と考えられ

る。P5・P6は深さがそれぞれ58cm，56cmで主柱穴と考えられるPl～P4とはぼ同規模であるが，配列か

ら柱穴とは考えにくい。また，壁際に位置するP7・P8は，いずれも深さが16cmほどと浅く，その性格は不

明である。

覆土　3層に分層される。層厚が8～10cmと薄いため，堆積状況の詳細は不明である。第3層には焼土ブロッ

クが少量含まれており，分層時には炉を想定したが，調査の過程で床面に掘り込みや火床部は認められなかっ

た。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　3　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片90点，磨石1点，凹石1点が出土している。覆土が薄かったため判然とはしないが，

床面に細片が散在する状況で出土している。24及びTP22は床面から出土しており，時期判断の指標となる遺

物である。また，Q9も床面から出土している。また，23，TP20・TP21は覆土中からの出土である。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台m式期）と考えられる。

㌢　　　　γ

第14図　第6号住居跡実測図
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第15図　第6号住居跡出土遺物実測図

第6号住居跡出土遺物観察表（第15図）

主’’、′・一一

二一ム‾三こコ

タ

＄

・l

壊

、：

亀

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼 成 色　 調 出 土 位 置 備　　 考

2 3 縄 文 土 器 深 鉢 ［9 2 ］ （5 ．0 ）
口 辺 部 は 隆 帯 区 画 文 に 結 節 沈 線 が 沿 う 。 R L

の 単 節 縄 文 を 横 方 向 に 施 文 。
長 石 ・ 雲 母 普 通 に ぷ い 黄 褐 覆　　 土

2 4 縄 文 土 器 深 鉢 － （5 ．1） ［1 1 ．6 ］ 胴 部 下 端 無 文 。
長 石 ・石 英 ・ 雲 母 ・

赤 色 粒 子
普 通 に ぷ い 橙 床　　 面 底 部 網 代 痕

T P 2 0 縄 文 土 器 深 鉢 （4 ．4 ）

口 唇 部 下 端 に 隆 帯 が 巡 り ， 隆 帯 に は 結 節 沈 線

が 沿 う 。 口 辺 部 は R L の 単 節 縄 文 の 地 文 に 横

位 の 波 状 沈 線 文 。

長 石 ・ 石 英 ・ 雲 母 普 通 橙 覆　　 土

T P 2 1 縄 文 土 器 深 鉢 － （7 ．6 ） －
胴 部 は 隆 帯 に 爪 形 文 状 の 結 節 沈 線 が 沿 う 。 長 石 ・ 石 英 ・ 雲 母 普 通 灰 褐 覆　　 土

T P 2 2 縄 文 土 器 浅 鉢 － （9 ．2 ） － 無 文 。 長 石 ・ 石 英 ・ 雲 母 普 通 に ぷ い 橙 床　　 面 内 外 面 研 磨

番 号 器　 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　　　 考

長 さ 幅 厚 さ 重　 量

Q 9 磨　 石 6 ．9 6 ．0 3 2 1 4 9 ．0 安 山 岩 全 側 面 を 使 用 。 床　　 面

第7号住居跡（第16・17図）

位置　調査区西部の平坦部，C2e8区に位置している。

重複関係　第1号方形周溝墓及び第194号ピットに掘り込まれている。また第202号土坑及び第220号土坑と重

複しており，出土土器から本跡が第202号土坑及び第220号土坑より新しいと考えられる。

規模と形状　東部を第1号方形周溝墓に掘り込まれているため全容は明らかではないが，残存する壁の様相か

ら不整方形もしくは不整長方形と推定され確認された南北軸は4．3m，東西軸は2・8mほどである。また，主

軸方向はN－20－Eで，壁は外傾して立ち上がり，壁高は8cmほどである。

床　はぼ平坦であり，全体的に締まりはあるが，顕著な硬化面は認められなかった。

炉　検出されなかった。
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第16図　第7号住居跡・出土遺物実測図
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C Q13
0　　　　　　　　　　　　10cm

第17図　第7号住居跡出土遺物実測図

ピット　6か所。Plは深さ44cmで規模及び配置から主柱穴と考えられる。また，P2・P3の深さはそれぞ

れ38・42。皿で，いずれもPlと同規模であり，南北に対称の位置にあるため，いずれかが主柱穴になると想定

できる。P4～P6の性格は不明である。

覆土　2層に分層される。層厚が8cmほどと薄いため，堆積状況の詳細は不明である。

土層解説
1暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量 2　褐　　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片79点，磨製石斧1点，敲石1点，磨石6点が出土している。抽出・図示した遺物は

いずれも覆土からの出土である。

所見　時期は，出土土器から後期後菓（安行1式期）と考えられる。

第7号住居跡出土遺物観察表（第16・17図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位 置 備　　 考

T P2 3 縄 文土器 深　 鉢 － （2．6） －
肥厚 した口緑部 にR L の単 節縄文 を施文す る。 長石 ・雲母 普通 にぷ い橙 覆　　 土

T P2 4 縄 文土器 深　 鉢 － （6．4） －

口辺 部は沈線 区画 による L R の帯縄文。病 状

突起貼 付。
長石 ・石英 ・雲母 普 通 にぷ い橙 覆　　 土

T P2 5 縄文土 器 深　 鉢 － （4．9 ）
口唇 郡肥厚。沈 線区画 内に R L の単節縄 文 を

施文。
長石 ・雲母 普 通 にぷ い褐 覆　　 土

T P 26 縄文土 器 深　 鉢 － ほ0 ） －
ロ縁部 か ら胴部 上位は半裁 竹管 による条線文。 長石 ・石英 ・雲母 普 通 褐灰 覆　　 土

T P 27 縄文土 器 深　 鉢 － （4．7 ）
肥厚 す る口唇部下端 は刻み を有す る。斜 行 す

る条線 文施文。
長石 ・石英 ・雲母 普 通 褐灰 覆　　 土

番 号 器　 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考

長 さ 幅 厚 さ 重　 量

Q ll 磨製石 斧 （7．9 ） 6．1 3．2 （220．6） 安 山岩 全側面研 磨。 覆　　 土 刃部欠損

Q 12 磨　 石 11．9 8．8 3．9 427．4 安 山岩 全側面 を使用。 覆　　 土

Q 13 磨　 石 82 6．9 6．7 488．8 安 山岩 全側面 を使用。側線 に擦痕 。 覆　　 土

Q 14 磨　 石 7 ．9 6．0 4．0 210．8 安 山岩 全側面 を使用。一 端に敲打 痕。 覆　　 土 P L 50 被 熟痕 あ り

Q 15 敲　 石 9．4 4．7 3．6 217．1 砂　 岩 両端 に敲 打痕。 覆　　 土

Q 16 磨　 石 7．8 6．4 1．2 8 1．7 安 山岩 全側緑 を使用。 覆　　 土 被熱痕 あ り

Q 17 磨　 石 7．3 6．1 2．0 116．6 安 山岩 全側線 を使用。 覆　　 土

Q 18 磨　 石 6．0 42 3．3 107ユ 安 山岩 全側面 を使用。 覆　　 土
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第9号住居跡（第18図）

位置　調査区西部の平坦部，Dla9区に位置している。

規模と形状　長軸3．9m，短軸3．6mほどの不整方形で，主軸方向はN－50－Eである。壁は外傾して立ち上

がり，壁高は6～10cmである。

床　ほぼ平坦であり，全体的に締まりはあるが，顕著な硬化面は認められなかった。

炉　検出されなかった。

ピット　検出されなかった。

覆土　3層に分層される。層厚が6～10cmと薄いため，堆積状況の詳細は不明である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック微量

3　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片218点，磨石1点のほか，流れ込みによる土師器片と須恵器片が各2点出上してい

る。抽出・図示した遣物はいずれも覆土からの出土である。

所見　柱穴及び炉は検出されていないが，やや締まりがある床面が検出されたことと，覆土中から縄文土器片

が多量に出土していることなどから縄文時代の住居跡と判断した。出土土器に大きな時期差が認められないこ

とから，時期は中期中葉（阿玉台Ⅱ式期）と考えられる。

第18図　第9号住居跡出土遺物実測図
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第9号住居跡出土遺物観察表（第18図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位 置 備　　 考

T P 34 縄文 土器 深 鉢 － （5．1）
肥厚 した口唇部下 端に結節 沈線が巡 る。 口辺

部は隆帯 区画文 に沿 って結節 沈線文。
長石 ・石英 ・雲 母 普通 にぷい赤 褐 覆　　 土

T P 35 縄文 土器 深 鉢 － （3，9 ） 口唇部下端 に隆帯貼付 文。 長石 ・石英 ・雲 母 普通 にぷい赤 褐 覆　　 土

T P 36 縄文 土器 探 鉢 （6 ．5 ） －
隆帯文 に結 節沈線が沿 う。 長石 ・石英 ・雲 母 普通 褐 覆　　 土

T P 37 縄文 土器 深 鉢 － （7 ．0 ） 胴 部は隆帯 文。襲状の 爪形文施 文。 長石 ・石英 ・雲 母 普通 褐灰 覆　　 土

T P 4 1 縄文 土器 】深 鉢 （5 ．3）

口唇部 の両下端 に交互刺 突文。口辺 部は隆 帯

区画文 に沿っ て結 節沈線 文。口縁部 内面 に沈

線 が巡 る。

長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷ い褐 覆　　 土

番 号 器　 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位 置 備　　　　 考

長 さ 幅 厚 さ 重　 量

Q 19 磨　 石 8 ．6 6．8 3 ．7 380．4 安 山岩 全側 面を使用 。 覆　　 土 P L50

（2）屋外炉

今回の調査で，壁や床，柱穴が確認できず，炉のみを検出した遺構1基を屋外炉とした？

第1号屋外炉（第19図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3al区に位置している。

確認状況　確認面において，環状に焼土の広がりが認められた。住居跡の炉を想定

して，本跡周辺の住居跡プランの確認に努めたが，床や柱穴は検出されなかった。′ゝ′

規模と形状　長径80cm，短径70cmはどの不整楕円形を呈する地床炉である。確認

面からの深さは16cmほどで，皿状に掘りくぼめられている。炉床面は被熱により

凹凸をもって赤変硬化している。

覆土　5層に分層される。第5層は焼土ブロックの含有量が多く，他の層に比べ

て硬化が著しいことから，第5層上面が炉床に相当すると考えられる。

土層解説
1黒褐色　焼土小ブロック中量，ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック微量
3　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土′j、プロ、ソク少量，ローム粒子微量
4　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック微量

5　赤褐色　焼土ブロック多量，ロームブロック微量

ト＿　　　　　I　　一一」

第19図　第1号屋外炉
実測図

遺物出土状況　出土していない。

所見　土器が出土していないため明確な時期は判断できないが，形状や周辺の該期の住居跡から炉が検出され

ていないことなどから，縄文時代の屋外炉と考えられる。

（3）土　坑

第1号土坑（第20図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のD2aO区に位置している。

重複関係　第1号ピットを掘り込んでいる。

規模と形状　平面形は径0．8mほどの円形で，深さは32cmほどである。底面ははぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がる。

覆土　2層に分層される。第2層にロームブロックが多く含まれていることや遺物が第2層上面から第1層に
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集中していることなどから，土器の廃棄に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　2　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片42点，土器円盤1点，剥片1点が出土している。土器のほとんどが細片で，第2層

上面に廃棄されたような状況で散在して出土している。またDPlは覆土からの出土である。

所見　時期は，出土土器から中期末葉～後期初頭と考えられる。

二二二二二

第20図　第1号土坑・出土遺物実測図

第1号土坑出土遺物観察表（第20図）

0　　　　　　　　　　　　　2m

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

T P38 縄文土器 深 鉢 － （13．7） － 胴部は櫛歯状工具による縦位の波状文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 灰褐 覆土中層

TP39 縄文土器 探 鉢 － （9．6） － 胴部は縦位の波状沈線文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 灰褐 覆土中層

番 号 器　種
計　　 測　　 値 ！ 胎 土 ・色調

特　　　　　　　　 徴 出 土位 置 備　　 考
長 さ 幅 厚 さ 重　 量

D P l 土器円盤 3．8 3．7 1．1 18．7 長石 ・石英 ・雲母， にぷい褐 櫛歯状工具による波状条線文。周縁部荒削り。 覆　 土 PL48

第2号土坑（第21図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3il区に位置している。

重複関係　第8号ピットに掘り込まれている。

規模と形状　平面形は径1．0mはどの円形で，深さは30cmほどである。底面ははぼ平坦で，大部分の壁は外債

して立ち上がっているが，西壁の一部は内偵しており，本土坑が機能していた時期にはフラスコ状土坑であり，

その下位が残存したものと考えられる。

覆土　4層に分層される。黒褐色を基調とするやや締まりのある土層である。第3・4層はローム粒子を多く

含んでおり，廃絶後早い段階で壁が崩落した層ととらえられる。レンズ状の堆積状況を示していることから自
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然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色

2　黒褐色

ローム粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　3　暗褐色　ローム粒子少量
ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　4　暗褐色　ローム粒子中量

遺物出土状況　縄文土器片79点，磨石1点，剥片1点が出土している。ほとんどの遺物が第2層上面から出土

しており，第2層堆積後に投棄もしくは廃棄されたものと考えられる。37は第2層上面に散在していた破片が

接合したものである。

所見　本跡の廃絶後，第2～4層が堆積した後に出土土器の多くが投棄されたと考えられるため，本跡の機能

時期は判断し難いが，第1層の堆積時期は中期中葉（阿玉台Ⅲ式期）と考えられる。

一危3i2

≡‾三二二一蔓

0　　　　　　　　　　　　　2m

第21図　第2号土坑・出土遺物実測図

第2号土坑出土遺物観察表（第21図）
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番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼 成 色　 調 出 土 位 置 備　　 考

37 縄 文 土 器 探 鉢 ［33．6］ （13．6 ） －

口 唇 部 下 端 に 隆 帯 が 巡 り， 口 辺 部 に Ⅴ 字 状 隆

帯 文 を貼 付 。 L の 無 節 縄 文 を 砲 丸
長 石 ・石 英 ・雲 母 普 通 に ぷ い赤 褐 覆 土 中 層

ー27－



番 号 種　別 器 種 口径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

38 縄文土器 探 鉢 ［34．2］ （7．2） －
口唇部下端に隆帯が巡り，病状の突起貼付。

口辺部下位に横位の沈線文。
長石・石英・雲母 普通 にぷい橙 覆土上層

T P40 縄文土器 探 鉢 － （7．5） －
胴部は半裁竹管による結節沈線が沿う隆帯が

垂下。地文はR L の単節縄文を縦方向に施文。
石英・雲母 普通 橙 覆土中層

T P155 縄文土器 深 鉢 － （6．2） －
胴部は半裁竹管による平行沈線文及び爪形文

が沿う隆帯区画内に円形の竹管文，爪形文。
長石・石英 ・雲母 普通 黒褐 覆土下層

番 号 器 種
計　　 測　　 値

材 ．質 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考
長 さ 幅 厚 さ 重　 量

Q 20 磨　 石 7．7 7．5 1．8 153．1 安山岩 全側面を使用。 覆土中層

第4号土坑（第22・23図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3hl区に位置している。

重複関係　第38・47号ピットに掘り込まれ　第39号ピットに掘り込まれている。

規模と形状　平面形は長径2．0m，短径1．8mはどの楕円形で，深さは54cmほどである。底面はほぼ平坦で，壁

は外傾して立ち上がっている。

覆土　6層に分層される。黒褐色を基調とするやや締まりのある土層である。第5・6層はロームブロックを

多く含んでおり，廃絶後早い段階で壁が崩落した層ととらえられる。第3～6層は自然堆積で，第1・2層に

は遺物が集中することやロームブロックを多く含むことなどから，土器の廃棄に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量

2　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子

微量

4　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
5　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
6　褐　　色　ロームブロック多量

遺物出土状況　縄文土器片224点，土器円盤2点，磨石2点が出土している。抽出・図示した40・41・44を含

めたほとんどの土器が中央部の覆土上～中層から出土しており，第3層以下が埋没した段階で廃棄されたもの

と考えられる。42・43は北東壁際の覆土下層から出土している。また，DP2・DP3及びQ21・Q22は覆土中

からの出土である。

所見　覆土上～中層から出土した廃棄されたと考えられる40・41・44，自然堆積と考えられる覆土下層から出土した

42・43との間に多少の時期差が認められることから，中層以下が堆積した後，多少の時間を経て土器が廃棄され

たものと考えられる。時期は，出土土器から中期中葉～後菓（阿王台Ⅳ式期～加曽利EI式期）と考えられる。

⑥

雲l

第22図　第4号土坑実測図
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－28－



〔「4。

＿況享‾‾二二′二

⑳0－
DP2

㊨0⊂〕。22
DP3

第23図　第4号土坑出土遺物実測図

第4号土坑出土遺物観察表（第23図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

40 縄 文土器 探 鉢 ［22．0］ （10．6）

口辺部 は隆帯 区画文内 に波状隆帯 文を配す る。

胴 部は R L の単線縄 文を地文 とし，縦位 の波

状沈線 文 ・平行沈線 文を施文。

長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい褐 覆土中層

4 1 縄 文土器 登 ［37．2 ］ （10．6） －

口辺部及 び胴部 は無文。 R L の単節縄 文を横

方 向に施文。
長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい橙 覆土中層 内面研 磨

42 縄 文土器 探 鉢 ［33．0］ （6．7 ） －

口辺 部は隆帯 に よる区画内 に櫛 歯状工 具に よ

る波状 条線 文 を施 文。
長石 ・石英 ・雲母 普 通 にぷい赤褐 覆土下層

43 縄 文土器 深 鉢 － （8．4 ） 9．2 胴部 下端無 文。 長石 ・石英 ・雲母 普 通 にぷい黄褐 覆土下層 炭化物 付着

44 縄 文土器 浅 鉢 － （7．3 ） － 口唇 部下端 に刻み を有する。胴 部無文 長 石 ・石英 ・雲母 普 通 にぷい橙 覆土 中層

・20－



番 号 器　種
計　　 測　　 値

胎 土 ・色調 特　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考
長 さ 幅 厚 さ 重　 量

D P 2 土器円盤 2．4 2．4 0．8 6．5 長石 ・雲母， 黒褐 無文。周縁部を研磨。 覆　　 土 PL4 8

D P 3 土器円盤 2．3 2．1 0．9 5．6 長石 ・石英 ・雲母，灰褐 無文。周縁部を研磨。 覆　　 土 PL4 8

番 号 器　 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考
長 さ 幅 厚 さ 重　 量

Q 21 磨　 石 】2．3 7．1 3．9 47 I．4 安山岩 仝側面を使用。 覆　　 土 PL50 被熱痕あり

Q 22 磨　 石 4．3 4．1 3．4 84．5 安山岩 仝側面を使用。 覆　　 土 被熱痕あり

第10号土坑（第24図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3i2区に位置している。

規模と形状　平面形は径1．5mはどの円形で，深さは33cmほどである。底面はほぼ平坦で，壁は直立気味に外

傾して立ち上がる円筒状の土坑である。

覆土　4層に分層される。やや締まりのある土層で，すべての層にロームブロックが多く含まれていることや

同時期と考えられる遺物が全層から出土していることなどから土器の廃棄に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量　　　　3　褐　　色　ロームブロック中量
2　暗褐色　ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子微量　　　4　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量

遺物出土状況　縄文土器片56点，剥片2点が出土している。土器片は覆土上～下層にかけて散在しており，平

面的な位置には特異な傾向は認められない。TP42・TP44・TP45はいずれも覆土下層や底面から出土してお

り，時期判断の指標となる遺物である。また，TP46は覆土中層からの出土である。

所見　時期は，出土土器から後期初頭（称名寺1式期）と考えられる。

ト・ケ　　旦38．0m
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第24回　第10号土坑・出土遺物実測図

第10号土坑出土遺物観察表（第24図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

T P 42 縄文 土器 探 鉢 － （9．8） － 縦位の 条線文。 長石 ・石英 普通 にぷ い黄褐 覆 土下層

T P 44 縄文土 器 深 鉢 － （4．8 ） － 沈練区画 文内 にR L の単節縄 文 を充填 。 長石 普通 にぷい黄 褐 底　　 面

T P 45 縄文土器 深 鉢 － （4．3 ） － 沈線 区画文 内に L R の単節縄 文 を充填 。 長 石 ・石 英 普 通 褐 灰 底　　 面
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番 号

TP46

種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

縄文土器 深 鉢 （4．8） － 沈線区画文内にL R の単節縄文を充填。 長石 普通 浅黄橙 覆土中層

第11号土坑（第25図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3g3区に位置している。

重複関係　第110号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　平面形は径1．9mはどの円形で，深さは34cmほどである。底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がる0

覆土　3層に分層される。全体的に大ぶりのロームブロックを多く含み，土器が中層に集中することなどから，

土器の廃棄に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック・炭化物微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片57点，土器円盤1点が出土している。土器片は覆土上～下層に散在して出土してい

るが，特に覆土中層に集中しており，平面的な位置には特異な傾向は認められない。TP47・TP48・TP50及

0　　　　　　　　　　　　2m

第25図　第11号土坑・出土遺物実測図
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びDP4は覆土中層，45は覆土上層からそれぞれ出土している。また，46及びTP49は覆土からの出土である。

所見　時期は，出土土器から後期初頭（称名寺1～2式期）と考えられる。

第11号土坑出土遺物観察表（第25図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 ．色　 調 出土位置 備　　 考

45 縄文土器 探 鉢 － （10．7） －
隆帯により橋状把手を作出 し，沈線文 ・円形

刺突文で加飾する。口辺部無文。
長石 ．・雲母 良好 灰褐 覆土上層

PL46

内外面研磨

46 縄文土器 探 鉢 － （6．1） － 鍔状の横位の隆帯文。胴部無文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 明赤褐 覆　　 土

T P47 縄文土器 探 鉢 － （7．9） －

口唇部は沈線が巡り，口辺部か ら胴部上位 は

沈線区画文内にR L の単節縄文を充填。
長石 ・赤色粒子 普通 にぷい黄褐 覆土中層

T P48 縄文土器 探 鉢 － （4．6） －
口唇部は沈線が巡り，口辺部は沈線により文

様描出。L R の単節縄文を充填。
長石 ・石英 普通 にぷい喝 覆土中層

TP49 縄文土器 探 鉢 － （5．3） －

縦位の沈線区画文間にR L の単節縄文を縦方

向に充填。
長石 ・雲母 普通 にぷい橙 覆　　 土

TP50 縄文土器 探 鉢 －
（17．0） － 沈線による斜格子文。 長石 ・石英 普通 にぷい橙 覆土中層

番 号 器 種
計　　 測　　 値

胎 土 ・色調 特　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考
長 さ 幅 厚 さ 重　 量

D P 4 土器円盤－ 3．9 4．0 1．3 20．1 長石 ・雲母，灰黄褐 微隆帯文。周縁部荒削 り。 覆土中層． PL48

第12号土坑（第26・27図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3h3区に位置している。

規模と形状　平面形は長径1．4m，短径1．1mはどの楕円形で，深さは98cmほどである。底面ははぼ平坦で，壁

はほぼ直立し，北東壁の一部は内懐する。

覆土　8層に分層される。第4～7層は不規則な堆積状況を示し，ロームブロックも多く含まれることから人

為堆積と考えられる。また，第1～3層はレンズ状の堆積状況を示しているが，焼土ブロック及び炭化粒子を

含み，また第1層と第3層から出土した土器に明確な時期差が認められないことなどから，土器の廃棄に伴う

人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量　　　　　　5　暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
2　黒褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化物微量　　　　　6　暗褐色　ロームブロック少量，炭化物微量
3　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量　　　　　　7　褐　色　ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化物微量

4　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量　　　　8　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片131点，磨石1点が出土している。土器片の多くは覆土上～中層から出土しており，

第4～7層が埋め戻された後に廃棄されたものと考えられる。なお，覆土下層からは遺物がほとんど出土して

いない。TP52，TP158及びQ23は覆土中層，TP156・TP157は覆土上層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ～Ⅳ式期）と考えられる。

ふ・少　」L38血
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第26図　第12号土坑実測図
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第27図　第12号土坑出土遺物実測図

第12号土坑出土遺物観察表（第27図）

⊂⊃、。2：

0　　　　　　　　　　　10cm

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

TP52 縄文土器 深鉢 （11．3） － 胴部無文。 長石・石英・雲母 普通橙 覆土中層

TP156 縄文土器 浅鉢 （3．8） －
口唇部下端に隆帯が巡る。無文。 長石・石英・雲母 普通橙 覆土上層 内外面研磨

TP157 縄文土器 探鉢 － （6．6） －

口辺部無文帯の下端に刻みを有する隆帯区画

文が巡る。
長石・石英・雲母 普通 にぷい橙 覆土上層

TP158 縄文土器 浅鉢 － （4．9） －
口唇部下端に隆帯が巡る。無文。 長石・石英・雲母 普通橙 覆土中層 内外面研磨

番号 器　種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考

長さ 帽 厚さ 重　量

Q23 磨　石 （8．0） 8．0 （3．7） （270．3） 安山岩 全側面を使用。 覆土中層 裏面剥離

第15号土坑（第28図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3h2区に位置している。

規模と形状　平面形は径1．5mはどの円形で，深さは96cmほどである。底面はほぼ平坦で，壁は下位において

やや膨らみをもって立ち上がる。

覆土11層に分層される。黒褐色を基調とするやや締まりのある土層である。第10・11層は粘性が強く，ロー

ム粒子を多く含み，本土坑の廃絶直後の堆積層と考えられ第6・8・9層は壁の崩落層ととらえられる0全

体としては自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒　　色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
5　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
6　極暗褐色　ローム中ブロック少量

7　黒褐色　ローム粒子少量
8　極暗褐色　ロームブロック少量
9　黒褐色　ロームブロック中量

10　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量
11暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片190点が出土している。土器片の多くは覆土上～中層にかけて散在して出土してお

り，平面的な出土位置には特異な傾向は認められない。54・55，TP55・TP56は覆土上層，TP53・TP54は覆土中

層からそれぞれ出土している。51は覆土中層を南から北に向かって流れ込んだ土層の中から出土した破片が接

S：キー



合したものである。また，TP159は底面からやや浮いた状況で出土しており，時期判断の指標となる遺物である。

所見　時期は，出土土器から後期前葉（称名寺1～2式期）と考えられる。
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第28図　第15号土坑・出土遺物実測図

第15号土坑出土遺物観察表（第28図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

5 1 縄文土 器 鉢 （16．9） 9．0
口辺部 は沈線区画 内に列点文 を充填。胴 部無

文。

長石 ・石英 ・赤色

粒子
普通 にぷ い黄褐 覆土 中層 煤付 着

54 縄 文土 器 深 鉢 － （3．4） ［11．0］ 胴部下 端無文。 長石 ・石英 ・雲 母 普通 灰 褐 覆土上 層

55 縄 文土器 探 鉢 （4．7） 払0］ 胴部下端 無文。 長石 ・石 英 ・雲母 普通 にぷい赤禍 覆土上 層 器面研 磨

T P 53 縄文 土器 深 鉢 － （4．1） － 櫛 歯状工 具に よる斜 行条線文 。 長 石 ・石英 普 通 灰褐 預土中層

T P 54 縄文土 器 深 鉢 － （6．2 ） － L R の単節縄 文 を地 文に沈線文 を施文。　 F長石 ・石英 ・雲母 普通 橙 覆土中層

T P 55 縄文土 器 探 鉢 － （6．5 ） －
L R の単節縄 文 を地文 に 2 条一組 の沈線 文 を

施文。
長石 ・石英 ・雲母 普通 橙 覆 土上層

T P 56 縄 文土器 深 鉢 － （5．1） － L R L の複節縄 文 を施文 。 長石 ・石英 ・雲 母 普通 灰褐 覆土 上層

T P 159 縄 文土器 深 鉢 － （6．2） － 無文。 長石 ・石 英 ・雲母 普通 橙 底　　 面
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第16号土坑（第29図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC2gO区に位置している0

規模と形状　平面形は径1．7mほどの円形で，深さは40cmほどである0底面ははぼ平坦であり，壁ははば直立する0

覆土　5層に分層される。暗褐色を基調としたやや締まりのある土層である0第2層以下はロームブロックを

多く含み，第1層には土器が集中して出土していることなどから，土器の廃棄に伴う人為堆積と考えられる0

土層解説

1黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック多量

4　暗褐色　ロームブロック中量
5　暗褐色　ロームブロック多量

遺物出土状況縄文土器片71点が出土している0抽出・図示した土器を含めてほとんどの土器片がプラン中央

部の確認面や覆土上層から出土し，また56が逆斜位で出土していることなどから，本土坑がほぼ埋め戻された

段階で一括して廃棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加酎UEI式期）と考えられる0

⑥　　宣l A38．0m
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第29図　第16号土坑・出土遺物実測図
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第16号土坑出土遺物観察表（第29図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位 置 備　　 考

56 縄 文土器 探 鉢 ［23．2 ］ （28 ．6）

隆帯 によ り3 単位 の棒状把 手 を作 出。口辺 部

は沈 線が沿 う隆帯区画 文内 に縦 位の沈 線文 を

配 し，口辺部 下端に隆帯 と沈線 に よる文様 帯

をもつ。胴部 は波状沈線 が垂下。地 文は R L

の単節縄 文。

長 石 ・石英 普 通
灰褐

にぷ い褐
覆土中層 P L 30

57 縄文 土器 ミニチュア 2．4 2．0 1．8 口緑部 は沈線 による区画文 。胴部無 文。 長石 ・石英 普通 褐灰 覆土 上層 P L 31

T P 57 縄文土 器 探 鉢 （7．0 ） －

口辺部 に幅広 の無文帯 をもち，胴部 は R L の

単節 縄文 を縦方向 に施文。
長石 ・石 英 ・雲 母 普通 にぷい褐 覆土上 層

T P 58 縄文土 器 深 鉢 － （4．0 ） － 口辺 部無文。 長 石 ・石英 ・雲母 普 通 灰黄 褐 覆土上層

T P59 縄 文土器 探 鉢 － （6．0 ）
－ L の無 節縄文 を縦方 向に施文。 長石 ・雲母 普通 灰黄褐 覆 土上層

第18号土坑（第30～32図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3f2区に位置している。

重複関係　第19号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　南部の一部を第19号土坑に掘り込まれているため全容は不明であるが，平面形は径1．3mはどの

円形と推定される。深さは18cmほどで，壁は外傾して立ち上がっている。底面には凹凸が見られる。

覆土　3層に分層される。層厚が14～18cmと薄いため，堆積状況の詳細は不明である。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量

3　暗褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片115点，凹石1点，磨石1点が出土している。遣物は，いずれも確認面から覆土中

に散在しており，一括して廃棄されたものと考えられる。なお，59雄0・62は確認面から覆土中に散在して出

土した破片が接合したものである。

所見　出土した土器に時期差が認められないことから，土器の廃棄時期は，中期中葉（阿王台Ⅱ式期）と考え

られる。

A38．Om A

来訪⊥⊥雪「

B o246162　　025　　B′

‾‡・●三一二
60　　　59

0　　　　　　　　　　　　　2m

第30図　第18号土坑・出土遺物実測図
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第31図　第18号土坑出土遺物実測図（1）
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第32図　第18号土坑出土遺物実測図（2）

第18号土坑出土遺物観察表（第30～32図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼 成 色　 調 出土位 置 備　　 考

59 縄 文土器 深 鉢 28．3 （24．0）

口辺 部及 び胴 上部 は隆帯 による楕 円形 区画 文

内に結節 沈線文 を施文。胴部 は Y 字状 の隆 帯

文が 垂下 し，爪形文 を施文。 口辺 部 と胴 部 間

に無文 帯 を配 する。

長石 ・石英 ・雲母 普 通
にぷい赤褐

灰褐
覆　　 土 P L 30

60 縄文土 器 探 鉢 ［27．4 ］ （13．0 ）

日録部 は半裁竹 管 による横列 の結節沈線 が 沿

う隆苛 に よる楕円形 区画文。 口緑 部区画 内及

び胴部上 位に は 2 条一組 の波状 沈線が巡 る。

長石 ・石英 ・雲母 普通
にぷ い赤褐

覆　　 土

6 1 縄文土器 探 鉢 － （24 ．8 ） 10．6 胴部に 2 列の爪形 文が巡 る。 長石 ・石 英 ・雲 母 普通 にぷ い赤 褐 覆　　 土 底部網代 痕

62 縄 文土器 探 鉢 ［34．2］ （5．5） －

口唇部 は鋭角 な稜 をもって肥厚 する。口辺 部

無文。
長石 ・石 英 ・雲母 普 通 明赤砲 覆　　 土

T P60 縄 文土器 探 鉢 － （4 ．6） －

垂下す る隆帯文 に複列の結 節沈線 が沿 う。 区

画内に縦位 の波状沈線 文 を施 文。
長 石 ・石英 ・雲母 普 通 にぷい橙 覆　　 土

番 号 器　 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位 置 備　　　　 考
長 さ 幅 厚 さ 重　 量

Q 24 凹　 石 （9．2 ） （11．4 ） 6．7 （506．0） 安山岩 表面 3 孔 。 覆　　 土

Q 25 磨　 石 10．8 I lO．3 l 4．5 日 4 6．9 砂　 岩 全側面 を使 用。表裏 面及 び側線 に敵打痕 。 覆　　 土 P L 50

第19号土坑（第33図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3f2区に位置している。

重複関係　第18号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　開口部の平面形は長径1．4m，短径1．1mほどの楕円形を呈するフラスコ状土坑である。底面は皿

状にくぼみ，平面形は長径1．9m，短径1．6mはどの楕円形である。深さは100～115cmで，壁は下位から括れ部

にかけて内債して立ち上がり，上位は緩やかな傾斜をもって外反して立ち上がる。また，底面から括れ部まで

の高さは85cmほどである。

覆土15層に分層される。第13層はロームブロックを多量に含む固く締まった層であり，開口部から流入また

は壁の一部が崩落したロームが踏み固められたものと考えられる。なお，覆土中層以下に粘土ブロック及び粒

子や小礫が含まれていることは，薄い粘土層を掘り技き，小礫を多量に含む砂層上面まで掘り込みが及んでい
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ることに起因すると考えられる。堆積状況に大きな乱れが見られないことから自然堆積と考えられる0

土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色
3　黒褐色
4　暗褐色
5　暗褐色
6　黒褐色
7　黒褐色
8　黒褐色
9　黒褐色

ローム粒子微量
ローム粒子・炭化粒子微量
ロームブロック微量
ローム粒子中量
ロームブロック少量，焼土粒子微量
ロームブロック・炭化物微量
ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量（締まり弱）
炭化粒子・粘土ブロック少量，ロームブロック微量
炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子㍗占土ブロ
ック・小磯微量

10　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物・粘土ブロック微量
11暗褐色　ローム粒子少量，炭化物・粘土粒子微量
12　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子

微量
13　暗褐色　ロームブロック多量，粘土ブロック・砂粒・小礫少量，

焼土粒子・炭化物微量（締まり強）
14　暗褐色　砂質粘土粒子少量，ロームブロック・炭化物・小礫微

量（締まり弱）
15　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物微量

遺物出土状況　縄文土器片41点，石皿1点が出土している0ほとんどの遣物は，括れ部より上位にあたる覆土

上層から出土しており，中層まで埋没した段階で廃棄されたものと考えられる0

所見　土器の廃棄時期は，中期中葉（阿王台Ⅱ～Ⅲ式期）と考えられる。

第33図　第19号土坑・出土遺物実測図

第19号土坑出土遺物観察表（第33図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

64 縄文土器 深鉢 ［15．8］ （10．4） 口辺部及び胴部上位無文。 長石・雲母 普通 にぷい橙 覆土下層

－30－



番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

TP6 1 縄文土器 探 鉢 － （3．7） －
口唇部下端に結節沈線が沿う隆帯が巡 り，

L R の単節縄文を縦方向に施文。
長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい橙 覆土上層

T P62 縄文土器 深 鉢 － （3．4） －

口唇部下端に半裁竹管による刺突文を有する

隆帯が巡る。隆帯に沿って複列の結節沈線文。
長石 ・石英 ・雲母 普通 褐灰 覆土上層

T P63 縄文土器 探 鉢 （3．7）
口辺部は隆帯区画文に複列の結節沈線が沿う。

地文はL R の単節縄文。
長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい褐 覆土上層

TP64 縄文土器 探 鉢 － （3．2） － 口唇部直下に複列の結節沈線が巡る。
長石 ・雲母 ・赤色

粒子
普通 灰褐 覆土上層

T P16 0 縄文土器 深 鉢 （8．7）

口唇部下端には交互刺突による波状文が巡り，

口辺部は結節沈線が沿う隆帯による区画文内

にR L の単節縄文を施文。

長石 ・石英 ・雲母 普通 灰褐 覆土上層

番 号 器 種
計　　 測　　 値 巨 貿

特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考長 さ 幅 厚 さー重　 量

Q 26 石　 皿 （15．8） （8．6） （8．5） （532．0） 花崗岩 凹石併用。表面7孔，側面3孔。 覆土下層

第20号土坑（第34・35図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3g2区に位置している。

重複関係　第83号ピットと重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　平面形は径1・2mほどの円形で，深さは62cmほどである。底面ははぼ平坦で，ほとんどの壁は外

債して立ち上がっているが，北西側の壁の一部は内儀しており，本土坑が機能していた時期にはフラスコ状土

坑であったことが想定される。

覆土　6層に分層される。黒褐色を基調としたやや締まりのある土層である。レンズ状の堆積状況を示すこと

から自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子少量

4　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
5　極暗褐色　ロームブロック少量

6　暗褐色　ロームブロック・ローム粒子少量

遺物出土状況　縄文土器片47点，打製石斧1点，磨石1点が出土している。抽出・図示した遺物は，いずれも

覆土中からの出土である。

所見　すべての土器が自然堆積の覆土中から出土したものであるため時期は明確にできないが，覆土が形成さ

れた時期は中期中葉（阿王台Ⅲ～Ⅳ式期）と考えられる。

阜二
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第34図　第20号土坑・出土遺物実測図
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第35回　第20号土坑出土遺物実測図

第20号土坑出土遺物観察表（第34・35図）

C＝：：⊃　Q28

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出 土位置 備　　 考

T P 65 縄 文土器 探 鉢 （6 ．6）

口唇部下端 に は半裁 竹管 に よる結 節沈線 が巡

り，口辺 部下位 は結 節沈線 及 び沈 線 による区

画 文。

長石 ・石英 ・雲 母 普通 にぷ い赤褐 覆　　 土

T P 66 縄 文土器 浅 鉢 － （5 ．9） － 口辺部及 び胴部上位 無文。 長石 ・雲母 普通 灰褐 覆　　 土 器面研 磨

T P 67 縄 文土器 探 鉢 （3 ．9） －
櫛 歯状工 具に よる縦 位の 波状沈線 文。 長石 ・石英 ・雲 母 普通 にぷ い褐 覆　　 土

番 号 器　 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位 置 備　　　　 考
l 長 さ 幅 厚 さ 重　 量

Q 27 打 製石斧 11ユ 5．3 1．7 （1 172 ） 安 山岩 分銅 型。挟入 部は浅 い。 覆　　 土 P L 49

Q 28 磨　 石 5．2 5．6 1．6 6 6．7 安 山岩 全側 面 を使 用。 覆　　 土

第21号土坑（第36・37図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3g3区に位置している。

規模と形状　開口部の平面形が径1．4mはどの円形を呈するフラスコ状土坑である。底面ははぼ平坦で，北西

方向に緩やかに傾斜しており，平面形は径1．5mはどの円形である。深さは82C皿ほどで，壁は下位から括れ部

にかけて内懐して立ち上がり，上位はやや外傾している。また底面から括れ部までの高さは58cmほどである。

ピットは2か所検出された。深さはPlが26cm，P2が25cmであり，いずれも性格は不明である。

覆土　6層に分層される。TP69は覆土下層の破片と中層の破片が接合したものであり，第2～4層は人為堆

積と考えられる。また，第6層は本跡の廃絶直後の崩落土が堆積した層，第1層は埋没したくぼみに自然流入

した層と考えられる。

土層解説
l　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量

第36図　第21号土坑実測図

4　暗褐色　ローム粒子中量
5　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
6　暗褐色　ロームブロック中量
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遺物出土状況　縄文土器27点，磨石2点が出土している。66は覆土下層から，TP68及びQ30は覆土中層から

出土している。TP69は覆土中層と下層の破片が接合したものである。なお，Q29は流れ込みによるものと考

えられる。

嘲れ車馳恥。紬。抑伊仙

第37図　第21号土坑出土遺物実測図

第21号土坑出土遺物観察表（第37図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼 成 色　 調 出土位置 備　　 考

66 縄文 土器 探 鉢 － （6．2） －

隆帯 に よ り把 手 を作 出 し，環状 の隆帯文 及 び

沈線 によ り加飾 。地文は R L の単節縄 文。
長石 ・雲母 普通 にぷ い橙 覆土 下層

T P 68 縄文土 器 深 鉢 － （4 ．4） －

地文 はR L の単節縄文 で，口唇部 の隆帯 に は

同 じ原体 の縄文地 文。隆帯下 に平行沈 線文。
長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷ い橙 覆土 中層

T P 69 縄文土 器 探 鉢 － （13．7） － L の無節縄 文 を施 文。 長石 ・雲母 普通 灰褐
覆土 中～

下層

番 号 器　 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考長 さ 日 昌 厚 さ 重　 量

Q 29 磨　 石 8．0 5 ．5 1．7 84．6 安 山岩 全側面 を使用。 覆土上層

Q 30 磨　 石 （5．6） 6 ．3 1．5 （54．4 ） 安 山岩 全側面 を使用。 覆土中層 全 面被熱

所見　土器の最終的な廃棄の時期は，出土土器から後期前葉（堀之内1式期）と考えられる。

第23号土坑（第38図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3f3区に位置している。

規模と形状　平面形は長径1．4m，短径1．2mほどの楕円形で，深さは35cmほどである。底面ははぼ平坦で，壁

は概ね内懐して立ち上がり，フラスコ状土坑の下位にあたると考えられる。

覆土　6層に分層される。全体的にやや締まりのある土層であり，レンズ状の堆積状況を示していることから

自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
2　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック少量，炭化物微量

4　暗褐色　ロームブロック少量，炭化物微量

5　褐　　色　ロームブロック中量
6　暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

遺物出土状況　縄文土器片16点が出土している。67を含めて，土器は中央部の覆土中層～底面に集中している。
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67　　　　旦

山
0　　　　　　　　　　　　　　2m

第38図　第23号土坑・出土遣物実測図

第23号土坑出土遺物観察表（第38図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼 成 色　 調 出土位 置 備　　 考

67 縄文 土器 浅 鉢 ［32 ．3］ 8．8 ［10．0］ 無 文。 長 石 ・石英 ・雲母 普 通 にぷい橙 覆土 中層

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ～Ⅳ式期）と考えられる。

第27号土坑（第39・40図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3gl区に位置している。

第39回　第27号土坑・出土遺物実測図
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顧問‾‾；）

TP162

0 10cm

第40図　第27号土坑出土遺物実測図

重複関係　第26号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　平面形は長径1．8m，短径1．6mはどの楕円形で，深さは58cmほどである。底部はほぼ平坦で，壁

は一部底面から確認面まで外傾して立ち上がっているが，概ね底部から括れ部にかけて内債して立ち上がり，

上位は外債して立ち上がっている。また，底面から括れ部までの高さは24～30cmほどである。フラスコ状土坑

の中～下位にあたると考えられる。

覆土　8層に分層される。第5・7・8層はロームブロックを含む壁の崩落層である。また，第6層は固く締

まった土層であることから，開口部から流入した土砂が踏み固められたものと考えられる。全体にロームブロ

ックが見られるものの堆積状況に大きな乱れが見られないことから自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量
3　黒褐色　ロームブロック微量

4　黒褐色　ロームブロック・炭化物微量

5　暗褐色　ロームブロック少量
6　暗褐色　ローム粒子少量

7　暗褐色　ロームブロック少量
8　暗褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片44点，不明石器1点が出土している。出土遺物が少ないため分布の傾向はつかみ難

い。68・69は底面からやや浮いた状況で出土しており，時期判断の指標となる土器である。また，TP162は覆

土中層からの出土である。

所見　時期は，底面からやや浮いた状況で出土している68・69から中期後薬（加曽利EI式期）と考えられる。

第27号土坑出土遺物観察表（第39・40図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位 置 備　　 考

68 縄文 土器 深 鉢 ［29．6］ （16．5）

沈線 を有す る隆 帯に よ り把 手 を作 出。口辺 部

文様帯 は 2 条一組 の沈線 文や渦巻 文。地文 は

R L の単 節縄文。

長石 ・石英 ・雲母 普通 灰褐 底　 面

69 縄文土 器 深 鉢 ［20．2］ （8．6） －

口辺部 は隆帯に よる渦巻文。胴 部 は 2 粂一 組

の沈線が垂 下。地文は R L の単節縄 文。

長石 ・石英 ・雲母 ・

赤 色粒子
普 通 にぷい褐 底　 面 炭化 物付着

T P 70 縄 文土器 深 鉢 － （4．4） －

隆帯 と沈線 に より文様 描出。地 文は R L の単

節縄 文。
長石 ・石英 ・雲母 普 通 灰褐 覆　 土

T P 7 1 縄 文土器 深 鉢 － （7．9）
2 条一組の横 位の結節沈 線文。地 文は R L の

単節縄 文。
長石 ・雲母 普通 黒褐 覆　 土

T P 16 1 縄文 土器 深 鉢 （3．8） － 口唇部肥 厚。無文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷ い褐 覆　 土

T P 162 縄文土 器 深 鉢 － （8．9） －

隆帯 区画に よる口辺部文様 帯。区画 内は沈 線

によ り渦巻 文な どを描出。
長石 ・石 英 ・雲 母 普通 明赤褐 覆土 中層
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第28号土坑（第4「42図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3gl区に位置している。

重複関係　第18号ピットと重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形が径2．1mはどの円形を皇するフラスコ状土坑である。底面はほぼ平坦で，平面

形は径2．3mはどの円形である。深さは125C皿ほどで，壁は下位から括れ部にかけて内懐して立ち上がり，上位

は緩やかな傾斜をもって皿状に立ち上がっている。また，底面から括れ部までの高さは85C皿ほどである。

覆土　土層観察ができなかったため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　縄文土器片106点，石皿1点，磨石1点が出土している。72は覆土下層から破断した状況で横

位で出土し，74・75は覆土下層から出土している。また，73は底面からやや浮いた状況で出土している。Q31・

Q32は覆土中からの出土である。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

第41回　第28号土坑・出土遺物実測図

45・－
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第42図　第28号土坑出土遺物実測図

第28号土坑出土遺物観察表（第41・42図）

⊂＝：＞。。2

0　　　　　　　　　　　10cm

番 号 種　別 器種 口径 器高 底径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

72 縄文土器 探鉢 20．6 28．9 10．9
口辺部から胴部下端にかけて縄文を有する隆

帯が垂下。地文はL R の単節縄文。
長石・石英・雲母 普通 にぷい褐 覆土下層 PL31

73 縄文土器 深 鉢 10．5 14．1 8．6 無文。
長石・石英・雲母・

赤色粒子
普通 にぷい橙 底　 面

PL31 煤付着

底部網代痕

74 縄文土器 深鉢 ［24．4］ （7．3）

口唇部下端に隆帯が巡り，口辺部は刻みを有

するⅤ字状隆帯文の基部から隆帯が曲線的に

垂下。

長石・石英・雲母 普通 にぷい赤褐 覆土下層

75 縄文土器 深鉢 － （7．5） －

口唇部下端に隆帯が巡り。口辺部は指頭庄痕

を有する病状突起を貼付。
長石・石英・雲母 普通 にぷい橙 覆土下層

76 縄文土器 深鉢 ［40．0］ （14．4） － 無丸　　　　　　　　　　 ［長石・雲母 普通 にぷい橙 覆土上層

一一　亜－



番 号 器　 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考
長 さ 幅 厚 さ 重　 量

Q 31 石　 皿 （21．3） （12．2） （5．8） （887．2） 安山岩 中心部に向かって大きく窪む。表面9 孔。 覆　　 土

Q 32 磨　 石 6．9 （5．9） 1．3 （682） 安山岩 全側面を使用。 覆　　 土 全面被熱

第29号土坑（第43図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3e2区に位置している。

重複関係　第30号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　開口部の平面形が径1．4mはどの円形を呈するフラスコ状土坑である。底面はほぼ平坦で，平面

形は径1．5mはどの円形である。深さは54cmほどで，壁は内儀して立ち上がっている。

覆土　6層に分層される。黒褐色を基調とするやや締まりのある土層である。第6層はロームブロックを多く

含む壁の崩落層で，第5層は自然堆積層と考えられる。また，第1～4層は不規則な堆積状況を示しているこ

とから人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック微量

3　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

4　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量
5　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
6　褐　　色　ロームブロック中量，廃土粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片88点が出土している。遺物は覆土中に散在する状況で出土している。抽出・図示し

た土器は，すべて第1層から出土しており，一括して廃棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。

第43図　第29号土坑・出土遺物実測図

第29号土坑出土遺物観察表（第43図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼 成 色　 調 出土位 置 備　　 考

77 縄文土 器
l

深 鉢 － （7．0 ） 9．7
R L の単 節縄文 を地文 とし，平 行沈線 に よる

懸垂 文 を施 文。
長 石 ・石英 ・雲母 普 通 にぷい橙 覆土上層

煤 付着 ，底 部

網代 痕

47－



番 号 種　別 器種 口径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

TP72 縄文土器 深 鉢 － （7．6） －

口唇部にR Lの単節縄文を施文し，結節沈線

を配する。
長石・石英・雲母 普通 灰褐 覆土上層

TP73 縄文土器 探 鉢・ －
（6．2） －

沈線区画による口辺部文様帯。地文はL R の

単節縄文。
長石 ・石英・雲母 普通 明赤褐 覆土上層

TP74 縄文土器 深 鉢 － （9．9） －
R L の単節縄文を縦方向に施文。 長石 ・石英・雲母 普通 にぷい赤褐 覆土上層

第34号土坑（第44・45図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3f5区に位置している。

重複関係　第35号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　開口部の一部が崩落したため現状では不整円形を皇しているが，平面形が径1・7mはどの円形を

呈するフラスコ状土坑であったと想定される。底面はほぼ平坦で，平面形は径1・8mはどの円形である。深さ

は65。mほどで，壁は下位から括れ部にかけてわずかに内傾して立ち上がり，上位はほぼ直立している。また，

括れ部までの深さは30～40cmほどである。

覆土　5層に分層される。全体にやや締まりのある土層で，第4・5層は土坑廃絶後南側からの土砂流入によ

る自然堆積と考えられる。第1～3層は大形の破片がまとまって出土していることから，土器の廃棄に伴う人

為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ロームブロック中量
2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量

4　黒褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
5　暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量

遺物出土状況　縄文土器片83点が出土している。大形の破片は覆土上～中層から出土しており，第4層埋没後

に一括して廃棄されたものと考えられる。78は逆位で覆土上層，TP75・TP163・TP164は覆土中層，79は底

面からそれぞれ出土している。また，80は覆土中からの出土である。

所見　出土土器が土坑が埋没する過程で廃棄されたものと考えられるため時期判断は難しいが，土器の廃棄時

期は中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　2m－　　　　　〕

第44図　第34号土坑・出土遺物実測図
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第45図　第34号土坑出土遺物実測図

第34号土坑出土遺物観察表（第44・45図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼 成 色　 調 出土位置 備　　 考

78 縄文 土器 浅 鉢 58 ．7 （20．9） － 無 文。 長石 ・石英 ・雲母 普 通 にぷい赤褐 覆土上層
P L 31 券 面 研

磨

79 縄文 土器 浅 鉢 ［34 ．8 ］ （8 ．4 ） 無 文。
長石 ・石英 ・雲母 ・

赤 色粒子
普 通 にぷい橙 底　　 面 券 面研磨

80 縄文 土器 深 ‾鉢
－ （7 ．2） －

隆帯 区画 による口辺部 文様帯 に結節 沈線 と沈

線 が沿 う。区 画内に はR L の単 節縄文 を施文。
長石 ・石英 ・雲母 普 通 明赤褐 覆　　 土

T P 75 縄文 土器 深 鉢 － （6 ，2） 横 位の波状沈 線文。 長石 ・石 英 ・雲母 普 通 褐灰 覆土中層

T P 163 縄文 土器 深 鉢 （9 ．3） －

隆帯 区画 による胴部文様 帯 に結 節沈線が沿 う。

区画内 には横 位の波状 沈線 文を施文 。
長石 ・石 英 ・雲母 普 通 褐 灰 覆土中層

T P 164 と 同一

個 体

T P 164 縄 文土器 探 鉢 － （10．9 ） －

結節沈線 が沿 う隆帯が波状 に垂下 。横位 の波

状 沈線文 を地文。
長石 ・石 英 ・雲母 普 通 にぷい橙 覆土中 層

T P 163 と 同一

個 体

第37号土坑（第46・47図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3e6区に位置している。

重複関係　第184号ピットと重複するが，新旧関係は不明である。

規模と形状　平面形は径1．1mはどの円形で，深さは75cmほどである。底面は平坦で，壁がほぼ直立する円筒

状の土坑である。

覆土　6層に分層される。黒褐色を基調とするやや締まりのある土層で，規則的な堆積状況を示してはいるが，

覆土全体にロームブロック及び炭化物・焼土が含まれており，上層と中層の土器片が接合していることなどか

ら土器廃棄にともなう人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ロームプロ、ソク・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　4　黒褐色　ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量　　　　5　褐　色　ロームブロック中量
3　黒褐色　ロームプロ、ソク少量，焼土粒子・炭化物微量　　　　　6　暗褐色　ロームブロック少量・炭化粒子㍗占土ブロック微量

遺物出土状況　縄文土器片27点が出土している。83は，南壁際の覆土上～中層にかけて廃棄されたような状況

で折り重なって出土した破片が接合したものである。84は覆土中層，85・86は覆土中からの出土である。

所見　時期は，出土土器から後期前葉（称名寺2～堀之内1式期）と考えられる。
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第46図　第37号土坑・出土遺物実測図
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第47回　第37号土坑出土遺物実測図

第37号土坑出土遺物観察表（第46・47国）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土 位置 備　　 考

83 縄 文土器 深 鉢 35．5 （躯 ．8 ）

口辺部 は横走す る平行沈線 文間 に刻 み を施 し，

波頂部 は環状の 隆帯文で加飾。胴部上位 に横位の

平行沈 線で文 様帯 を区画 し， R L の単節縄 文 を

地文 と して，平行 沈線 による J 字状 文 ・斜 行 文

の端部 や交点 にボ タン状貼 付文。胴 部下半無文。

長 石 ・石英 普通
にぷ い褐

にぷ い橙

覆土 上～

中層
PL 32

84 縄 文土器 深 鉢 ［182 ］ （14 ．6 ）

隆帯 区画 による口辺部 文様帯 に沈線が 沿 う。 披

頂部 に環 状の隆帯 文や ボ タン状貼付 文 を付 す。

胴部 は L R の単節縄文 を地文 と し，沈線 に よる

J 字状 文 ・スペ ー ド状文 ・波状文 を施文 。

長 石 ・石 英 普通 灰褐 覆 土中層 P L46

85 縄 文土器 深 鉢 － （5．6）
隆帯 に より円柱 状の把 手 を作 出。口唇部 には沈

線 を施 す。
長 石 ・雲 母 普通 灰褐 覆　　 土

86 縄 文土器 探 鉢 （7．3） －

波頂 部に隆帯 と沈線 による C 字 状文 を配 し， 端

部に ボ タン状貼付 文。地文 は L R の単節縄 文。
長 石 ・石 英 普通 灰褐 覆　　 土

第39号土坑（第48図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3e6区に位置している。

重複関係　第38号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　南東側の約半分が調査区外に及ぶため全容は不明であるが，開口部の平面形が径1．5mはどの円

形を呈するフラスコ状土坑と推定される。底面はほば平坦で，平面形は径1．6mはどの円形と推定される。深

さは64cmほどで，壁は下位から括れ部にかけて内傾して立ち上がり，上位は外債して立ち上がっている。また，

底面から括れ部までの高さは40cmほどである。

覆土　7層に分層される。第7層は，ロームブロックを多量に含む壁の崩落層と考えられる。第2～6層はロー

ムブロックを含み，不規則な堆積状況を示していることから人為堆積と考えられる。また第1層は，第2層以

下が埋め戻された後に自然堆積した流入土と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，炭化物微量

3　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量
4　黒褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物微量

5　暗褐色　ローム粒子少量，炭化物微量，粘土ブロック微量
6　黒褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
7　褐　　色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片32点が出土している。土器片は覆土上～下層にかけて散在して出土しており，平面

的な位置には特異な傾向は認められない。なお，抽出・図示した土器はいずれも覆土中から出土している。

所見　埋没した最終時期は，出土土器から後期前葉（称名寺2～堀之内1式期）と考えられる。
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第48回　第39号土坑・出土遺物実測図

第39号土坑出土遺物観察表（第48図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土 位置 備　　 考

T P 76 縄文 土器 深 鉢
l

（4．7 ） －

口唇部無 文帯 に沈線文 を施文。 L R の単節 縄

文 を施文。

長石 ・雲 母 ・赤 色

粒 子
普通 にぷ い褐 覆　　 土

T P 77 縄文土 器 深 鉢 － （6．4）
口辺部 に刺 突文 を配 し，胴上 部は洗練 区画 文

内 にR L の 単節縄文 を施文。
長 石 ・石英 普 通 にぷい黄 褐 覆　　 土

T P 78 縄 文土器 探 鉢 （5．2） － 沈線 に よる斜 格子文。 長石 ・石英 普 通 褐灰 覆　　 土

第40号土坑（第49・50図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3e6区に位置している。

規模と形状　開口部の平面形が長径1．1m，短径0．9mはどの楕円形を呈するフラスコ状土坑である。底面は緩

やかな皿状を皇し，平面形は長径1．9m，短径1．7mほどの楕円形である。深さは130cmほどで，壁は下位から

括れ部にかけて内偵して立ち上がり，上位ははば外債して立ち上がっていたと推定される。また，底面から括

れ部までの高さは70cmほどである。

覆土　5層に分層される。断ち割りの際に崩落したため，上層の堆積状況は不明であるが，観察できた部分は

規則的な堆積状況を示していることから，自然堆積と考えられる。また，第4層は粘土粒子・砂粒を含む固く

締まった層であり，開口部から流入した土砂が踏み固められたものと考えられる。

土層解説

1　暗褐色　ロームブロック中量
2　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

3　極暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
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第49図　第40号土坑実測図

4　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼
土ブロック微量

5　極暗褐色　ロームブロック・粘土ブロック・砂粒少量

旦38．0m
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遺物出土状況縄文土器片154点，磨製石斧2点，磨石1点が出土している0遺物は覆土中に散在する状況で

出土しており，平面的な位置に特異な傾向は認められなかった087・88，Q33は覆土下層から出土しており，

時期判断の指標となる土器である。Q34・Q35は覆土からの出土である0

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅱ～Ⅲ式期）と考えられる0

C：⊃　　　034 ⊂＝＞Q35

第50図　第40号土坑出土遺物実測図

第40号土坑出土遺物観察表（第50図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼 成 色　 調 出土位 置 借． 考

8 7 縄文土 器 探 鉢 14．4 19．0 ［6．4］ 無文。 長石 ・石英 ・雲 母 普通 にぷ い橙 覆土 下層 P L 3 1

88 縄文 土器 探 鉢 － （8．3） －

口唇 部は刻 みを有す る隆帯 によ り文様 を描 出

し，胴 部に爪形 文 を施文 。
長石 ・雲母 普通 にぷ い橙 覆 土下層

番 号 器 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　 徴 出土 位置 備　　　　 考

P L 48 基部欠損，被 熟痕

長 さ 幅 厚 さ 重　 量

Q 33 磨 製石斧

磨 製石斧

磨　　 石

（13 ．5）

6．6

5．1

5．1 3ユ （257．5 ） 緑色凝 灰岩 定 角式。 覆 土下層

Q 34

Q 35

22 1．0 20 ．6 緑色 凝灰岩 側 面に剥離痕 。 覆　　 土 PL 48

5．0 2．0 68．6 安 山岩 全 側面 を使 用。 覆　　 土 PL 50

第41号土坑（第51図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3d7区に位置している0

規模と形状　平面形は径1．2mはどの円形で，深さは75cmほどである0底面は平坦で，壁は中位まで内債し・

上位は緩やかな傾斜をもって立ち上がっている。

覆土　5層に分層される。黒褐色を基調としたやや締まりのある土層であり，レンズ状の堆積状況を示してい

ることから自然堆積と考えられる。
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土層解説

1黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック少量，炭化物微量

4　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
5　褐　　色　ロームブロック中量，炭化物微量

遺物出土状況　縄文土器片135点が出土している。土器の多くが覆土中層から出土しており，第3層堆積後に

流れ込んだものと考えられる。抽出・図示した土器はいずれも第2層にあたる覆土中層から出土している。

所見　出土土器が流れ込んだものと考えられるため，出土土器から時期は明確にはできないが，第2層の堆積

時期は，後期初頭（称名寺1式期）と考えられる。

旦38．Om A

第51図　第41号土坑・出土遣物実測図

第41号土坑出土遺物観察表（第51図）

B TP83TP81TP16589TP80B’

一二一‾
0　　　　　　　　　　　　　2m

番 号 種　別 器種 口径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 士 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

89 縄文土器 探 鉢 （6．5）
隆帯区画による口辺部文様帯に2 条の沈線が

沿う。地文はL R の単節縄文。
長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい橙 覆土中層

T P79 縄文土器 探 鉢 （3．4） 沈線による区画文内にR L の単節縄文を充填。長石 普通 にぷい橙 覆土中層

TP80 縄文土器 探 鉢 （5．7）
口辺部は無文帯下に隆帯が巡る。胴部は櫛歯

状工具による斜行条線文。

長石・石英・雲母・

赤色粒子
普通 にぷい橙 覆土中層

T P81 縄文土器 探 鉢

l

（8．7） －
口辺部は横位の隆帯区画文内に隆帯が垂下。

胴部は2条沈線による縦位の波状文。 長石・石英 ・雲母 普通 にぷい赤褐 覆土中層

T P82 縄文土器 深 鉢 － （5．8） － 沈線区画内にL R の単節縄文を充填。
l
長石 ・石英 普通 にぷい橙 覆土中層

TP83 縄文土器 深 鉢 － （5．7） － 沈線区画内にL R の単節縄文を充填。 長石 ・石英 普通 橙 覆土中層

T P84 縄文土器 深 鉢 － （7．4） － 沈線による曲線意匠。 長石・石英・雲母 普通 灰褐 覆土中層

TP165 縄文土器 探 鉢 （6．5）

波頂部から口綾部にかけては沈線を有する隆

帯で連結した円形貼付文。L R の単節縄文を

地文とし，沈線文を施文。

長石・石英・雲母・

赤色粒子
普通 にぷい褐 覆土中層
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第42号土坑（第52図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3d7区に位置している。

規模と形状　平面形は長径1．2mはどの円形で，深さは93cmほどである。底面はほぼ平坦で，壁がほぼ直立す

る円筒状の土坑である。

覆土　8層に分層される。全体的にやや締まりのある土層である。レンズ状の堆積状況を示しているが，特に

中層以下にロームブロックが多く含まれ　上層と下層の土器の間に時期差が認められないことなどから人為堆

積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック・炭化物微量

3　暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
4　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物微量

5　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

6　暗褐色　ロームブロック少量
7　黒褐色　ロームブロック中量
8　暗褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片94点，剥片1点が出土している。ほとんどの土器が細片で，覆土上～下層にかけて

散在する状況で出土している。91，TP85は覆土上層，TP86～TP88は覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から後期初頭（称名寺1～2式期）と考えられる。

二二二l
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第52図　第42号土坑・出土遺物実測図

第42号土坑出土遺物観察表（第52園）

竃孟芸蒜迩
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番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼 成 色　 調 出 土 位 置 備　　 考

9 1 縄 文 土 器 深 鉢 － （9 ．6 ） －

沈 線 に よ る 区 画 文 。 区 画 内 に は L R の 単 節 縄

文 を 縦 方 向 に 施 文 。
長 石 ・石 英 普 通 に ぷ い 橙 覆 土 上 層

T P 8 5 縄 文 土 器 探 鉢 － （5 ．1 ） － 口 辺 部 に 横 位 の 沈 線 区 画 文 を 配 す る 。 長 石 ・石 英 普 通 に ぷ い 赤 褐 覆 土 上 層

T P 8 6 縄 文 土 器 探 鉢 － （4 ．7 ）
沈 線 に よ る 区 画 文 。 区 画 内 に は 柿 歯 状 文 を 充

填 。
長 石 ・石 英 普 通 に ぷ い 褐 覆 土 下 層

T P 8 7 縄 文 土 器 深 鉢 － （5 ．1 ） －

縦 位 の 沈 線 区 画 文 。 区 画 内 に は 櫛 歯 状 文 を 充

填 。
長 石 ・雲 母 普 通 橙 覆 土 下 層

T P 8 8 縄 文 土 器 探 鉢 － （7．0 ） － 胴 部 は 曲 線 的 な 沈 線 区 画 文 。
長 石 ・石 英 ・赤 色

粒 子
普 通 灰 黄 褐 覆 土 下 層

第44号土坑（第53図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3d5区に位置している。

一一55－



重複関係　第43号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　平面形は長径1．6m，短径1．3mはどの楕円形で，深さは73cmほどである。底面はほぼ平坦で，壁

は東西壁がわずかに内懐して立ち上がり，その他の壁が外傾ないしは直立する円筒状の土坑である。

覆土　8層に分層される。黒褐色を基調としたやや締まりのある土層である。全体的にロームブロックを多く

含み，焼土ブロックが見られることや不規則な堆積状況を示していることなどから人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量　　　　　　5　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
2　黒褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック少量　　　　　　　6　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量　　　　　7　黒褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物微量
4　黒褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化物微量　　8　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物微量

遺物出土状況　縄文土器片94点が出土している。ほとんどの土器が細片で，覆土中に散在する状況で出土して

いる。92，TP90は覆土上～中層，TP91は覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から後期前葉（称名寺2～堀之内1式期）と考えられる。

旦38．0m1　2　5K A’　B

第53図　第44号土坑・出土遺物実測図

第44号土坑出土遺物観察表（第53図）

！
半

0　　　　　　　　　　　　　　2m

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

92 縄文土器 探 鉢 － （7．9） －

口辺部無文帯の下端を隆帯で区画する。胴部

は縦位の櫛歯状文。
長石 ・石英 普通 にぷい褐

覆土上～

中層

T P90 縄文土器 深 鉢 （17．6）

3 ～ 4 条の沈線によるⅩ字状文 ・J 字状文で

区画し，沈線の交点にボタン状貼付文を付す。

L R の単節縄文を充填。

長石 ・石英 ・赤色

粒子
普通 にぷい褐

覆土上～

中層

T Iミ91 縄文土器 深 鉢 － （3．7） － 沈線区画文。沈線上にボタン状貼付文を付す。長石 ・石英 普通 褐灰 覆土下層

第47号土坑（第54図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3C5区に位置している。

重複関係　第46号土坑を掘り込み，第56号ピットに掘り込まれている。第55号ピットと重複しているが新旧関

－56－
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係は不明である。

規模と形状　平面形が長径1．8m，短径1．3mはどの楕円形である。深さは42cmほどで，底面は皿状に浅くくぼ

んでいる。

覆土　2層に分層される。層厚が42cmほどと薄いため，堆積状況の詳細は不明である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 2　暗褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片43点，磨石1点が出土している。南東壁際の覆土上層から出土した93を除いて，ほ

とんどの遺物が中央部の覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器からから後期前葉（称名寺2式期）と考えられる。

第47号土坑出土遺物観察表（第54図）

番 号 種　 別 ．器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 ． 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

93 縄文土器 探 鉢 － （30．9） ［9．8］ 沈線による斜格子文。胴部下端無文。 長石 ・石英 普通 にぷい橙 覆土上層

TP92 縄文土器 探 鉢 － （8．0） －
沈線及び円形刺突文を有する隆帯を貼付。胴

部は半裁竹管による斜行条線文。
長石 ・石英 普通 に率い赤褐 覆土中層

TP93 縄文土器 深 鉢 － （10．1） － 沈線による斜格子文。
長石 ・石英 ・赤色

粒子
普通 にぷい橙 覆土中層

TP94 縄文土器 探 鉢 － （5．5） － 櫛歯状工具による斜行櫛歯状文。 長石 ・赤色粒子 普通 にぷい褐 覆土中層

番 号 器 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考
長 さ 幅 厚 ．さ 重　 量

Q 37 磨　 石 （7．0） 9．0 （5．4） （309．5） 安山岩 全側面を使用。 覆土中層

第49号土坑（第55・56図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3C8区に位置している。

規模と形状　開口部の平面形が径0．8mはどの円形を呈するフラスコ状土坑である。底面の平面形は径1．6mは

どの円形で，最高径の位置まで緩やかな傾斜をもって立ち上がっている。深さは114cmほどで，壁は下位から

括れ部にかけて内傾して立ち上がり，上位はほぼ直立している。また，底面から括れ部までの高さは67cmほど

である。

覆土　9層に分層される。全体的にロームブロック・焼土ブロック・炭化物を含む締まりのある土層である。

堆積状況に乱れがみられることやブロック状に含有物が認められることなどから人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック・炭化物・粘土ブロック微量

2　暗褐色　粘土ブロック中量，ロームブロック・炭化物・焼土粒
子微量

3　暗褐色　ロームブロック中量，炭化物少量，粘土ブロック微量
4　黒褐色　炭化物少量，ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブ

ロック微量

5　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土粒子微
量

6　黒褐色　ロームブロック・炭化物少量
7　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
8　極暗褐色　ローム中ブロック・焼土ブロック少量

9　暗褐色　ローム小プロ、リグ・焼土ブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片31点が出土している。94や95などの大形の破片は，覆土中～下層に集中している。

これらの土器は平面的な散らばりをもって出土していることから，覆土中層から出土しているQ38を含めて土

坑廃絶時に廃棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器からから中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。
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第56図　第49号土坑出土遺物実測図

第49号土坑出土遺物観察表（第55・56図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 級 胎　　 土 焼 成 色　 調 出土位置 備　　 考

94 縄 文土器 浅 鉢 34．4 14．4 9．4 口唇部肥厚 。無文。
長石 ・石英 ・雲母 ・

赤 色粒子
普通 橙

覆土 中～

下層

PL 33 器 面研

磨，底部網代痕

95 縄 文土器 探 鉢 （16．5 ） － 無 文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷ い橙
覆土 中～

下層

T P 95 縄文 土器 深 鉢 － （8．1） － 口唇 部下端 に隆帯が巡 り，無文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい橙 覆　　 土

T P 96 縄文土 器 探 鉢 － （8．3 ）
楕 円形の隆帯 区画 による口辺部 文様帯。地 文

は R L の単節縄 文。
長石 ・石英 ・雲 母 普通 明赤褐 覆　　 土

番 号 器　 種
計　　 測　　 値 巨 質

特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考
長 さ 幅 厚 さ 重　 量

Q 38 石　 皿 （15．6） （15．8） （6．6） （1380．7） 花崗岩 表面28孔，裏面32孔。 覆土中層 PL52

第51号土坑（第57図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3f5区に位置している。

重複関係　第52号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　平面形は径1．3mほどの円形で，深さは78cmほどである。底面は平坦で，壁が外債して立ち上が

る円筒状の土坑である。

覆土　5層に分層される。黒褐色を基調とするやや締まりのある土層であり，堆積状況に大きな乱れがみられ

ないことから自然堆積と考えられる。
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土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子少量
5　暗褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片42点が出土している。抽出・図示したものを含めてほとんどの土器が覆土上層から

出土している。

所見　本跡が自然に埋没しかけた時点で，土器が廃棄もしくは流入したと考えられるため，出土土器から時期

は明確ではないが，覆土上層の堆積時期は後期前葉と考えられる。

A′　　　　　　B

ヽしノ
0　　　　　　　　　　　　　　2rn

第57図　第51号土坑・出土遺物実測図

第51号土坑出土遺物観察表（第57図）

且。99

β
TP103

が
TP104

10cm

番 号 種　別 器種 口径 器高 底径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

96 縄文土器 深鉢 － （13．5） 9．2 胴部下端無文。 長石・石英・雲母 普通 橙 覆土上層

TP98 縄文土器 深鉢 （4．5） －

口唇郎下端に隆帯が巡る。口辺部は沈線によ

る区画文。
長石・石英 普通 灰褐 覆土上層

TP99と同一

個体

TP99 縄文土器 深鉢 － （4．3） 沈線により文様描出。 長石・石英 普通 灰褐 覆土上層
TP98と同一

個体

TPlO2 縄文土器 探鉢 （9．3） 洗練による区画文内に列点文を充填。
長石・石英・赤色

粒子
普通 にぷい橙 覆土上層

TPlO3 縄文土器 深 鉢 － （3．8） － 沈線による斜格子文。 長石・石英・雲母 普通 にぷい橙 覆土上層

TPlO4 縄文土器 深 鉢 － （5．2） 櫛歯状工具による縦位の波状櫛歯状文。 長石・石英・雲母 普通 にぷい橙 覆土上層
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第52号土坑（第58図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3f5区に位置している。

重複関係　第51号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　平面形は径0・7mほどの円形で，深さは40C皿ほどである。底面は平坦で，壁が直立ないしは外傾

して立ち上がる円筒状の土坑である。

覆土　3層に分層される。黒褐色を基調とするやや締まりのある土層であり，レンズ状の堆積状況を示してい

ることから自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片2点のみが出土している。97・98はいずれも覆土上層の第1層から出土している。

所見　第1層の堆積時期は，出土土器から後期前葉（称名寺2～堀之内1式期）と考えられる。

∵J
0　　　　　　　　　　　2m

第58回　第52号土坑・出土遺物実測図

第52号土坑出土遺物観察表（第58図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼 成 色　 調 出土位 置 備　　 考

97 縄 文土器 竺E － （13．8 ） －

隆帯 に よる橋状 把手 を作 出 し，胴 部は沈棟 区

画文内 に L R L の複節縄文 を施文。

長石 ・石英 ・赤 色

「粒子
普 通 にぷ い黄褐 覆土上層 P L4 6

98 縄文 土器 深 鉢 （8．2 ） －

波 頂部 に円形刺突 文を有す る隆帯 を貼 付 し，

口辺 部 は沈線 区画 文。
長石 ・石英 普通 灰褐 覆土 上層

第53号土坑（第59・60図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3C6区に位置している。

規模と形状　平面形は径1．6mほどの円形で，深さは65C皿ほどである。底面ははぼ平坦で，壁がはぼ直立して

いる円筒状の土坑である。

覆土10層に分層される。黒褐色を基調としたやや締まりのある土層であり，第9層は壁の崩落層でロームブ

ロックを多く含んでいる。堆積状況に一部乱れが見られ全体的に焼土や炭化物，ロームがブロック状に混入

一一162l一一1
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Q39

第60図　第53号土坑出土遺物実測図

していることなどから人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
4　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
5　黒褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物微量

6　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
7　黒褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
8　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
9　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

10　暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片116点，敲石1点が出土している。復元・図示できた土器は3点で，いずれも底面

中央部から5～10C皿はど浮いて出土しており，廃絶時もしくは廃絶直後に廃棄されたものと考えられる。Q39
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も図示した土器と同レベルからの出土である。

所見　時期は，出土土器から後期前葉（称名寺2～堀之内1式期）と考えられる。

第53号土坑出土遺物観察表（第59・60図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

99 縄 文土器 深 鉢 2 4ユ 27．5 7．6

口唇部 下端に は沈線 と刻 みを有す る隆帯が 巡

り，胴上 部は沈線 で区画 され，区画内 は R L

の単節 縄文 を地文 とし，沈 線 と円形 貼付文 に

よ り文様 描出。

長石 ・雲母 ・赤色

粒子
普通

l

にぷ い橙 底　　 面 P L3 2

100 縄 文土器 深 鉢 －
（41．4） 9．4

沈線 に よる曲線的 な区画文を配 し，区画内 に

は列点 文を充填。
長石 ・石 英 ・雲母 普通 にぷ い赤褐 底　　 面 P L3 2

10 1 縄 文土器 甘 18．3 （29．5）

口辺 部は 2本 の隆帯 で区画 し，隆帯 間 を沈 線

を有す る隆帯 に よる棒状 把手 を貼 付。胴上 部

は沈線 に よ りⅩ字状文 を描出 し，把 手基部 か

ら隆帯 に よる 8 の字状文 が垂下す る。

長石 ・石英 普通 にぷ い橙 底　　 面 P L3 2

番 号 器　 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土 位置 備　　　　 考

長 さ 帽 厚 さ 重　 量

Q 39 敲　 石 8．9 3．8 2．1 109．6 安 山岩 一 端 を使用 。 底　　 面

第54号土坑（第61図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3d7区に位置している。

規模と形状　平面形は長径1．4m，短径1．2mはどの楕円形で，深さは65cmほどである。底面はほぼ平坦で，壁

がほぼ直立する円筒状の土坑である。

覆土　4層に分層される。全体的にやや締まりのある土層であり，第2層には多量のロームブロックが含まれ

ていることや覆土上層から出土している土器と底面からやや浮いた状況で出土している土器との間に時期差が

認められないことなどから人為堆積と考えられる。

TP106　TP107

●t思‾

0　　　　　　　　　　　　2m

第61回　第54号土坑・出土遺物実測図
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土層解説
1　黒褐色　ロームブロック・炭化物微量

2　褐　　色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック少量，炭化物微量
4　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片98点，磨石1点が出土している。土器片は細片が多く，壁際の覆土中層から出土している傾

向が認められる。TPlO6・TP107は底面からやや浮いた状況で出土しており，時期判断の指標となる遺物である。

所見　時期は，出土土器から後期前葉と考えられる。

第54号土坑出土遺物観察表（第61図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼 成 色　 調 出土位置 備　　 考

T P lO6 縄 文土器 探 鉢 － （7．3） －
沈線 区画文内 に櫛歯状工 具 による櫛歯状 文 を

充填。
長石 ・石英 ・雲母 普通 灰 自 覆土下層

T P lO7 縄 文土器 深 鉢 － （22．6） R L の単 節縄文 を横方向 に施文。 長石 ・石英 普通 にぷ い橙 覆土下層

第55号土坑（第62・63図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3d7区に位置している。

重複関係　第56号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　平面形は長径1．0m，短径0．9mほどの楕円形で，深さは53cmほどである。底面はほぼ平坦で，壁

ははぼ直立する円筒状の土坑である。

覆土　4層に分層される。全体的にやや締まりのある土層で，堆積状況に乱れが見られないことから自然堆積

と考えられる。なお，第4層はブロック状にロームを含んでいることから壁の崩落層と考えられる。

土層解説

1黒　　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量　　　　　　　3　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，廃土ブロック・炭化物微量　　　　　4　暗褐色　ロームブロック中量，炭化物微量

遺物出土状況　縄文土器片351点，磨製石斧1点，磨石2点，剥片1点が出土している。遺物は覆土中に散在

する状況で出土しており，平面的な位置には特異な傾向は認められない。102は覆土下層から廃棄されたよう

第62図　第55号土坑・出土遣物実測図
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第63図　第55号土坑出土遺物実測図

0　　　　　　　　　10qm

l　　　；　　　：

な状況で逆斜位で出土している。また，TPlO8・TPl10・TP112は覆土下層，Q41は覆土中層，TPlO9・TP

lllは覆土中からそれぞれ出土している。

所見　廃棄されたと考えられる覆土中層から出土した102と覆土下層から出土したTPlO8・TPllO・TPl12と

の問に明確な時期差が認められないことなどから，覆土が短期間に埋没したものと考えられる。時期は，出土

土器から後期前葉（称名寺2～堀之内1式期）と考えられる。

67－



第55号土坑出土遣物観察表（第62・63図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

102 縄文 土器 探 鉢 36．4 63．8 11．0

口唇部 は沈線 を有する隆帯 に よる円形文や C

字状文 を貼付。胴 上位は刻 みを有す る隆帯 と

沈線 による 区画文を配 し，区画内 には刻み を

有す る隆帯 と沈 線に よる J 字状文 を地文。 胴

部 は L R の単節縄 文，異条縄文。

長石 ・石 英 ・雲 母 普通 橙 覆 土下層 P L 33

T P lO8 縄文土 器 探 鉢 （5．9 ） － 沈線 区画文 内に列点 文を充填。 長 石 ・石英 普通 明赤褐 覆土 下層

T P lO9 縄文土器 探 鉢 （6．5）

波頂 部は 円形刺突文 及び沈線 を有す る隆帯 に

よる C 字状 貼付文。 口辺部は沈線 区画文 内 に

R L の単節縄 文 を充填 。

長石 ・雲母 ・赤色

粒子
普 通 灰 褐 覆　　 土

T P llO 縄 文土器 探 鉢 － （5．1） －

刻 みを有す る隆帯が 垂下 し，沈線 に より文 様

描出。
長石 ・雲母 普通 灰褐 覆土下層

T P lll 縄 文土器 深 鉢 － （5．0 ） － 横位 の沈線 区画文 内に L R の単節縄文 を充填。
長石 ・雲母 ・赤色

粒 子
普通 にぷ い褐 覆　　 土

T P l12 縄 文土器 深 鉢 － （5．5 ） － 沈 線 による斜格子 文。 長石 ・石 英 普通 褐 覆土 下層 煤 付着

番 号 器 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考
長 さ 幅 厚 さ 重　 量

Q 41 磨製石 斧 （12．5） （4．4 ） 2．5 （2 06．9） 緑色凝灰 岩 定角式 。 覆土中骨 PL 亜 刃部 ・基部の一部欠損

第56号土坑（第64～66図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3d8区に位置している。

重複関係　第55号土坑に掘り込まれている。第187号ピットと重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形が長径上9m，短径1．6mはどの楕円形を呈するフラスコ状土坑である。底面はほ

ぼ平坦で，平面形は長径2．2m，短径1．9mはどの楕円形を呈する。深さは98C皿ほどで，壁は下位から括れ部に

かけて内偵して立ち上がり，上位は緩やかな傾斜をもって立ち上がっている。また，底面から括れ部までの高

さは65cmほどである。

旦38．0m

0　　　　　　　　　　　　　　2m

第64図　第56号土坑・出土遺物実測図
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0　　　　　　　　　　　　10cm

第66回　第56号土坑出土遺物実測図（2）

覆土16層に分層される。全体的に固く締まった土層であり，不規則な堆積状況が見られることやロームがブ

ロック状に含まれていることなどから，土器の廃棄に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色
2　黒褐色

3　褐　　色

4　褐　　色

5　黒褐色
6　褐　　色

7　暗褐色
8　暗褐色

ロームブロック少量，炭化物微量
ローム粒子・炭化物微量

ローム粒子中量，炭化物微量
ロームブロック中量，炭化物微量
ロームブロック中量，炭化物少量
ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量
ロームブロック・炭化物少量

ロームブロック・炭化粒子少量

9　褐　　色　ロ

10　暗褐色　ロ
11暗褐色　ロ
12　黒褐色　ロ
13　黒褐色　ロ

14　黒褐色　ロ
15　黒褐色　ロ
16　暗褐色　ロ

ームブロック中量，炭化物少量
－ムブロック少量

－ムブロック少量，焼土ブロック少量
－ムブロック少量，炭化物微量
－ムブロック・焼土ブロック・炭化物少量
－ムブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量
－ム粒子・炭化物少量
－ム粒子中量，炭化物微量

遺物出土状況　縄文土器片109点が出土している。土器は覆土下層に集中しており，廃絶時もしくは廃絶直後

に一括して廃棄されたものと考えられる。覆土上層から出土しているTPl16を除けば，抽出・図示した土器は

いずれも覆土下層～底面から出土しているものであり，時期判断の指標となる遺物である。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

第56号土坑出土遺物観察表（第64～66図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼 成 色　 調 出土位 置 備　　 考

103 縄 文土器 深 鉢 （32．4）

胴上 部は結節 沈線が沿 う隆帯 に よる楕 円形 区

画 文。中段 か ら結節沈 線が沿 う Y 字状 隆帯 文

が垂 下。

長 石 ・石英 ・雲母 普 通 にぷい赤褐
覆土中 ～

下層
P L 31

104 縄 文土器 探 鉢 （5．5） 10．5
隆帯 が垂下 し， L R の単 節縄文 を縦方 向に 施

文。
長石 ・石英 ・雲母 普通 橙 底　　 面

105 縄文 土器 探 鉢 ［24．6］ （10．0）

口辺部 は 2本 の隆帯 間に爪形 文を施文 。胴 上

部 は結 節沈線 に より文様 描出。 L の無節縄 文

を縦方向 に施文。

長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷ い褐 底　　 面

106 縄文土 器 浅 鉢 17．0 （7，1） 8．8 無文。
長石 ・石英 ・雲母 ・

赤 色粒子
普通 にぷ い橙 底　　 面

P L 32 煤 ・

炭化物付 着

107 縄 文土器 浅 鉢 － （6．3） 8．8 無 文。 長 石 ・石 英 ・雲母 普通 にぷい橙 ・　　　 l≡l

108 縄 文土器 器 台 ［21胡 （3．2） － 台部 の緑に刻 み を有す る。脚部上 位穿孔。 長石 ・石英 ・雲母 普 通 明赤褐 覆土下層 P L 44

109 縄 文土器 器 台 － （4．3） ［16．0］ 脚部 上位穿孔。 長石 ・石英 ・雲母 普 通 橙 覆 土下層 P L 44

T P l13 縄文 土器 深 鉢 （2 1．5） －

結節 沈線が沿 う隆帯が 垂下 し，全体 にL の無

節縄文 を縦方向 に施文。
長石 ・石英 ・雲母 普通 橙 覆土 下層

T P l14 縄文土 器 深 鉢 － （7．4） － 口唇部 下端に隆菅 が巡 る。無 文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 灰黄褐 底　　 面

T P 115 縄 文土器 深 鉢 － （8．4） －

半裁竹 管に よる縦 位の波状 沈線 文施文後 ．波

状 沈線文 及び複列 の枯 節沈線 文 を施 文。
長石 ・雲 母 普通 にぷ い橙 覆土下 層

一丁0－－



番 号　 種　別 器種 口径 器高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

T PH　 縄文土器 探 鉢 － （5．1） ～
口辺部は爪形文が沿う隆帯文。横位に有節の

波状沈線文を施文。
長石・石英・雲母 普通 にぷい褐 覆土上層

T Pl17　縄文土器 浅 鉢 － （12．3） － 口唇部肥厚。無文。 長石・石英・雲母 普通 橙 覆土下層

第鯛号丑坑（第67e68図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3e7区に位置している。

重複関係　第2号溝跡に掘り込まれている。

規模と形状　南東部の約半分が調査区域外に及んでいるため明確ではないが，開口部の平面形が径1．2mほど

の円形を皇すると推定されるフラスコ状土坑である。底面はほぼ平坦で，平面形は径上8mはどの円形と推定

される。深さは90cmほどで，壁は下位から大きく括れて内偵し，上位は外傾して立ち上がっている。また，底

面から括れ部までの高さは40cmほどである。

覆土　7層に分層される。黒褐色を基調としたやや締まりのある土層で，全体的にロームがブロック状に含ま

れることや覆土中層の土器片と覆土最下層の土器片とが接合したことなどから，土器の廃棄に伴う人為堆積と

考えられる。

第67図　第59号土坑e出土遺物実測図

一一一一一　71一一l一一一一



第68図　第59号土坑出土遺物実測図

土層解説

1黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
2　黒褐色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量
4　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

0　　　　　　　　　　　　10cm

5　暗褐色　ロームブロック少量，炭化物微量
6　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

7　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片78点が出土している。大形の土器片は主に覆土中層～底面から出土しており，平面

的にも広がりをもっていることなどから，一括して廃棄されたものと考えられる。110は覆土下層と底面に散

在していた破片，111は覆土中層と下層から出土した破片がそれぞれ接合したものである。また，TP122は底

面からやや浮いた状況で出土し，TP121は覆土中層から出土している。なお，TPl19・TP120・TP123・TP

124は覆土中からの出土である。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅱ式期）と考えられる。

第59号土坑出土遺物観察表（第67・68図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼 成 色　 調 出土位置 備　　 考

110 縄 文土器 探 鉢 25．1 （30．2） －

口唇部下端 に隆帯 が巡 り，波状 部か ら圧 痕 を

有 する隆帯が 垂下。
長 石 ・石 英 ・雲母 普 通 にぷい赤褐 底　　 面 P L 33

111 縄 文土器 深 鉢 27．2 （27．3） －

口唇部に刻 みを有 し肥 厚す る。胴 部 に 3段 の

爪形 文を施文。
長石 ・石英 ・雲母 普通

黒褐

にぷ い赤褐

覆 土中～

下層
PL 33
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番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

T Pl19 縄文土器 探 鉢 － （8．8） － 口辺部下端と胴部に爪形文を施文。
長石 ・石英・雲母・

赤色粒子
普通 にぷい褐 覆　　 土

T P120 縄文土器 探 鉢 （7．3） －

口唇苦闘巴厚。口辺部はⅤ字状隆帯文を貼付し，

爪形文を施文。
長石 ・石英 ・雲母 普通 灰褐 覆　　 土

T P121 縄文土器 探 鉢 － （6．2） 口唇部肥厚。無文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい橙 覆土中層

T P122 縄文土器 探 鉢 － （4．4） －
口唇部は肥厚 し，口辺部に爪形文を施文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 褐 底　　 面

T P123 縄文土器 探 鉢 － （6．5）
楕円形の隆帯区画による口辺部文様帯。区画

内は隆帯に沿って爪形文を施文。
長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい橙 覆　　 土

T P124 縄文土器 探 鉢 － （9．1） －
結節沈線が沿う隆帯文と爪形文を施文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい橙 覆　　 土

第63号土坑（第69図）

位置　調査区東部のB5a2区に位置し，東に向かう緩斜面に立地している。

規模と形状　平面形は長径1．7m，短径1．5mはどの楕円形で，深さは15cmほどである。底面はほぼ平坦で，残

存する壁は外傾ないしは緩やかな傾斜をもって立ち上がっている。

覆土　2層に分層される。層厚が15cmほどと薄いため，堆積状況の詳細は不明である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子微量 2　暗褐色　ロームブロック微量

遺物出土状況　縄文土器片7点，磨石1点が出土している。抽出・図示した土器はいずれも覆土中から出土し

たものである。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅱ式期）と考えられる。

∵∵
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第69図　第63号土坑・出土遺物実測図
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第63号土坑出土遺物観察表（第69図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土 位置 備　　 考

1 12 縄文土 器 ミニチュア ［7．0］ 5．2 4．4 無 文。 長石 ・石 英 ・雲 母 普通 にぷい橙 覆　　 土
PL 32 内 外 面

赤彩 ，煤 付着

T P 125 縄 文土 器 探 鉢 － （7．8） －

半裁竹 管 による横位の波 状沈線 文及 び隆帯文。

隆帯 に爪形 文を施文。
長石 ・石 英 ・雲母 普 通 にぷい橙 覆　　 土

T P 126 縄 文土器 深 鉢 － （6潮
横位 の隆帯 文に半裁竹 管に よる複列 の結節 沈

線が沿 う。
長 石 ・石英 ・雲母 普通 褐灰 覆　　 土

T P 127 縄 文土器 浅 鉢 － （12 ．1） － 無文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 明赤褐 覆　　 土

第78号土坑（第70図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群の外縁部にあたるB4e5区に位置している。

規模と形状　平面形は径1．0mはどの円形で，深さ45cmほどである。底面はほぼ平坦で，壁がはぼ直立する円

筒状の土坑である。

覆土　3層に分層される。堆積状況に乱れが見られないことから自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量

3　暗褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片89点が出土している。土器片は覆土中に散在する状況で出土しており，平面的な位

置に特異な傾向は認められない。抽出・図示した土器はいずれも覆土中から出土したものである。

所見　出土遺物は土砂とともに自然埋没したものと考えられ本土坑の機能していた時期は判然としない。出

土土器の大多数が後期前葉のものであることから，時期は後期前葉（称名寺2式期）以前と考えられる。

①

㌣
：、

A37．8m　　　　一冬’
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第70図　第78号土坑・出土遺物実測図

第78号土坑出土遺物観察表（第70図）

戊。129
〝
TP131

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

TP128 縄文土器 探鉢 － （10．8） － 隆帯に沈線が沿う曲線意匠文。 長石・石英 普通 にぷい褐 覆　　 土

TP129 縄文土器 探鉢 － （6．5） －

隆帯に沈線が沿う曲線意匠文。隆帯上に棒状

工具による刺突文を付す。
長石・石英 普通 にぷい褐 覆　　 土

TP131 縄文土器 深鉢 － （4．5） － 沈線区画文内に列点文を充填。 長石・石英 普通 褐灰 覆　 土

TP132 縄文土器 探鉢 － （42） － 沈線による斜格子文。 長石・石英 普通 褐灰 覆　　 土

第80号土坑（第71図）
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位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3C6区に位置している。

重複関係　第79号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　平面形は長径1．5m，短径0．9mはどの楕円形で，深さは34cmほどである。底面ははぼ平坦で，壁

は外傾して立ち上がっている。

覆土　5層に分層される。やや締まりのある土層で，全体的にロームをブロック状に含んでいることなどから，

土器の廃棄に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量
3　暗褐色　ロームブロック中量，炭化物微量

4　暗褐色　ロームブロック中量

5　褐　　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片50点，磨石2点のはか，疲れ込みによる土師器片3点が出土している。土器片は覆

土中に散在する状況で出土しており，平面的な位置に特異な傾向は認められない。113は底面からやや浮いた

状況で出土しており，時期判断の指標となる遣物である。また，TP133・TP134，Q43・Q44は覆土中層から

出土しており，113とともに一括して廃棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から後期初頭（称名寺1～2式期）と考えられる。

第80号土坑出土遺物観察表（第71図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 ‾器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

113 縄文土器 深 鉢 － （25．3） － 沈線による斜格子文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい橙 底　　 面

T P133 縄文土器 深 鉢 － （7．5） －

口辺部無文帯の下端を沈線で区画 し，そゐ下

位はR L の単節縄文を縦方向に施文。
長石 ・赤色粒子 普通 にぷい橙 覆土中層

T P134 縄文土器 探 鉢 －
（12．1） － R L の単節縄文を縦方向に施文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 明褐 覆土中層

番 号 器 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土 位置 備　　　　 孝
長 さ 幅 厚 さ・ 重　 量

Q 42 磨 ’石 9．3 7・8 5．6 638 安 山岩 全側面 を使用。表 裏面各 1 孔。 1覆土 中層 P L 50

Q 43 磨　 石 （5．4） ‘（6．8） 4．8 （257ユ） 安 山岩 全側面 を使用。 ‘覆土 中層

第81号土坑（第72図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3d5区に位置している。

重複関係　第43号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　平面形は径0．8mはどの円形で，深さは55cmほどである。底面はほぼ平坦で，壁がはぼ直立する

円筒状の土坑である。

覆土　4層に分層される。黒褐色を基調としたやや締まりのある土層で，レンズ状の堆積状況を示しているこ

とから自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　黒褐色　ロームブロック少量

4　暗褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片15点が出土している。比較的大形の破片が覆土中～下層から出土しており，廃絶時

もしくは廃絶直後に廃棄されたものと考えられる。114及びTP137は覆土下層，TP136は底面からそれぞれ出

土しており，時期判断の指標となる遺物である。また，TP135は覆土上層からの出土である。

所見　時期は，出土土器から後期前葉（称名寺2式期）と考えられる。
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第72図　第81号土坑・出土遣物実測図

第81号土坑出土遺物観察表（第72図）

0　　　　　　　　　　　　　2m

笠1。7旦

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼 成 色　 調 出 土 位 置 備　　 考

1 1 4 縄 文 土 器 深 鉢 ［2 4．4 ］ （2 1．4）

口唇 部 に は 沈 線 を 有 す る 隆 帯 が 巡 り， 渦 巻 状

の 把 手 を作 出 。 胴 部 は L R の 単 節 縄 文 を 地 文

と し ，逆 J 字 状 や ノ の 字 状 に 沈 線 区 画 す る。

長 石 ・石 英 普 通 に ぷ い 赤 褐 覆 土 下 層 P L 3 3

T P 1 3 5 縄 文 土 器 深 鉢 － （10 ．5） － 沈 線 に よ る斜 格 子 文 。
長 石 ・石 英 ・赤 色

粒 子
普 通 に ぷ い褐 覆 土 上 層

T P 1 3 6 縄 文 土 器 深 鉢 － （1 1 2 ） － 沈 線 に よ る斜 格 子 文 。 長 石 ・石 英 普 通 橙 底　　 面

T P 1 3 7 縄 文 土 器 深 鉢 － （5．7） －
L R の 単 節 縄 文 を 地 文 と し， 沈 線 文 を 施 文 。 長 石 ・石 英 普 通 に ぷ い橙 覆 土 下 層

第86号土坑（第73図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群の外縁部にあたるB4i4区に位置している。

－77－



規模と形状　平面形は長径2．1m，短径1．7mはどの楕円形で，深さは80cmはどのフラスコ状を呈している。壁

は下位から中位にかけて内懐し，上位は緩やかな傾斜をもって立ち上がっている。

覆土12層に分層される。全体的にやや締まりのある土層で，レンズ状の堆積状況を示していることなどから

自然堆積と考えられる。なお，第2層は壁上位の崩落層と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量

2　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック少量
4　極暗褐色　ロームブロック少量

5　暗褐色　ローム粒子少量
6　暗褐色　炭化粒子少量，ローム大ブロック微量

7　黒褐色　ロームブロック少量
8　暗褐色　ローム粒子少量

9　褐　　色　ロームブロック中量
10　極暗褐色　ロームブロック微量
11褐　　色　ローム粒子中量
12　褐　　色　ローム粒子多量

遺物出土状況　縄文土器片113点，磨石1点，石核1点が出土している。遣物は覆土中に散在する状況で出土

しており，平面的な位置に特異な傾向は認められない。TP138は底面から，TP139は覆土下層から出土してお

り，時期判断の指標となる遺物である。また，TP140は覆土中層，Q44は覆土中からの出土である。

所見　時期は，出土土器から後期初頭（称名寺1式期）と考えられる。

⊂⊃。44

第73図　第86号土坑・出土遺物実測図
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第86号土坑出土遺物観察表（第73図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 ． 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼 成 色　 調 出土位 置 備　　 考

T P 138 縄文 土器 深 鉢 （4．4） － 沈 線区画 文内に L R の単節縄 文 を充填 。 長石 ・石 英 普通 明赤褐 底　　 面

T P 139 縄文 土器 深 鉢 － （9．3） 沈 線区画文 内に R L の単節縄 文 を施 文。 長石 ・赤 色粒子 普通 浅黄橙 覆土下 層

T P 14 0 縄文 土器 探 鉢 － （8．9） －
沈 線区画文 内に R L の単節縄 文 を充填 。 長石 ・赤 色粒子 普 通 灰 褐 覆土 中層

T P 14 1 縄文 土器 探 鉢 － ほ8） 沈線 区画文 内に L R の単節縄 文 を充填 。 長石 ・石 英 普 通 黒 褐 覆　　 土

番 号 器 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考
長 さ 幅 厚 さ 重　 量

Q 44 磨　 石 9．7 8 2 4．5 528．3 安 山岩 全側面 を使用。表 裏面及 び側面 に敲打痕 覆　　 土 P L50

第87号土坑（第74・75図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3b6区に位置している。

重複関係　第88号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　平面形は径1．5mはどの円形で，深さは35cmほどである。底面はほぼ平坦で，壁は緩やかな傾斜

をもって立ち上がっている。

覆土　6層に分層される。黒褐色を基調としたやや締まりのある土層で，全体に焼土・炭化物・ロームをブロ

ック状に含み，堆積状況に乱れが見られることなどから土器の廃棄に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量　　　　4　黒褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量　　　　5　黒褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量　　　　　6　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片49点，磨石1点が出土している。大形の破片は覆土中～下層から出土しており，一

括して廃棄されたものと考えられる。115，TP142・TP145・TP146は覆土中～下層，TP147，Q46は底面か

らそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から後期初頭（称名寺1～2式期）と考えられる。

雀。1

A’　　　　　B 115　046
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第74図　第87号土坑・出土遺物実測図
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第75図　第87号土坑出土遺物実測図

第87号土坑出土遺物観察表（第74・75図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

115 縄 文土器 深 鉢 35．4 （3 7．6）

口辺部 無文帯 の下端 を刻みを有す る隆帯 で 区

画 し，無文帯部 に縦位の 隆帯文 を配 す。胴 部

は R L の単節縄 文 を施文 。

長石 ・石英 ・赤色

粒子
普通 にぷ い橙

覆土 中～

下層
P L 34

T P 142 縄文 土器 深 鉢 － （7．8） － 口沈線 区画文 内に L R の 単節縄文 を充填。 長石 ・雲母 普通 にぷい褐
覆土 中～

下層

80－



番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

T P 145 縄文土器 探 鉢 － （10．1） － 沈線による斜格子文。 長石 ・石英 普通 にぷい橙
覆土中～

下層

T P 146 縄文土器 深 鉢 ー （9．7） － 横位の波状沈線文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 明赤褐
覆土中～

下層

T P147 縄文土器 深 鉢 － ほ3） －

L R の単節縄文を地文とし，沈線区画文を施

文。
長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい赤褐 底　　 面

番 号 器 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考

長 さ 幅 厚 さ 重　 量

Q 46 磨　 石 （11．3） （7．5） 5．6 （亜6．0） 安山岩 上面を把手状に加工。裏面を使用。 底　　 面 PL50 石冠状

第89号土坑（第76・77図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3b6区に位置している。

規模と形状　平面形は長径1．6m，短径1．4mはどの楕円形で，深さは66cmほどである。底面ははぼ平坦で，外

傾して立ち上がる北壁以外の壁ははぼ直立している。北壁際にピットを有するが，性格は不明である。

覆土　4層に分層される。暗褐色を基調としたやや締まりのある土層で，全体にロームがブロック状に含まれ

ていることや堆積状況に乱れが見られることなどから，土器の廃棄に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
2　暗褐色　ロームブロック多量

3　暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
4　極暗褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器30点が出土している。土器片は覆土上～下層にかけて散在しているが，大形の破片は

中層の壁際に集中する傾向が認められる。116は覆土中～下層，117は覆土上～下層に散在していた破片がそれ

ぞれ接合したものであり，覆土中から出土しているTP151・TP152とともに廃絶時もしくは廃絶直後に一括し

て廃棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器からから後期前葉（称名寺2～堀之内1式期）と考えられる。

①　壷　≒′＋・＋且。7．。m

117⑳116「区ア
B　117　116　　旦

‾三了

第76図　第89号土坑・出土遺物実測図
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第77図　第89号土坑出土遺物実測図

第89号土坑出土遺物観察表（第76・77図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼 成 色　 調 出土位 置 備　　 考

116 縄文 土器 深 鉢 － （25．6 ） 12．2
胴 上部 は櫛歯状工 具に よる櫛歯状 文。下部 は

L R の単節縄 文 を施 文。胴部下 端無文 。

長石 ・石 英 ・赤色

粒 子
普 通 明赤褐

覆土 中一

下層
P L 34

117 縄文土 器 深 鉢 － （12．8） 7 ．6 無文 。 長石 ・石英 ・雲母 普 通 明赤褐
覆土上 ～

下層

T P 15 1 縄文土器 深 鉢 － （12．2） －

口辺部無文帯の下端を隆帯で区画 し，無文帯 部

にC 字状 隆帯文 を配す。胴部は R L の単節縄文。
長 石 ・石英 普通 にぷい橙 覆　　 土

T P 152 縄 文土器 探 鉢 － （3．7） － 口唇部肥 厚。口辺 部無文帯 。 長石 ・石英 普通 褐灰 覆　　 土

第92号土坑（第78図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群の外縁部にあたるB4g4区に位置している。

重複関係　第2号溝に掘り込まれている。

規模と形状　一部を第2号溝に掘り込まれているため明確ではないが，径1．6mはどの円形と推定され　深さ

は90cmほどである。底面ほほほ平坦で，壁がはぼ直立する円筒状の土坑である。

覆土　5層に分層される。黒褐色を基調としたやや締まりのある土層である。レンズ状の堆積状況を示してい

ることから自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

3　暗褐色　ロームブロック中量

4　窯褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物・粘土ブ
ロック微量

5　黒褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片120点が出土している。大形の土器片は壁際中～下層に集中し，廃絶後に一括して

廃棄されたものと考えられる。118，TP153は底面の壁際から出土しており，時期判断の指標となる遺物であ

る。119・120，TP154は覆土下層から出土している。また，DP5は覆土中からの出土である。

所見　時期は，出土土器から後期前葉（称名寺1～2式期）と考えられる。
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第78図　第92号土坑・出土遺物実測図
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第92号土坑出土遺物観察表（第78図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼 成 色　 調 出土 位置 備　　 考

118 縄文土 器 深 鉢 17．4 2 5．5 7．0
口辺 部か ら胴 部 は櫛 歯状工具 に よる縦位 の 波

状櫛 歯状文。
長石 ・石英 普通 明赤 褐 底 面

P L 34 煤 ・炭

化物 付着

119 縄文土器 探 鉢 ［32．7］ （23．4 ） －

口辺 部無文 帯の下端 を隆帯 で区画す る。胴 部

は櫛歯 状工具 に よる縦 位の波状櫛 歯状文 。

長石 ・石英 ・赤色

粒子
普通 にぷ い赤褐 覆土下層 P L 34

120 縄 文土器 探 鉢 － （9．3） 4．8
平行 沈線 によ り曲線 意匠 を措 出 し，沈線 間 に

R L の 単節縄文 を充填。
石英 普通 にぷ い橙 覆土下層 煤付着

T P 153 縄 文土器 探 鉢 － （1 1．0） － 斜 行粂線 文。
長石 ・石英 ・赤 色

粒 子
普通 にぷ い橙 底　　 面

T P 154 縄 文土器 深 鉢 － （6．9） －

L R の単節縄 文を地文 と し，スペ ー ド状の 沈

線 区画文 を施文。
長石 普 通 にぷい褐 覆土 下層

番 号 器　 種
計　　 測　　 値

胎 土 ・色 調 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考
長 さ 幅 厚 さ 重　 量

D P 5 土器 円盤 2．0 1．8 0．8 3．7 長石 ・雲 母，明褐 周縁部 荒削 り。無 文。 覆　　 土 P L 48

第100号土坑（第79図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群の外縁部にあたるB4h3区に位置している。

重複関係　第2号溝に掘り込まれている。

規模と形状　平面形は径1．6mはどの円形で，深さは70cmほどである。底面はほぼ平坦で，壁が直立する円筒

状の土坑である。

覆土　7層に分層される。全体的に固く締まった土層であり，全層にわたってロームをブロック状に含み，堆

積状況に乱れが見られることなどから人為堆積と考えられる。

土層解説
1　褐　　色　ローム中ブロック微量

2　暗褐色　ローム小ブロック微量
3　黒褐色　ロームブロック微量
4　明褐色　ロームブロック多量

5　暗褐色　ロームブロック少量
6　極暗褐色　ロームブロック微量
7　暗褐色　ロームブロック少量

第79図　第100号土坑・出土遺物実測図
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遺物出土状況　縄文土器片211点，打製石斧1点，磨石1点，敲石1点，石核1点が出土している0遺物は覆

土中に散在する状況で出土しており，平面的な位置に特異な傾向は認められないo TP166・TP167ははぼ底面

の壁際から出土しており，時期判断の指標となる遺物である。また，TP168，Q53は覆土中からの出土である。

所見　時期は，出土土器から後期初頭（称名寺1式期）と考えられる。

第100号土坑出土遺物観察表（第79図）

番 号 種 別 券 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置一 備　 考

T P166 縄文土器 深 鉢 （9．2）

波頂部に0 字状の隆帯文を貼付。口唇部下端

に 2条の沈線が巡る。口辺部は沈線区画文内

に櫛歯状工具による斜行条線文を充填。・

長石 ・赤色粒子 普通 灰褐 底　　 面

TP 167 縄文土器 深 鉢 － （6．1） － 沈線区画文内にL R の単節縄文を充填。 長石 良好 にぷい褐 底　　 面

TP 168 縄文土器 深 鉢 － （5．1） －
沈線区画文内にR L の単節縄文を充填。 長石 ・石英 普通 橙 覆　　 土

番 号 器 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考

長 さ 幅 厚 －さ 重　 量

Q 53 打製石斧 （7．1） 7．6 1．8 （113．4） 安山岩 分銅型。挟入部は浅い。 覆　　 土 片刃部欠損

第103号土坑（第80・81図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群の外縁部にあたるB3gO区に位置している。

規模と形状　開口部の平面形が径1．7mはどの円形を呈するフラスコ状土坑である。底面はほぼ平坦で，平面

形は長径1．4m，短径1．2mはどの楕円形を呈している0深さは80cmほどで，壁は下位から括れ部にかけて内優

し，上位は外債して立ち上がっている。また，底面から括れ部までの高さは45cmほどである。

覆土　8層に分層される。堆積状況に乱れが見られ粘土粒子を含む層が不規則に堆積していることなどから

人為堆積と考えられる。

土層解説

iiii意義妄i土等！翳華：：…芸上蓋i謹；手芸笠≡董曇皇慧漂微量
遺物出土状況　縄文土器片60点が出土している。土器片は第8層上面に集中しており，また121は同面に散在

して出土した破片が接合したものであり，埋め戻しに伴って他の土器片とともに一括して廃棄されたものと考

えられる。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿玉台Ⅲ式期）と考えられる。

第80図　第103号土坑実測図
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第81図　第103号土坑出土遺物実測図

第103号土坑出土遺物観察表（第81図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼 成 色　 調 出土位 置 備　　 考

121 縄 文土器 探 鉢 ［3 1．0］ （29．2）

隆帯 区画 による口辺部 文様帯 に爪形文が沿 う。

区画内 は刻み を有す るⅤ字状隆帯 文。胴部 も

同様 の区画 文。

長石 ・石英 ・雲母 ・

赤色粒子
普 通 褐 覆土下層

T P 169 縄 文土器 深 鉢 － （8．7） －
縦位 に沿 って爪形文 を施文。 長石 ・石 英 ・雲母 普 通 明赤 褐 覆土下層

T P 170 縄 文土器 探 鉢 （9．6 ） － 刻み を有す る隆帯文 に結節沈 線が沿 う。
長石 ・石英 ・雲母 ・

赤 色粒子
普通 にぷ い赤褐 覆土下層

T P 172 縄文 土器 探 鉢 （8．5 ） － 胴部無 文。
長石 ・石英 ・雲母 ・

赤色 粒子
普通 にぷ い橙 覆 土下層 煤付 着

第104号土坑（第82・83図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群の外縁部にあたるB3gO区に位置している。

規模と形状　開口部の平面形が長径1．8m，短径1．3mほどの楕円形を皇するフラスコ状土坑である。底面はは

ぼ平坦で，平面形は長径1．4m，短径1．2mはどの楕円形を呈している。深さは120cmほどで，壁は下位から括

れ部にかけて内優し，上位は外傾して立ち上がっている。また，底面から括れ部までの高さは80cmほどである。

覆土11層に分層される。暗褐色を基調としたやや締まりのある土層で，やや不規則な堆積状況を示している

－86・－
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第82図　第104号土坑・出土遺物実測図
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第83図　第104号土坑出土遺物実測図

が，全体にブロック状の混入物が少ないことなどから自然堆積と考えられる。なお，ロームブロックを中量含

む第5層及び第11層は，本土坑廃絶後早い段階での壁の崩落層と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
2　暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
3　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量

4　暗褐色　ロームブロック少量，炭化物微量
5　暗褐色　ロームブロック中量，炭化物少量
6　暗褐色　ロームブロック・炭化物少量

7　暗褐色　ロームブロック中量
8　暗褐色　ロームブロック少量，炭化物微量
9　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物微量
10　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

11灰黄褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片110点，磨製石斧1点，磨石1点が出土している。土器片は覆土上～下層にかけて

散在して出土しているが，122・124，TP176などの大形の破片は底面の北壁際に集中しており，これらは土坑

廃絶時に遺棄もしくは廃棄されたものと考えられる。また，123は覆土下層から，Q55は覆土中層から出土し

ている。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。

第104号土坑出土遺物観察表（第82・83図）

番 号 準 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

122 縄 文土器 深 鉢 32．3 （23．6）

隆帯区 画に よる口辺部文 様帯 に結 節沈線が 沿

う。区 画内及 び隆帯上 には L の無 節縄文 を施

文。胴上部 に無文帯 を配す る。

長石 ・石英 ・雲 母 普通 にぷ い褐 底　　 面 P L34

12 3 縄文 土器 探 鉢 ［12．0］ 14．0 7．2 口唇部下端 に隆帯 が巡 る。無 文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷ い赤褐 覆土 下層
PL 35 底部 網

代痕

124 縄文 土器 浅 鉢 14．9 5．8 7．7 口唇部肥厚 。無文。 長石 ・石 英 ・雲母 普通
明赤褐

にぷ い赤 褐
底　　 面 P L 33

T P 173 縄文土 器 探 鉢 － （4．9） －

口唇部下 端に隆帯 が巡 る。 R L の単節 縄文 を

施 文。
長石 ・石 英 ・雲母 普 通 橙 覆　 土

T P 174 縄文土 器 浅 鉢 （5．9） 無文 。
長石 ・石英 ・雲母 ・

赤 色粒子
普 通 にぷい橙 覆　　 土 内外 面研磨

T P 176 縄文土器 ‾浅 鉢 － （9．7） － 無文 。 長 石 ・石英 ・雲母 普 通 にぷい橙 底　　 面

番 号 器 種
計　　 測　　 値

材　 質 ・ 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考
長 1さ 幅 厚 さ 重　 量

Q 55 磨製石斧 （12．4） （5．0） 3．0 （311．5） 緑色凝灰岩 定角式。 覆土中層 PL48 刃部欠損
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第川7号土坑（第84図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群の外縁部にあたるB3hO区に位置している。

重複関係　第25号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　平面形は径1．4mはどの円形で，深さは70cmほどである。底面はほぼ平坦で，壁が直立ぎみに立

ち上がっている円筒状の土坑である。

覆土　4層に分層される。全体的にやや締まりのある土層であり，堆積状況に乱れが見られないことなどから

自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量　　　　3　暗褐色　ロームブロック少量
2　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量　　　　4　黒褐色　ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量

遺物出土状況　縄文土器片21点，剥片1点が出土している。遺物は覆土中に散在する状況で出土しており，平

面的な位置に特異な傾向は認められない。125は底面，TP177・TP179は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から後期前葉と考えられる。

第84図　第107号土坑・出土遺物実測図

第107号土坑出土遺物観察表（第84園）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土 位置 備　　 考

125 縄文土 器 深 鉢 （5．3） 8．5 胴部下端 無文 。
長石 ・雲母 ・赤色

粒子
普通 にぷ い橙 底　　 面 煤付着

T P 177 縄文土 器 深 鉢 － （8．9） －

口辺部 は波頂 部 を起点 として刺 突文 を有す る

隆帯 を鎖 状 に連結 した区画文。
長石 ・石英 普通 にぷ い赤褐 覆　　 土

T P 179 縄文土 器 深 鉢 － （6．2） －

L R の単節縄 文 を地 文 とし，縦 位の平行 沈線

間 を磨 り消す 。
長石 ・石英 普通 褐 覆　　 土

第108号土坑（第85園）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群の外縁部にあたるB4hl区に位置している。

規模と形状　平面形は径1．8mはどの円形で，深さは75C皿ほどである。底面はほぼ平坦で，壁は外傾または緩

やかな傾斜をもって外反して立ち上がっている。

覆土　6層に分層される。全体的にロームブロックを含むやや締まりのある土層であり，レンズ状の堆積状況

を示していることから自然堆積と考えられる。また，第6層は粘土粒子を多量に含んでおり，本土坑の椀能時

に意図的に貼られていた可能性も想定されるが判然とはしない。
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土層解説

1極暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　極暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

4　黒褐色　ロームブl」、ソク・炭化物微量
5　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

6　にぷい褐色　粘土粒子多量，ローム粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片161点，石皿1点が出土している。西側の約半分が撹乱を受けているため出土状況

の全容は不明であるが，覆土残存部では，抽出・図示したものを含めてほとんどの土器が覆土中～下層に散在

する状況で出土しており，平面的な位置に特異な傾向は認められない。

所見　出土土器は本跡の埋没過程で流入したとの想定が可能であり，本土坑が機能していた時期は不明である

が，覆土中～下層の出土土器に明確な時期差が認められないことから，同層の堆積時期は中期中葉（阿王台Ⅲ

式期）と考えられる。

第85図　第108号土坑・出土遣物実測図

第108号土坑出土遺物観察表（第85図）

二二二‾…

♂1。。m
番 号 種 　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文 　 様 　 の 　 特 　 徴 胎 　 　 土 焼 成 色 　 調 出 土 位 置 備 　 　 考

T P 1 8 0 縄 文 土 器 深 鉢 － （8 ．4 ） －

隆 帯 区 画 に よ る 口 辺 部 文 様 帯 に 結 節 沈 線 が 沿

う 。 胴 部 は L R の 単 節 縄 文 を 縦 方 向 に 施 文 。
長 石 ・ 石 英 ・ 雲 母 普 通 橙 覆 土 下 層

T P 1 8 1 縄 文 土 器 深 鉢 － （3 ．9 ） － 口 唇 部 下 端 に 隆 帯 が 巡 る 。 無 文 。 長 石 ・ 石 英 ・ 雲 母 普 通 灰 褐 覆 土 中 層

T P 1 8 2 縄 文 土 器 深 鉢 （6 ．5 ） －

隆 帯 区 画 に よ る 口 辺 部 文 様 帯 に 結 節 沈 線 が 沿

う 。 口 辺 部 下 位 無 文 。
長 石 ・ 石 英 ・ 雲 母 普 通 黒 褐 覆 土 中 層

州－



番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

TP 183 縄文土器 探 鉢 － （7．8）
隆帯区画による口辺部文様帯に結節沈線が沿

う。

長石 ・石英 ・雲母 ・

赤色粒子
普通 灰褐 覆土中層

TP 184 縄文土器 探 鉢 （14．5） － 無文。
長石 ・石英 ・雲母 t

赤色粒子
普通 褐灰 覆土中層

TP 185 縄文土器 浅 鉢 － （6．7） － 無文。
長石 ・石英 ・雲母 ・

赤色粒子
普通 にぷい赤褐 覆土中層 内外面研磨

第日1号土坑（第86図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3g3区に位置している。

重複関係　第110・112号土坑をそれぞれ掘り込み，第1号溝に掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形が長径1．4m，短径1．1mはどの楕円形を呈するフラスコ状土坑である。底面はは

ぼ平坦で，平面形は長径1．6m，短径1．4mはどの楕円形を呈している。深さは80cmほどで，壁は下位から括れ

部にかけて緩やかに内懐し，上位はほぼ直立している。また，底面から括れ部までの高さは55C皿ほどである。

覆土　8層に分層される。上層は黒褐色，中層以下は暗褐色を基調としたやや締まりのある土層であり，レン

ズ状の堆積状況を示していることから自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量　　　　　5　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，炭化物微量　　　　　　　　　6　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック中量，焼土プロ、ソク・炭化物微量　　　　7　黒褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量　　　8　褐　色　ローム粒子多量，ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片87点が出土している。土器片は西側壁際の覆土中～下層に集中する傾向が見られる。

126は覆土中層，TP188・TP189は覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から後期前葉（称名寺2式期）と考えられる

竃

第86図　第111号土坑・出土遺物実測図
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第111号土坑出土遺物観察表（第86図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位 置 備　　 考

126 縄 文土器 探 鉢 （7 ．1）
隆帯 によ り把手 を作 出。把 手端部 に沈線 を有

す る隆帯 によ る渦 巻文 を貼 付。
長石 ・石英 普通 にぷ い赤褐 覆土 中層

T P 186 縄文 土器 探 鉢 （8．2 ）

波 頂部 に刺突 を有す る円形貼付 文を付す 。口

唇 部下端 に沈線 が巡 る。 口辺部及 び胴部上 位

は沈線 区画 文内 に列 点文 を充填。

長石 ・石 英 普通 にぷい褐 覆土下 層

T P 18 7 縄文 土器 探 鉢 （17．4）

口辺部無 文語の 下端 を隆帯 で区 画 し，隆帯 上

に刺 突文 を有す る癌 状突起 を貼付 。胴部 は櫛

歯状工 具 による斜行 及び波状 条線文 。

長 石 ・石 英 普 通 褐 灰 覆土下 層

T P 188 縄文 土器 探 鉢 （4．7 ） － 櫛歯状 工具 による斜行 条線文 。 長 石 ・石英 ・雲母 普 通 にぷい赤褐 覆土下層

T P 189 縄文土 器 深 鉢 － （4．0）
口辺 部無文帯 の下端 を隆帯 で区画す る。胴 部

は沈線 に よる斜 格子文 。

長 石 ・石英 ・赤色

粒子
普通 にぷい褐 覆土下層

第日7号土坑（第87図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群の外縁部にあたるB4i2区に位置している。

規模と形状　開口部の平面形が径2．0mほどの円形を呈するフラスコ状土坑である。底面はほぼ平坦で，平面

形は径2．2mはどの円形を呈している。深さは75C皿ほどで，壁は下位から括れ部にかけて緩やかに内懐し，上

位はほぼ直立している。また，底面から括れ部までの高さは45cmほどである。

覆土　5層に分層される。全体的に固く締まった土層で，第1・2層にロームブロックを含むものの，堆積状

況に乱れが見られないことなどから自然堆積と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　ロームブロック少量
2　暗褐色　ロームブロック少量
3　褐　　色　ローム粒子微量

4　褐　　色　ロームブロック微量

5　明褐色　ローム粒子多量

遺物出土状況　縄文土器片82点，磨石1点，剥片1点が出土している。抽出・図示した遺物はいずれも覆土中

からの出土である。

所見　出土土器のほとんどが細片で，覆土中からの出土であったため判然としないが，出土土器に大きな時期

差が認められなかったことから，時期は中期中葉（阿王台I b式期）と考えられる。

A38．0m
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第87図　第117号土坑・出土遺物実測図
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第117号土坑出土遺物観察表（第87図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼 成 色　 調 出土位置 備　　 考

T P 19 1 縄 文土器 探 鉢 （3．7）

口唇 部に結 節沈線 文を施文。 口唇 部下端 に 隆

帯が 巡 り，楕 円形の隆 帯区画 による 口辺 部 文

様帯 に結節沈線 が沿 う。

長石 ・石英 ・雲母 普通 灰褐 覆　　 土

T P 193 縄 文土器 深 鉢 － （5．3） －
口唇部月巴厚。無 文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい褐 覆　　 土

T P 194 縄 文土器 探 鉢 （4．5） 隆帯 による 区画文内 に襲状の爪 形文が巡 る。 長石 ・石英 ・雲母 普通 灰褐 覆　　 土

T P 195 縄 文土器 深 鉢 － （3，4） －

楕円形 の隆帯 区画 による口辺部 文様帯 に結 節

沈線が 沿 う。
長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい橙 覆　　 土

第119号土坑（第88図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群の外縁部にあたるB3h9区に位置している。

規模と形状　平面形は径1．6mはどの円形で，深さは90cmほどである。底面ははぼ平坦で，壁は下位から中位

にかけてやや内偵し，上位は外傾して立ち上がっている。

覆土12層に分層される。全体に炭化物を微量含んだやや締まりのある土層である。不規則な堆積状況を示し

ていることや覆土上～中層から出土した土器に時期差が認められないことなどから，土器の廃棄に伴う人為堆

積と考えられる。また，第11層に粘土ブロックを中量含むことは，下位が粘土層の一部を掘り抜いていること

に起因すると考えられ本土坑の機能時もしくは廃絶直後に自然堆積したことも想定される。

土層解説
1　暗褐色
2　褐　　色

3　暗褐色
4　黒褐色
5　灰褐色
6　暗褐色
7　黒褐色

⑥

A

ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
ロームブロック少量，炭化物微量
ローム粒子少量，炭化粒子微量

炭化物少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
ローム粒子・焼土ブロック・炭化物少量
炭化物少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
ロームブロック・焼土粒子・炭化物少量

8　暗褐色　ロームブロック・炭化物少量
9　褐　　色　ローム粒子中量，炭化物微量
10　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化物微量

11暗褐色　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロック
炭化物微量

12　暗褐色　ローム粒子少量

A’　　　　　B　　130
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第88図　第119号土坑・出土遺物実測図
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遺物出土状況　縄文土器片111点，磨石2点，敲石1点が出土している。130は覆土下層から出土している。ま

た，130を除く抽出・図示した土器はいずれも覆土中層からの出土であり，廃絶後，埋め戻しに伴って一括し

て廃棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から後期初頭（称名寺1～2式期）と考えられる。

第119号土坑出土遺物観察表（第88国）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

130 縄 文土器 蓋 12．2 （3．8） － 上 面に橋状 の把手 を付す。 長石 ・赤色粒子 普通 にぷ い黄橙 覆土 下層
PL 44 把手 基

部のみ残 存

13 1 縄文 土器 探 鉢 （4．9） ［7．4］ 胴 部下端擦 痕。 長石 ・石 英 普通 褐 覆土 中層

T P 198 縄文土 器 探 鉢 － （7．1） － 口唇 部肥厚 。 L の無節縄 文 を施 文。 長石 普 通 にぷい褐 覆土 中層

T P 199 縄文土 器 深 鉢 － （5ユ） －

波頂 部に 円形刺突文 及び沈線 を有す る0 字状

隆帯 文 を貼付 。
長石 ・赤 色粒子 普 通 褐灰 覆土 中層

T P 200 縄文土 器 探 鉢 － （6．2） －

口辺部下位 に隆帯 区画文 が巡 る。胴 部は沈線

区画 文内 にR L の単節 縄文 を充填。
長 石 ・石英 普 通 灰 褐 覆土 中層

T P 201 縄 文土器 探 鉢 （9．4）

口辺 部無文 帯の下端 を隆帯 で区画 し，隆帯上

に0 字状隆 帯文 を貼 付。胴部 は櫛歯状工 具 に

よる縦 位の条線 文。

長 石 ・石英 普通 橙 覆土 中層

T P 202 縄 文土器 探 鉢 （6．6） － 櫛歯状 工具 による縦位 の条線文 。 長石 ・石英 普通 にぷい赤褐 覆土中層 煤付 着

第122号土坑（第89図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3d6区に位置している。

規模と形状　平面形は径1．0mはどの円形で，深さは25cmほどである。底部から壁にかけて皿状に立ち上がる。

覆土　4層に分層される。最下層にロームブロックを多めに含んだ全体的にやや締まりのある土層である。レ

ンズ状の堆積状況を示していることから自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量　　　　3　極暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
2　黒褐色　焼土粒子・炭化物少量，ロームブロック微量　　　　　　　4　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片54点が出土している。抽出・図示した土器を含めてほとんどの土器が流れ込んだよ

うな状態で第2・3層から出土している。

所見　第2・3層の堆積時期は，出土土器から後期前葉（称名寺2式期）と考えられる。
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第89図　第122号土坑・出土遺物実測図
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第122号土坑出土遺物観察表（第89図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼 成 色　 調 出土位 置 備　　 考

13 2 縄 文土器 探 鉢 － （2．8） 4．0 胴 部下端 無文。 長石 ・石 英 普通 にぷい黄褐 覆土 中層

T P 204 縄 文土器 深 鉢 （3．9） －
沈線 を有 する隆帯 で把手 を作 出。 長石 ・石英 普通 にぷい赤 褐 覆土 中層

T P 205 縄 文土器 探 鉢 － （3．3） 沈 線区画 文内 に列 点文 を充 填。 長石 ・赤色粒子 普通 灰 褐 覆土 中層

T P 206 縄 文土器 深 鉢 （9．6） －

沈 線に よるスペ ー ド状区画 文内 に条線文 を施

文 。
長石 ・石英 普通 にぷい褐 覆土 中層

第123号土坑（第90図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3d6区に位置している。

重複関係　第124号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　平面形は径1．4mはどの円形で，深さは75cmほどである。底面は皿状で，壁がほぼ直立する円筒

状の土坑である。

覆土　9層に分層される。全体的にやや締まりのある土層であり，ロームブロックを多く含む層と含まない層

が交互に層を形成していることや，不規則な堆積状況が見られることなどから人為堆積と考えられる。
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第90図　第123号土坑・出土遺物実測図

1　　　　　　TP212

10cm

0　　　　　　　　　　　　　　　5cm



土層解説
1　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土ブロック微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
3　暗褐色　ロームブロック中量

6　黒褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
7　褐　　色　ロームブロック中量
8　黒褐色　ロームブロック中量，炭化物微量

4　黒褐色　ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量　　　　　9　褐　　色　ロームブロック中量
5　暗褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片86点，石鍍1点が出土している。遺物の多くは覆土中～下層から出土しており，本

跡廃絶後の埋め戻しに伴って廃棄されたものと考えられる。TP207・TP208・TP212は覆土下層，133，TP

209・TP210は覆土中層，TP211，Q59は覆土上層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から後期前葉（称名寺2～堀之内1式期）と考えられる。

第123号土坑出土遺物観察表（第90図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位 置 備　　 考

133 縄文 土器 探 鉢 （5．6）

波頂部 は中央 に刺 突文 を施 した円形貼 付文 。

口辺部 には円形刺 突文及 び沈線 を有 する隆 帯

に より橋状 把手 を作 出。

長石 ・石 英 普通 橙 覆土 中層

T P207 縄文 土器 深 鉢 （10．3）

口辺部 無文帝 の下端 を隆帯 で区画 し，無文 帯

部に逆 J 字状 の隆帯文 を貼 付。胴部 は 3 条 一

組 の縦位 の沈線 間を磨 り消 す。地文 は L R の

単 節縄文。

長 石 ・石 英 ・赤色

粒子
普 通 褐灰 覆土下層

T P 208 縄文土 器 深 鉢 － （6．8） － 口辺 部は平行 した条線 に よる斜 格子文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい赤褐 覆土下層

T P 209 縄文土 器 深 鉢 － （8．9） －

円形刺突 文及 び沈線 に よる区画文。地文 は R

L の単節縄文 。
長石 ・赤色粒 子 普通 にぷ い赤褐 覆土中層

T P 2 10 縄 文土器 探 鉢 （7．8） － 櫛歯状 工具 による斜格 子文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷ い橙 覆土 中層
T P 2 12 と 同一

個体

T P 211 縄 文土器 探 鉢 － （6．4） － 沈線 による区画 文内に R L の単節縄 文を充填。 長石 ・赤色粒子 普通 にぷ い褐 覆土 上層

T P 212 縄 文土器 深 鉢 （3．8） － 櫛歯状 工具 による斜格子 文。 長石 ・石 英 ・雲 母 普通 橙 覆土 下層
T P 210 と同 一

個 体

番 号 器　 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位 置 備　　　　 考
長 さ 幅 厚 さ 重　 量

Q 59 石　 鍍 2．4 （1．3） 0 2 （0．5） 黒 曜石 挟入 部は深 く湾入す る。 覆土上層 PL 48

第124号土坑（第91図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3d6区に位置している。

重複関係　第123号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　平面形は径1．0mはどの円形で，深さは70cmほどである。底面はほぼ平坦で，西壁上位の一部に

括れ部をもっているが，全体的には壁がほぼ直立する円筒状の土坑である。

覆土　6層に分層される。全体的にやや締まりのある土層であり，レンズ状の堆積状況を示しているが，全体

的にロームブロックが多く含まれていることから人為堆積と考えられる。

三l
A38．Om A

0　　　　　　　　　　　　　2m

第91図　第124号土坑・出土遺物実測図
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土層解説
1黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化物微量

4　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子微量
5　褐　　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片38点，石核1点が出土している0出土土器のほとんどが細片で，抽出・図示した土

器を含めていずれも覆土中に散在する状況で出土しており，平面的な位置に特異な傾向は認められない0

所見　覆土中から出土している土器に時期差が認められないことから，時期は後期前葉（称名寺2～堀之内1

式期）と考えられる。

第124号土坑出土遺物観察表（第91図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼 成 色　 調 出土位 置 備　　 考

134 縄文 土器 深 鉢 －
（3．5） 6．7 胴 部下端 無文。 長 石 ・石 英 普通 にぷい赤 禍 覆　　 土

T P 213 縄 文土器 深 鉢 － （3．7） －
口辺部 は平行沈線 に よる区画文。 長石 ・赤 色粒子 普通 褐灰 覆　　 土

第126号土坑（第92図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3b9区に位置している。

規模と形状　平面形は長径1．7m，短径1・5mはどの楕円形で・深さは80cmほどである0底面ははぼ平坦で，壁

がはぼ直立する円筒状の土坑である。

覆土12層に分層される。上層は黒褐色，下層は暗褐色を基調としたやや締まりのある土層であり，不規則な

堆積状況が見られることから，人為堆積と考えられる。

‘「＿

第92図　第126号土坑・出土遺物実測図
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土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色
3　黒褐色
4　黒褐色
5　黒褐色
6　黒褐色

ロームブロック微量
ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子・炭化粒子微量

炭化粒子・粘土粒子微量
ロームブロック・炭化粒子微量
ロームブロック少量

7　黒褐色
8　暗褐色
9　暗褐色
10　暗褐色
11暗褐色
12　暗褐色

ロームブロック微量
ロームブロック少量
ロームブロック少量，粘土粒子微量

ロームブロック・炭化粒子微量
ロームブロック・粘土粒子少量，炭化粒子微量
ロームブロック・粘土ブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片105点，敲石1点が出土している。出土土器のほとんどが細片で，覆土上～中層に

に散在する状況で出土しており，廃絶後の埋め戻しに伴って廃棄されたもの考えられる。TP214・TP215，Q

61は覆土中層から出土している。

所見　覆土中から出土している土器に時期差が認められないことから，時期は後期前葉（称名寺2式期）と考

えられる。

第126号土坑出土遺物観察表（第92図）

番 号 種　別 器 種 口径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特 ．徴 ．胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

T P21‾4 ．縄文土器 探 鉢 － （10．0） －
沈線区画文内に列点文を充填。 長石 ・赤色粒子 良好 にぷい黄褐 覆土中層

T P215 縄文土器 探 鉢 － （3．6） － 沈線区画文内に列点文を充填。 長石 ・赤色粒子 普通 にぷい褐 覆土中層

番 号 器 種
計　 坤　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考
長 さ 幅 厚 さ 重　 畢

Q 61 磨　 石 （10．ケ） 7．9 5．2 （539．9） 安山岩 ．仝側面を使用。表裏面各 2孔。一端に敵打痕。 覆土中層 PL50 被熱により脆弱

第129号土坑（第93～95図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群の外縁部にあたるB3j8区に位置している。

規模と形状　開口部の平面形が径1．4mはどの円形を呈するフラスコ状土坑である。底面はほぼ平坦で，平面

形は長径2．0m，短径1．8mはどの楕円形を呈している。深さは85cmほどで，壁は下位から括れ部にかけて内懐

し，上位は緩やかな傾斜をもって立ち上がっている。また，底面から括れ部までの高さは45～65cmほどである。

覆土　9層に分層される。全体的にやや締まりのある土層であり，第9層はロームを多量に含む固く締まった

層であることから，開口部から流入または壁の一部が崩落したロームが踏み固められたものと考えられる。第

9層より上層は土器の廃棄に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック・焼土粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子微量

3　極暗褐色　ロームブロック中量
4　黒褐色　焼土ブロック・炭化物少量，ロームブロック微量
5　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

6　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
7　暗褐色　ロームブロック中量・炭化物少量，焼土粒子微量

8　暗褐色　ロームブロック中量
9　褐　　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片178点，剥片1点が出土している。抽出・図示した土器を含めて，大多数の遺物が

覆土中～下層にあたる第4・7層から出土しており，廃絶後の埋め戻しの際に一括して廃棄されたものと考え

られる。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。

－98－



A’　　　B　　　139TP221140　TP222　142　　B’

第93図　第129号土坑・出土遺物実測図
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第94図　第129号土坑出土遺物実測図（1）
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第95図　第129号土坑出土遺物実測図（2）

第129号土坑出土遺物観察表（第93～95図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

136 縄 文土器 探 鉢 2 92 （27．5） －

口唇 部下端 に隆帯 が巡る。 口辺 部 にⅤ字状 の

陸幕 文を貼付。胴 部中位 か ら隆帯 が垂下 。
長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷ い橙 覆土 下層 P L 35

137 縄文 土器 探 鉢 28．6 40．6 ［11．8］

口唇 部下端 に隆帯が 巡る。 口辺 部 には刻み を

有す る Y 字状 隆帯文 が垂下 し，半裁竹 管に よ

る平行 沈線が沿 う。地文 は R L の単節縄 文。

長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷ い赤褐 覆土 下層 PL 35

138 縄文 土器 深 鉢 － （23．5） －

胴部 は櫛歯状工 具 による縦位 の波状条線 文 。

2 条一 組の検位 の沈線文 区画 間を磨 り消 す。
長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷ い橙 覆土 下層 PL 35 煤 付着

139 縄文土 器 探 鉢 ［16．9 ］ （11．5） －

把手基 部か ら隆 帯が垂下。口辺部は沈線及び波

状沈線 に よる渦 巻文。地文 は R L の単節縄文。
長石 ・雲母 普通 にぷ い橙 覆土 中層

140 縄文土 器 探 鉢 （36 ．7） ［14．4］

縦位 の隆帯文 に結節沈 線が沿 う。 2 条 一組 の

結節 沈線文。地 文は R L とL R の単節縄 文 を

縦方向 に交互 に施文 し，羽状 構成 を とる。

長石 ・石英 ・雲母 普通 明赤褐
覆土 中～

下層
PL 36

141 縄文土 器 深 鉢 － （12 ．8 ） 11．4 隆帯が垂 下 し，胴 部下端 は無文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 明赤褐 覆土下 層

142 縄 文土器 浅 鉢 ［39．4 ］ （5．8）
口辺部 は コの字 状の隆帯 文。隆帯 の下位 は鍔

状に突 出する。
長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷ い赤 褐 覆土下 層

T P 217 縄 文土器 探 鉢 － （5．7） －

波状 口緑 部の 隆帝に沈線 が沿 う。R L の 単節

縄 文 を施 文。
長石 ・石英 ・雲 母 普通 にぷい橙 覆土 中層

T P 218 縄 文土器 深 鉢 － （8 ．0） －

口辺部 は肥厚 し，複列の結 節沈線 文が沿 う。

R L の単 節縄文 を施文。
長石 普通 灰褐 覆土下 層

T P 219 縄 文土器 探 鉢 － （6 ．2） －

隆帯区画 に よる口辺部文様帯 に平 行沈線 が沿

う。R L の単 節縄文 を施文。
長石 ・石英 ・雲 母 普通 黒褐 覆土 中層

T P 220 縄 文土器 深 鉢 （5 ．9）

口唇部肥厚 。口辺部 は横位 の沈線 区画文。 区

画内に は交 互刺突 による連続 コの字状 隆帯 文

が 巡る。

長石 ・石 英 ・雲 母 普通 にぷい赤 褐 覆土 中層

一・一一Itll



番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

T P22 1 縄文土器 深 鉢 － （9．2） － 口唇部下端に隆帯が波状に巡る。 長石 ・石英 ・雲母 普通 橙 覆土中層

T P22 2 縄文土器 探 鉢 （16．0）

隆帯区画による口辺部文様帯に平行沈線が沿

い，区画内は波状沈線文が巡る。地文は R L

の単節縄文。

長石 ・石英 ・雲母 普通 暗赤褐 覆土下層

T P224 縄文土器 探 鉢 － （6．4） －

R L の単節縄文を地文とし，沈線により曲線

意匠を描出。
長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい橙 覆土中層

TP225 縄文土器 深 鉢 － （14．1） 洗練文及び櫛歯状工具による縦位の条線文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい赤褐 覆土下層

第131号土坑（第96図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群の外縁部にあたるB3i8区に位置している。

重複関係　第105号ピットに掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形が径2．0mはどの不整円形を呈するフラスコ状土坑である。底面はほぼ平坦で，

平面形は長径1．5m，短径1．2mはどの楕円形を呈している。深さは87cmほどで，壁は下位から括れ部にかけて

内偵し，上位は緩やかな傾斜をもって外反して立ち上がっている。また，底面から括れ部までの高さは20～30

cmほどである。

覆土10層に分層される。全体的にやや締まりのある土層である。散在的にロームブロック及びローム粒子が

含まれていることや，不規則な堆積状況を示していることなどから土器の廃棄に伴う人為堆積と考えられる。

①　　　葺
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第96図　第131号土坑・出土遣物実測図
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第97図　第131号土坑出土遺物実測図

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
5　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

⊂二二〕　Q64

6　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
7　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
8　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
9　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
10　にぷい褐色　粘土粒子多量，ローム粒≠微量

遺物出土状況　縄文土器片171点，磨石2点，剥片1点が出土している。土器片は開口部下の覆土上～下層に

かけて散在しており，廃絶時に一括して廃棄されたものと考えられる。TP226・TP230，Q63は覆土下層，

TP229，Q64は覆土中層，TP227・TP228は覆土上層からそれぞれ出土している。また143は覆土中層と上層

から出土した破片が接合したものである。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅱ式期）と考えられる。

第131号土坑出土遺物観察表（第96・97図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼 成 色　 調 出土位 置 備　　 考

143 縄文土器 深 鉢 ［23．2］ （7．6） －

肥 厚 した口唇部 及び 口辺 部下位 に横 位の爪 形

文を施文 。
長石 ・石 英 ・雲母 普 通 にぷい褐

覆土 上～

中層

T P 226 縄文土器 深 鉢 － （6．6）
楕 円形 隆帯区画 に よる口辺部文様帯 に複列 の

結 節沈線 が沿 う。
長石 ・石 英 ・雲母 普 通 にぷい赤褐 覆土 下層

T P 227 縄 文土器 深 鉢 － （5．9） －

口唇部 下端 に隆帯が巡 る。隆帯 には結節沈 線

が 沿 う。
長石 ・雲 母 普 通 にぷい橙 覆土上 層

T P 228 縄 文土器 探 鉢 － （12．7）
隆帯区画 に よる口辺部文 様帯に複列 の結節 沈

線 が沿 う。
長石 ・石 英 ・雲母 普 通 にぷい橙 覆土上 層

T P 229 縄 文土器 深 鉢 （9．2）

隆 帯区画 に よる口辺部文 様帯に半裁竹 管 に よ

る 2組 の平行 沈線が沿 う。区画内 は横 位の 平

行 した波状 沈線 文。

長 石 ・石 英 ・雲母 普 通 灰褐 覆土 中層

T P 230 縄 文土器 浅 鉢 － （5．9） － 胴 部無文。 長 石 ・石 英 ・雲母 普 通 にぷい赤褐 覆土下 層 内外 面研磨

番 号 器　 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考
長 さ 幅 厚 さ 重　 量

Q 63 磨石 4．0 5．8 （2．7） （76．3） 雲母 片岩 2側線 を使用 。 覆土下層 PL 50

Q 64 磨石 4．8 4．4 1．2 30．1 安 山岩 全側線 を使用 。 覆土中層

第132号土坑（第98・99図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群の外縁部にあたるB3i7区に位置している。

重複関係　第146号土坑に掘り込まれている。第7号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　東部を第146号土坑に掘り込まれているため明確ではないが，開口部が平面形は径1．7mはどの円

－103－
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第98図　第132号土坑・出土遺物実測図
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第99図　第132号土坑出土遣物実測図

0　　　　　　　　　　　　　10甜l

形を呈するフラスコ状土坑と推定される。底面ははぼ平坦で，平面形は径2．2mはどの円形と推定される。深

さは67。mほどで，壁は下位から括れ部にかけて内債し，上位はほぼ直立している。また，底面から括れ部まで

の高さは45～55cmほどである。

覆土　5層に分層される。暗褐色を基調としたやや締まりのある土層である。土層観察面を第146号土坑に掘

り込まれているため明確ではないが，残存部の堆積状況に大きな乱れがみられないことかち自然堆積と考えら

れる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック微量
3　暗褐色　ロームブロック少量

4　暗褐色　ロームブロック微量

5　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片256点が出土している。土器片は覆土上～下層にかけて散在して出土しており，平

面的な位置に特異な傾向は認められない。144は底面の北壁際から出土しており，時期決定の指標となる遺物

である。また，145，TP235・TP240は覆土下層，148，TP236～TP238は覆土上層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅱ～Ⅲ式期）と考えられる。

第132号土坑出土遺物観察表（第98・99図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位 置 備　　 考

144 縄文土 器 深 鉢 10．5 （16．0） ［8．0］

把手 か ら刻み を有する隆帯 が垂下 。口唇部 下

端 は複列の結節 沈線 を有 する隆帯 が巡 る。 胴

部 は複列 の結節沈線 が沿 う隆帯 によるⅩ字 状

文 ・0 字状文 ・波状 文。

長石 ・石 英 ・雲母 普通 にぷ い橙 底　　 面 P L 35

145 縄文 土器 深 鉢 11．0 10．0 5．2

口唇 郡肥厚。 口辺 部は 2 本 の隆帯 区画文が 巡

り，隆帯 を基部 に して 2単位 の橋状把 手 を作

出。地文 は L R の単節縄 文。

長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷ い橙 覆土下 層 P L 34

148 縄文 土器 浅 鉢 ［19．0］ 5．8 6．4 無文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷ い黄 橙 覆土上層 P L 36

T P 23 5 縄文土 器 深 鉢 （6．4） －

隆帯 区画に よる口辺部文様帯 に 2条 一組の 結

節沈線 が沿 う。

長石 ・石英 ・雲母 ・

赤色粒 子
普通 にぷ い橙 覆土下 層

T P 23 6 縄文 土器 深 鉢 － （6．6）
口唇部 肥厚。口辺部 は横位 の波状隆苛 文。 R

L の単 節縄文 を施 文。
長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷ い橙 覆土上 層

T P 23 7 縄文 土器 深 鉢 （9．5） － 無文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 褐灰 覆土上 層

T P 23 8 縄文 土器 探 鉢 （12．3） －
隆帯 区画に よる胴 部文様帯 に爪形文 が沿 う。 長石 ・石英 ・雲母 普通 灰褐 覆土上 層

T P 240 縄文 土器 深 鉢 （4．0） － L の無 節縄文 を縦 方向に施 文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷ い褐 覆土下 層
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第臓離乳患坑（第摘。用図）

位置　調査区中央部の平坦乱土坑群の外縁部にあたるB3h7区に位置している。

規模藍形状　開口部の平面形が長径上5m，短径上Omほどの楕円形を皇するフラスコ状土坑である。底面はほ

ぼ平坦でタ平面形は長径上6mタ短径14mほどの楕円形を皇している。深さは115cmほどで，壁は下位から括

れ部にかけて内懐しタ上位はほぼ直立している。また，底面から括れ部までの高さは90cmほどである。

啓豊　6層に分層される。全体的にやや締まりのある土層で，特に第102層は固く締まっている。第6層は

粘性が強も　ほぼ水平の堆積状況を示していることなどから自然堆積と考えられ，第6層より上層は堆積状況

に乱れが見られることや土器が集中して出土していることなどから，土器の廃棄に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説

l　暗　褐　色［‾‾lトー∴粒子・炭化粒子少量

2　暗褐色　にトームブロック。焼土粒子e炭化粒子微量

3　極暗褐色　ロ…ムブロック少量

4　黒褐色　炭化粒子少量，ロームブロック微量
5　褐　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

6　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量

A′旦苛
0
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第101図　第134号土坑出土遺物実測図

遺物出土状況　縄文土器片161点，不明土製晶1点，磨石2点，敲石1点が出土している。遺物は，抽出・図

示したものを含めて覆土上～中層にかけて散在しており，比較的大形の破片は，北壁寄りから廃棄されたよう

な状況で出土している。

所見　出土土器が第6層が堆積した後に廃棄されたものと考えられるため時期判断は難しいが，土器の廃棄時

期は中期中葉（阿王台Ⅱ式期）と考えられる。

第134号土坑出土遺物観察表（第100・101図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼 成 色　 調 出土 位置 備　　 考

149 縄文土 器 深 鉢 ［32．9］ （35 月）

波頂部 か らロ緑 部にか けてに刻 みを有す る隆

帯文 を貼付 。口辺部及 び胴部 には爪形文 が巡

る。胴 部は Ⅴ字状隆帯文 の基部 か ら波状 隆帯

垂下。

長石 ・雲母 ・赤色

粒子 ・
普通 にぷ い橙

覆土 上～

中層
P L36

150 縄文土 器 深 鉢 ［24．6］ （13 ．5） 口唇 部月巴厚。 口辺部 ・胴上 部無文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷ い赤褐 覆 土中層

151 縄文土 器 深 鉢 ［17．9 ］ （11．2） － 口唇 部下端 に隆帯が巡 る。口辺郎 無文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷ い橙 覆 土上層

152 縄文土 器 深 鉢 ［19．2 ］ （6．1） －
口唇 部つ まみ上げ。口辺 部無文 長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷ い橙

覆土上～

中層
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番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 ． 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

T P248 縄文土器 深 鉢 （5．4）
刻みを有する隆帯区画による口辺部文様帯に

半裁竹管による結節沈線が沿 う。
長石 ・石英 ・雲母 普通 褐灰 覆土上層

T P249 縄文土器 探 鉢 （6．8）

口辺部は横位の隆帯区画文上位に波状隆帯文

が巡る。胴部は縦位のY 字状隆帯文に複列の

結節沈線が沿 う。

長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい赤褐 覆土上層

T P250 縄文土器 浅 鉢 （4．9） 口唇部下端に隆帯が巡る。口辺部無文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 橙 覆土上層 内面赤彩

T P251 縄文土器 浅 鉢 － （9．2） － 口唇部肥厚。口辺部無文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 橙 覆土上層 内面研磨

番 号 器 種
計　　 測　　 値

胎 土 ・色調 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考
長 さ 幅 厚 さ 重　 量

DP 6 不明土製品 9．8 1．3 1．2 20．2 長石 ・石英 ・雲母，橙 器面には免状工具による刻みを有する。 覆土上層 土器作成時の粘土紐 カ

番 号 器　 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考
長 さ 幅 厚 さ 重　 量

Q 68 磨　 石 10，4 7．9 6．8 7 69．8 安山岩 全側面を使用。両端に敲打痕。 覆土上層 PL50

Q 69 磨　 石 5．3 5．7 2．3 10 3ユ 安山岩 全側線を使用。 覆土上層

Q 70 敲　 石 6．9 15．6 2．3 3 24．0 安山岩 1側線に敵打痕。 覆土上層

第135号土坑（第102図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群の外縁部にあたるB3g7区に位置している。

規模と形状　開口部の平面形が径0．9mはどの円形を呈するフラスコ状土坑である。底面は中央部にやや高ま

りをもち，平面形は径2．3mはどの円形を呈している。深さは100cmほどで，壁は下位から括れ部にかけて内傾

し，上位はほぼ直立している。また，底面から括れ部までの高さは65cmほどである。

覆土10層に分層される。第8層を除きやや締まりのある土層である。上～下層にかけて粘土ブロック・粘土

粒子が含まれており，特に第6層において顕著である。また，第9・10層には多量のロームブロックが見られ

る。これらのことから人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化物微量
3　褐　　色　ロームブロック多量
4　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物・粘土ブロック微

量
5　暗褐色　ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量

6　暗褐色　粘土ブロック多量，ロームブロック・焼土粒子・炭化

粒子微量
7　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子・粘土ブロック微量
8　黒褐色　ロームブロック中量，炭化物微量
9　褐　　色　ロームブロック多量，粘土粒子少量
10　褐　　色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片17点，剥片1点が出土している。出土遺物は些少で，すべてが細片である。TP252

を含めて大多数の遺物が覆土中層から出土しており，廃絶後の埋め戻しに伴って廃棄されたものと考えられる。

＼　　　　　　　　　／

＼　　　　　　　　　　　　　／

＼　　　　　　／

＼一一一一／／ヾ・

0　　　　　　　　　　　　　2m
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第102図　第135号土坑・出土遺物実測図



所見　出土土器が少なく，細片のみであるため判然としないが，出土している土器片に明確な時期差が認めら

れないことから，覆土中層の埋め戻し時期は中期中葉（阿王台Ⅱ～Ⅲ式期）と考えられる。

第135号土坑出土遺物観察表（第102図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

T P252 縄文土器 傑 鉢 － （6．6） －

隆帯区画による口辺部文様帯に結節沈線が沿

う。区画内には斜位の結節沈線文を施文。
長石 ・石英 ・雲母 普通 橙 覆土中層

第138号土坑（第103・104図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3a6区に位置している。

重複関係　第82号ピットに掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形が長径1．8m，短径1．4mはどの楕円形を呈するフラスコ状土坑である。底面はほ

ぼ平坦で，平面形は長径1．7m，短径1．4mはどの楕円形を呈している。深さは105cmほどで，壁は下位から括

れ部にかけて内懐し，上位は緩やかな傾斜をもって皿状に立ち上がっている。また，底面から括れ部までの高

さは45～60cmほどである。

覆土11層に分層される。全体的に固く締まった土層であり，括れ部より下層にあたる第．6層以下は，ローム

がブロック状に混入しているはか，粘土ブロックや焼土ブロック，炭化物などが含まれ不規則な堆積状況を

示していることなどから土器の廃棄に伴う人為堆積と考えられる。第1～5層は，堆積状況に乱れが見られな

いことから半ば埋没した階段で土砂が流入した自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
2　暗褐色　ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック・粘土ブ

ロック微量

3　褐　　色　ロームブロック中量
4　褐　　色　ロームブロック少量
5　褐　　色　ロームブロック中量
6　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物・粘土ブロック少量

7　褐　　色　ロームブロック中量，炭化物少量
8　黒褐色　ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック・粘土ブ

ロック微量
9　暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
10　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
11暗褐色　粘土ブロック中量，炭化物少量，ローム粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片47点，磨石4点，敲石1点，石核1点が出土している。遺物は覆土中～下層の壁際

寄りのに集中する傾向が見られる。底面から出土している155を除き，抽出・図示した遺物はいずれも覆土下

層から出土しており，廃絶時に一括して廃棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿玉台Ⅲ式期）と考えられる。

第103図　第138号土坑・出土遺物実測図
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第104図　第138号土坑出土遺物実測図

第138号土坑出土遺物観察表（第103・104図）

．才一Sr亡．■勺叫句妄
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番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

153 縄文土器 浅 鉢 ［16．0］ （4．9） ［9．4］ 口辺部無文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい赤褐 覆土下層

154 縄文土器 深 鉢 － （13．0） ［7．8］
沈線文及び縦位の隆帯文。地文は R L の単節

縄文。
長石 ・雲母 普通 淡橙 覆土下層

155 縄文土器 浅 鉢 － （4．3） 11．8 胴部無文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい赤褐 底　　 面 底部網代痕

T P2 53 縄文土器 探 鉢 － （4．7） －

隆帯区画による口辺部文様帯に結節沈線が沿

う。区画内は横位の山形沈線文。
長石 ・石英 ・雲母 普通 橙 覆土下層

T P2 54 縄文土器 探 鉢 － ほ4） －

胴部上位に沈線及び波状沈線による区画文が

巡る。地文は R L の単節縄文。
長石 ・雲母 普通 褐灰 覆土下層

T P2 56 縄文土器 探 鉢 － （12．7） －

R L の単節縄文を地文とし，隆帯が垂下。沈

線により文様描出。
長石 ・雲母 普通 褐灰 覆土下層

T P2 57 縄文土器 浅 鉢 （7．8） －
口唇部下端に隆帯が巡る。無文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 明赤褐 覆土下層
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番 号 器　 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考

6　　 度

Q 72

Q 73

Q 74

飯　 石 6．3 4．6 1．7 76．0 砂　 岩 全側線 に敲打痕。 覆土下層

磨　 石 6．4 4．2 3．2 10 1．6 砂　 岩 全側面 を使用。 覆土上層

磨　 石 7．1 53 2．4 142 ．1 砂　 岩 3 側線 を使用。 覆土下層

第139号土坑（第105図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3f5区に位置している。

規模と形状　平面形は長径1．1m，短径0・9mはどの楕円形で，深さは115cmほどである0底面はほぼ平坦で，

壁が直立する円筒状の土坑である。

覆土　8層に分層される。全体的にやや締まりのある土層で，各層の含有物に大きな差異がなく，レンズ状の

堆積状況を示しているなどから自然堆積と考えられる。

∴こ∴‥　　　　　∴　∴
遺物出土状況　縄文土器片65点が出土している0土器片は覆土上～下層にかけて散在しており，平面的な位置

に特異な傾向は認められない。TP259は覆土下層から出土しており，時期判断の指標となる遺物である0また・

156は覆土中層，TP258は覆土上層から出土している。

所見　時期は，出土土器から後期前葉（称名寺2式期）と考えられる。

⑥　　　　　　A。。．。m A

無◎麺′　7

第105図　第139号土坑・出土遺物実測図

第139号土坑出土遺物観察表（第105図）

主一二一三 0　　　　　　　　　　　　　2m

l・・盛二凍土．

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼 成 色　 調 出 土 位 置 備　　 考

（1 2 ．9 ） 胴 部 無 文 。
長 石 ・ 石 英 ・雲 母 ・

赤 色 粒 子
普 通 橙 覆 土 中 層

1 5 6 縄 文 土 器 探 鉢 －
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番 号 種　別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

T P258 縄文土器 深 鉢 （3．4） 櫛歯状工具による斜格子文。 長石 ・石英 普通 にぷい褐 覆土上層

T P259 縄文土器 深 鉢 － （5．4） － 縦位の沈線区画文。 長石 ・石英 普通 褐灰 覆土下層

第140号土坑（第106・107図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3f4区に位置している。

規模と形状　平面形は長径1．6m，短径1．4mほどの楕円形で，深さは93cmほどである。底面ははば平坦で，壁

がほぼ直立する円筒状の土坑である。

覆土　7層に分層される。第6・7層はロームがブロック状に混入していることから人為堆積と考えられる。

覆土上層にあたる第1～5層は，壁の崩落層と考えられる第4・5層を除けばロームブロックなどの混入物も

微少で，レンズ状の堆積状況を示していることなどから自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローームブロック・焼土粒子・炭化物微量
2　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　褐　　色　ロームブロック中量

5　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
6　黒　　色　ロームブロック中量，炭化物少量，焼土ブロック微量
7　褐　　色　ロームブロック多量

遺物出土状況　縄文土器片241点，磨石2点が出土している。土器片は主に覆土上～中層にかけて散在してお

り，平面的な位置に特異な傾向は認められない。158は人為堆積と考えられる第6・7層内の異なったレベル

から出土した破片が接合したものであり，廃絶時の埋め戻しに伴って廃棄された遺物と考えられる。さらに，

TP260・TP263・TP265は第6層上面から出土しており，158とともに時期判断の指標となる遺物である。また，

第106図　第140号土坑・出土遺物実測図
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TP263

第107図　第140号土坑出土遺物実測図

一一一一一

157，TP264・TP266及びQ77は覆土上層，TP261は覆土中層，TP262は覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　出土土器から，時期は後期初頭（称名寺1式期）と考えられる。

第140号土坑出土遺物観察表（第106・107図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土 位置 備　　 考

157 縄 文土器 深 鉢 ［24．2］ （19 ．1）

口辺部無 文帯の 下端 を舌状 突起 を付 した隆帯

で 区画す る。胴 部は櫛歯状 工具 に よる縦 位 の

条線文。

長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷ い赤褐 覆土 上層

158 縄 文土器 深 鉢 ［17．6］ （18 ．4）

口緑部無 文帯の 下端 を環状 の突起 を付 した微

隆帯 で区画す る。胴部 は 2 条一組 の沈線 に よ

る斜格子 文。

長石 ・石英 普通 にぷ い赤褐
覆土 中～

下層

T P 260 縄 文土器 探 鉢 （7．3）

隆帯 及び円形 貼付文 によ り把 手 を作 批 把 手

には 2 か所 の貫通孔 を有 し， 内面に も 2 か所

の 円形刺突文 を付す。 口辺都 は沈線 によ り文

様描 出。

長 石 ・石英 ・雲母 普通 にぷ い赤褐 覆 土中層

T P 26 1 縄 文土器 探 鉢 － （4．8） －

口唇 部内面 下端に隆帯 が巡 る。口辺部 は沈 線

区画文 内に L R の単節縄 文 を充 填。

長石 ・石 英 ・赤色

粒 子
普通 にぷ い褐 覆 土中層

T P 262 縄 文土 器 深 鉢 － （5．5） －

口唇 郎下端 に沈線が巡 る。口辺 部沈線文 。 L

R の単 節縄文 を充填。
長石 ・赤 色粒子 普通 にぷ い橙 覆 土下層

T P 263 縄 文土 器 深 鉢 － ほ7） －
沈線 によ る区画文。 長石 ・石 英 ・雲母 普通 にぷ い赤褐 覆 土中層

T P 264 縄文土 器 深 鉢 － （6．3） －
沈線 区画文 内に L R の単節縄 文を充填 。 長 石 ・石 英 ・雲母 普通 明赤 褐 覆 土上層

T P 265 縄文 土器 探 鉢 － （9．6） － 条線 に よる斜 格子文。 長石 ・石 英 ・雲母 普通 橙 覆 土中層

T P 266 縄文土 器 深 鉢 － （4．8） 櫛歯状 工具 による縦位 の櫛歯状 文。 長石 ・石 英 普 通 橙 覆土上層

番 号 器 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考

長 さ 幅 厚 さ 重　 量

Q 77 磨　 石 8．6 4．9 2．9 142．8 安 山岩 全側面 を使用。 覆 土上層

第142号土坑（第108図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3f5区に位置している。
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第108図　第142号土坑・出土遺物実測図
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重複関係　第201号ピットに掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形が長径1．4m，短径1・Omほどの楕円形を呈するフラスコ状土坑である0底面はは

ぼ平坦で，平面形は長径2．4m，短径2．0mはどの楕円形を呈している0深さ90cmほどで，壁は下位から大きく

括れて内傾している。括れ部において本跡を確認したため上位は不明である。

覆土　5層に分層される。全体的にやや締まりのある土層であり，第4層はローム粒子を多く含み，特に固く

締まっていることから，開口部から流入したロームが踏み固められたものと考えられる0全層に比較的多くロー

ムが含まれているものの，堆積状況に大きな乱れが見られないことから自然堆積と考えられる0

土層解説
1暗褐色　ロームブロック少量
2　褐　　色　ローム粒子中量
3　黒褐色　ローム粒子微量

4　褐　　色　ローム粒子多量

5　褐　　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片17点，磨石1点が出土している。抽出・図示した土器を含めて，完形に近い土器や

大形の破片は覆土下層の壁際寄りから出土しており，これらの出土位置は，第4層が本土坑機能時にすでに堆

積していたという想定のもとではほぼ底面にあたることから，廃絶時に遺棄もしくは廃棄されたものと考えら

れる。なお，Q79は覆土中層からの出土である。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿玉台Ⅳ式期）と考えられる。

第142号土坑出土遺物観察表（第108図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様 lの　 特　 徴 胎　　 土 焼 成・ 色　 調 出土位 置 備　 考

［21．6］ （30．9） ［7．6］

L の無節縄 文 を施 した隆帯 区画 による口辺 部

文様帯 。区画内 は波状沈線 文及 び隆帯に沿 っ

た結節沈 線文。

長石 ・雲 母 普通
黒褐

にぷい赤 褐
覆土下 層 P L 36

159 縄文土 器 探 鉢

160 縄文土 器 探 鉢 13．5 19 ．0 ［7．8］ 口辺部肥 厚。無文 。 長石 ・石 英 ・雲母 普通 にぷ い橙 覆土下 層 P L 36 煤付 着

T P 267 縄文 土器 浅 鉢 － （9．0） －
胴部無 文。 長石 ・石 英 ・雲母 普通 にぷい褐 覆土下 層 外 面研磨

番 号 器 種 ．
計　　 測　 ．値 材 ．質 特　　　　　　　 徴 出土位 置 備　　　　 考

長 さ 幅 厚 さ 重　 量

Q 79 磨　 石 12．3 9．1 5．9 966．7 安 山岩 全側面 を使用。 1側線 に敲打痕 。 覆土 中層 P L 50

第143号土坑（第109図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3e2区に位置している。　　し

重複関係　第30号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　開口部の平面形が長径0．7m，短径0・6mはどの楕円形を呈するフラスコ状土坑である0底面はほ

ぼ平坦で，平面形は径2．0mはどの円形を呈している0深さ78cmほどで，壁は下位から大きく括れて内優し，

上位は直立している。また，底面から括れ部までの高さは45～50cmほどである。

覆土　6層に分層される。全体的にやや締まりのある土層であり，第6層はロームがブロック状に含まれ特

に固く締まっていることから，開口部から流入したロームが踏み固められたものと考えられる0第6層以外は

不規則な堆積状況を示していることから人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ロームプロ、ソク少量，炭化粒子・粘土ブロック微量

4　黒褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

5　暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子・粘土
ブロック微量

t′r

6　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物・粘土ブロッ
ク微量

遺物出土状況　縄文土器片45点，石皿1点が出土している。抽出・図示した遺物を含めて大形の破片は，丘状に
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高まった第6層の裾部にあたる底面及び覆土下層から出土しており，廃絶直後に廃棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ～Ⅳ式期）と考えられる。
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第143号土坑出土遺物観察表（第109図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

161 縄文土器 探 鉢 －
（8．1） －

口唇部下端には隆帯が巡り，隆帯に沿って沈線

文。波頂部には大小2個の団扇状の突起を付す。
長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい赤褐 覆土下層

162 縄文土器 探 鉢 － （10．4） 7．2 無文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 樫 底　　 面
煤 ・炭化物付

着

TP268 縄文土器 浅 鉢 － （10．3） － 口唇部肥厚。無文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい橙 底　　 面 口唇部赤彩

T P269 縄文土器 探 鉢 － （4．5） －

口唇部下端に半裁竹管による結節沈線が巡る。

胴上部はL R の単節縄文を施文。
長石 ・石英 ・雲母 普通 橙 覆土下層

T P270 縄文土器 探 ．鉢 － （5．8） －

口辺部は結節沈線及び2 条一組の波状沈線が

巡る。地文はL の無節縄文。
長石 ・石英 ・雲母 普通 たぷい橙 覆土下層

番 号 器 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考

長 さ 幅 厚 さ 重　 量

Q 80 石　 皿 （16．6） （23．2） （11．6） （2709．2） 安山岩 表面中央部が窪む。表面 3孔，裏面19孔。 底　　 面

第144号土坑（第110・111図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3a5区に位置している。

規模と形状　開口部の平面形が径1．9mほどの円形を呈するフラスコ状土坑である0底面はほぼ平坦で，平面

形は径2．1mほどの円形を呈する。深さ90cmほどで，壁は下位から括れ部にかけて内優し，上位は緩やかな傾

斜をもって立ち上がっている。また，底面から括れ部までの高さは45～70cmほどである0

覆土16層に分層される。全体的に固く締まった土層であり，ロームがブロック状に混入していることや不規

則な堆積状況を示していることなどから土器の廃棄に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　極暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
5　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
6　黒褐色　ロームブロック微量

7　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
8　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

9　黒褐色

10　暗褐色
11暗褐色
12　暗褐色
13　褐　　色

14　褐　　色
15　褐　　色
16　褐　　色

ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

ロームブロック少量

ロームブロック中量

ローム粒子少量

ローム粒子多量

ロームブロック多量，炭化粒子微量

ロームブロック多量

ロームブロック多量

遺物出土状況　縄文土器片201点，磨石5点，剥片1点が出土している。土器片は覆土上～下層に散在する状

況で出土しており，比較的大形の破片は覆土中層に集中している○平面的な出土位置には特異な傾向は認めら

れない。163・164・166，TP271は覆土中層から出土している0また，Q81は覆土上層，165，Q82は覆土中か

らそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。

第110図　第144号土坑実測図
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第111図　第144号土坑出土遺物実測図
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第144号土坑出土遺物観察表（第111図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

163 縄文土 器 深 鉢 ［34．9］ （17．8 ）

波頂 部に波状 の隆帯貼 付文。隆帯 区画 によ る

口辺 部文様 帯に結節 沈線及 び沈線が沿 う。地

文 は R L の単節縄 文。胴部 は半裁 竹管 によ る

条線文 。

長石 ・石英 ・雲 母 普通 にぷ い橙 覆土中層

164 縄文土 器 浅 鉢 ［40．0］ （8．3） － 口唇部 下端 に隆帯が巡 る。口辺部 無文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷ い赤褐 覆土中層 内外面研 磨

165 縄文土 器 浅 鉢 ［29．6］ （7．7） － 無文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷ い赤褐 覆　　 土

166 縄文 土器 深 鉢 － （18 ．0 ） ［11．4］
隆帯 文 に沈 線が沿 う。地文 はR L とL R の単

節縄文 を交互 に施文 し，羽状構成 を とる。
長石 ・石英 ・雲母 普通 橙 覆土中層

T P 27 1 縄文 土器 深 鉢 － （5．8）
波状 口緑 部に は隆苛 区画文 を配 し，区画 内外

を波状 沈線 及び結節沈 線で加飾 。
長石 ・石英 ・雲母 普通 明赤 褐 覆土中層

番 号 器 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考

長 さ 幅 厚 さ 重　 量

Q 81 磨　 石 10．9 6．8 1．8 190．7 砂　 岩 全側緑 を使用。 覆土上層 被熱痕 あ り

Q 82 磨　 石 （7．8） 6月 3．2 （2 53．8） 安 山岩 全側面 を使用。 覆　　 土 煤 付着 ，被 熟痕あ り

第145号土坑（第112・113図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群の外縁部にあたるB3i8区に位置している。

重複関係　第7号土坑に掘り込まれている。また，第133号土坑と重複しており，土層では確認できなかった

が，出土土器から本跡が古いと考えられる。

第112図　第145号土坑・出土遺物実測図
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0　　　　　　　　　　　10cm

第113回　第145号土坑出土遺物実測図

規模と形状　開口部の平面形が径1．6mはどの円形を呈するフラスコ状土坑である。底面はほぼ平坦で，平面

形は径1．7mほどの円形を呈している。深さ86cmほどで，壁は下位から括れ部にかけて内懐し，上位は緩やか

な傾斜をもって立ち上がっている。また，底面から括れ部までの高さは70C皿ほどである。

覆土10層に分層される。暗褐色を基調としたやや締まりのある土層であり，全層ともにロームなどの混入物

は微少で，色調にも大きな差異はないことから自然堆積と考えられる。なお，第10層はロームブロック，粘土

粒子を含み，特に固く締まっていることから，開口部から流入した土砂が踏み固められたものと考えられる。

・土層解説

1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子・炭化物微量
3　暗褐色　ロームブロック少量
4　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
5　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

6　暗褐色　ロームブロック中量
7　暗褐色　ローム粒子・炭化物微量

8　暗褐色　粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
9　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
10　暗褐色　ロームブロック・粘土粒子少量，炭化物微量

遺物出土状況　縄文土器片337点，磨石1点，不明土製晶1点が出土している。土器片は覆土中に散在して出

土しており，平面的な出土位置に特異な傾向は認められない。167は，168の胴部にすっぽりと被さるような状

態の逆斜位で覆土下層から出土している。また，169，TP272は底面から出土しており，167・168とともに時
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期判断の指標となる遺物である。DP7は覆土上層，TP273は覆土中からの出土である。

所見167の胴部に168が被さった状態で出土していることは，廃棄の際に何らかの意図を含んでいたことが想

定されるが，その詳細については不明である。時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる0

第145号土坑出土遺物観察表（第112・113図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　 ．土 焼成 色　 調 出土位置 備　 草

167 縄文土器 深 鉢 ［29．8］ （34．3）

口辺部は刻みを有する隆帯による区画文。区

画内には斜行沈線文を施し，上位は刻みを有

する逆 J 字状隆帯文，下位は橋状把手を有す

る。胴部上位に無文帯を配 し，結節沈線が沿

う隆帯区画文下に0 字状の隆帯文。地文はR

L の単節縄文。

長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい赤褐 覆土下層 PL36

168 縄文土器 探 鉢 24．8 34．2 10．7
R L の単節縄文を地文 とし，縦位の結節回転

文を施文。
長石 ・雲母 普通

灰褐

にぷい橙
覆土下層 PL37

169 縄文土器 深 鉢 － （18．6） －

押庄文を有する隆帯が垂下。R L の単節縄文

を縦及び斜方向に施文。
長石 ・石英 ・雲母 普通 灰褐 底　　 面

T P272 縄文土器 深 鉢 － ．（8．4） －
口唇部下端に隆帯が巡る。口辺部無文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 灰褐 底　　 面

T P273 縄文土器 深 鉢 （7．5）

隆帯区画による口辺部文様帯に結節沈線が沿

う。区画内はR の無節縄文を地文 とし，横位

の波状沈線文を施文。

長石 ・石英 ・雲母 普通 たぷい褐 覆　 土

番 号 器 種
計　　 測　　 値

胎 土 －・色 調 掛　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考

長 さ 幅 厚 さ 重　 量

DP 7 土器円盤 3．6 3．8 1．3 18．9 長石 ・石英 ・雲母，橙 周縁部荒削り。無文。 覆土上層 PL48

第146号土坑（第114・115図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群の外縁部にあたるB3i8区に位置している。

重複関係　第132号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　開口部の平面形が長径1．9m，短径1．4mほどの楕円形を呈するフラスコ状土坑である。底面は北

東に向かって緩傾斜しており，平面形は長径2．0m，短径1．5mほどの楕円形を呈している。深さ80～100cmほ

どで，壁は下位から括れ部にかけて内優し，上位は外債して立ち上がっている。また，底面から括れ部までの

高さは40～50cmほどである。

覆土　7層に分層される。暗褐色を基調とし，全体的にやや締まりのある土層である。堆積状況に乱れが見ら

れないことなどから自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　炭化粒子少量，ロームブロック微量

2　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム中ブロック・炭化粒子少量
4　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

5　暗褐色　ロームブロック少量

6　暗褐色　ロームブロック中量，粘土粒子少量
7　暗褐色　ロームブロック・粘土粒子少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片89点，磨製石斧1点，磨石1点が出土している。抽出・図示した遺物を含めて，ほ

とんどの土器が覆土中層の北西寄りから出土しており，覆土下層が堆積した後，一括して廃棄されたものと考

えられる。なお，TP274は覆土上層，Q86は覆土中層，TP275は覆土中からの出土である。

所見　出土土器が第4・5層が堆積した後に廃棄されたものと考えられるため判然としないが，土器の廃棄時

期は中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。
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第114図　第146号土坑・出土遺物実測図
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第146号土坑出土遺物観察表（第114図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

146 縄文土器 深・鉢 － （21．2） －
R L の単節縄文を縦方向に施文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい褐 覆土中層

147 縄文土器 探 鉢 － （12．1） －
胴部無文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい褐 覆土中層

T P231 縄文土器 深 鉢 － （10．6） －

隆帯区画による口辺部文様帯に結節沈線が沿

う。
長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい褐 覆土中層

T P232 縄文土器 深 鉢 （10．7）

隆帯区画による口辺部文様帯に結節沈線が沿

う。区画内はL の無節縄文を地文とし，横位

の波状沈線文を施文。

長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい褐 覆土中層

T P234 縄文土器 深 鉢 － （9．5） －

口唇部下端に半裁竹管による平行沈線が沿 う

隆帯が巡る。R L の単節縄文を施文。
長石 ・石英 ・雲母 普通 橙 覆土中層

T P239 縄文土器 ．探 鉢 － （8．8）． －
胴上部の無文帯の下位に隆帯区画文。R L の

単節縄文を縦方向に施文。
長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい赤褐 覆土中層

T P274 縄文土器 深 鉢 － （6．1） －
口唇部下端は隆帯が巡 り，半裁竹管による平

行沈線が沿う。R L の単節縄文を施文。
長石 ・石英 ・雲母 普通 橙 覆土上層

T P275 縄文土器 探 鉢 （4．6）
口辺部はⅤ字状隆帯文に半裁竹管による平行

沈線が沿う。R L の単節縄文を施文。
長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい赤褐 覆　　 土

番 号 車 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考

長 さ 幅 厚 さ 重　 量

Q 86 磨製石斧 （10．4） 2．5 4．5 （239．2） 輝線岩 定角式。器面研磨入念。 覆土中層 PL48 刃部先端 ・基部欠損

第147号土坑（第115・116図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群の外縁部にあたるB3g8区に位置している。

規模と形状　開口部の平面形が長径1．6m，短径1．4mはどの楕円形を呈するフラスコ状土坑である。底面はほ

ぼ平坦で，平面形は径1．6mはどの円形を呈している。深さは120cmほどで，壁は下位から括れ部にかけて内傾

し，上位は外傾して立ち上がっている。また，底面から括れ部までの高さは80～90cmほどである。

覆土11層に分層される。全体的にやや締まりのある土層であり，堆積状況に乱れが見られないことから自然

堆積と考えられる。第3・4層は開口部の壁の崩落層と考えられる。また，第7層以下に粘土ブロック・粒子

が含まれているのは，粘土層を掘り抜いていることに起因すると考えられる。

土層解説
1暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

4　褐　　色　ロームブロック中量
5　暗褐色　炭化物少量，ローム粒子・粘土ブロック微量
6　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
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第115図　第147号土坑実測図

7　極暗褐色　ローム粒子・炭化物・粘土粒子微量
8　黒褐色　粘土ブロック少量，炭化物・ローム粒子微量
9　暗褐色　ローム粒子・炭化物・粘土粒子微量

10　黒褐色　粘土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
11極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
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第116図　第147号土坑出土遺物実測図

遺物出土状況　縄文土器片68点，磨製石斧1点，磨石3点が出土している。土器片は覆土中に散在しており，

平面的な出土位置に特異な傾向は認められない。170は覆土中層と下層から出土した破片が接合したものであ

り，埋没過程で廃棄もしくは流入したものと考えられる。また，171は覆土下層，Q87は覆土中層，TP276，

Q88は覆土上層から出土している。

所見170が覆土中～下層から出土していることから，覆土中層の堆積時期は中期中葉（阿王台Ⅱ～Ⅲ式期）

と考えられる。

第147号土坑出土遺物観察表（第116園）

番 号 種　 別 券 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土 位置 備　　 考

170 縄 文土器 探 鉢 ［33．2］ （15．1） －

肥厚 した 口唇 部に 2 個 一組の突 起 を貼付 。胴

上部 は対 時す るC 字状 の貼付文。
長石 ・石英 ・雲 母 普通 橙

覆土 中～

下層

171 縄 文土器 器 台 ［21．4］ 5，6 ［18 ．0 ］ 器部の緑 に刻み が巡 る。台 部には孔 を有する。 長石 ・石英 ・雲 母 普通 明赤褐 覆土 下層 P L 44
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番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

T P276 縄文土器 探 鉢 （12．0） －
口辺部は結節沈線による区画文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい褐 覆土上層

番 号 器　 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考

長 さ

（7．4）

帽 厚 さ 重　 量

Q 87 磨製石斧 6．1 （3．7） （244．1） 砂　 岩 定角式。器面研磨入念。 覆土中層 PL48 基部欠損

Q 88 磨　 石 11．0 8．9 4．6 76 1．8 安山岩 全側面を使用。全側線に敵打痕。表面2 孔。 覆土上層 PL5 1

第148号土坑（第117図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群の外縁部にあたるB3jO区に位置している0

重複関係　第149号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　平面形は長径1．5m，短径1・3mはどの楕円形で，深さは50cmほどである0底面はほぼ平坦である

が，第149号土坑と重複する部分はやや落ち込んでおり，壁は緩やかな傾斜をもって立ち上がっている0

覆土　6層に分層される。全体的にやや締まりのある土層で，堆積状況に乱れがみられないことから自然堆積

と考えられる。

土層解説
1黒褐色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量
3　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量

4　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
5　暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
6　褐　色　ロームブロック中量，炭化物微量

、＼是一旦
0

第117図　第148号土坑・出土遺物実測図
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遺物出土状況　縄文土器片15点が出土している。172・173を除いてほとんどが細片で，覆土中に散在する状況

で出土している。172はほぼ底面から逆位で出土しており，本跡廃絶時に廃棄されたものと考えられ　時期判

断の指標となる遣物である。また，173及びTP277は覆土中層からの出土である。

所見　時期は，出土土器及び重複関係から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

第148号土坑出土遺物観察表（第117図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

172 縄文土器 鉢 17．8 14．2 9．8
口辺部は2 条一組の洗練により文様描出。胴

部無文。
長石 ・石英 ・雲母 良好 に云い赤褐 底　　 面

PL37 口緑部

赤彩

173 縄文土器 探 鉢 ［25．3］ （15．2）

口唇部下端に隆帯が巡り， 2条の結節沈線が

沿う。波頂部には刻みを施す。隆帯区画によ

る口辺部文様帯に結節沈線が沿う。胴部上位
無文。

長石 ・石英 ・雲母 普通 明赤褐 覆土中層 PL46

T P277 縄文土器 探 鉢 （6．5）

口唇部下端に隆帯が巡り，2 条一組の結節沈

線が沿う．。口辺部はL R の単節縄文を斜方向

に施文。

長石 ・石英 ・雲母 普通 橙 覆土中層

第149号土坑（第118～120図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群の外縁部にあたるB3jO区に位置している。

重複関係　第148号土坑及び第153号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　上～中位を第148号土坑及び第153号土坑に掘り込まれているため明確ではないが，開口部の平面

形が径1．1mはどの円形を呈するフラスコ状土坑である。底面ははぼ平坦で，平面形は長径1．6m，短径1．4m

はどの楕円形と推定される。深さは85cmほどで，壁は下位から括れ部にかけて内優し，上位は直立もしくは外

債して立ち上がっている。また，底面から括れ部までの高さは30cmほどである。

覆土　7層に分層される。上層は黒褐色，下層は暗褐色を基調としたやや締まりのある土層であり，堆積状況

に乱れが見られないことから自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，廃土粒子・炭化粒子微量

3　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
4　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量

5　暗褐色　ロームブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量
6　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量

7　暗褐色　ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片55点，磨石8点が出土している。遺物は覆土中に散在して出土しており，平面的な

出土位置に特異な傾向は認められない。175・179，TP278は覆土下層から出土しており，時期判断の指標とな

る遺物である。174は覆土中層と下層から出土した破片が接合したものである。また，176・177，Q90・Q91

は覆土中層，Q89・Q92は覆土上層，178は覆土中からの出土である。

所見　時期は，出土土器及び重複関係から中期中葉（阿玉台Ⅱ～Ⅲ式期）と考えられる。

第118図　第149号土坑実測図

．、j
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第119図　第149号土坑出土遺物実測図（1）
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○。9，
第120回　第149号土坑出土遺物実測図（2）
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第149号土坑出土遺物観察表（第119・120図）

番 号 種　 別 券 種 口 径 器 高 底 径 文 ‾　様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位 置 備　 考

P L 37 胴 部 煤

付 着 ．174 縄文 土器 探 鉢 27 ．5 40．0 10．0
口唇 部下端 に隆帯が 巡る。把手基 部 に刻 み を

有す る隆帯文 を貼付。胴部 無文。
長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷ い橙

覆土 中～

下層

175 縄文 土器 探 鉢 ［34 ．5］ 35．0 ［10．0］
口唇部下端 に隆帯が 巡る。把手 基部 に隆帯 文

を貼付 。胴部無 文。
長石 ・石英 ・雲母 普通 明赤褐 覆土 下層 P L 37

176 縄文 土器 探 鉢 －
（17．9） ［12 ．6 ］ 胴部 無文。 長 石 ・石英 ・雲母 普通 明赤褐 覆土 中層

177 縄 文土器 深 鉢 （13．9 ）

隆帯 によ り山形把 手 ・橋状把 手 を作 出。隆帯

区画に よる口辺部文 様帯に 3 条一組 の結節 沈

線 が沿 う。

長 石 ・雲母 普通 にぷ い赤褐 覆土 中層 PL 4 6

178 縄 文土器 探 鉢 － （4．5） 10．8 胴 部下端無 文。 長 石 ・石英 ・雲母 普通 にぷい橙 覆 ・ 土 底部網 代痕

179 縄 文土器 浅 鉢 28．6 9．3 11．0 無文。 長石 ・石 英 ・雲母 普通 にぷい赤褐 覆 土下層 P L 37

T P 278 縄 文土器 深 鉢 － （6．7） －
口辺部 に圧痕 文 を有 する Y 字状 隆帯文 を貼付。 長石 ・石 英 ・雲母 普 通 橙 覆 土下層

番 号 器 種
計 ． 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位 置 備　　　　 考

長 さ 幅 厚 さ 重　 量

Q 89

Q 90

磨　 石 15．5 10．1 4．7 981．6 安山岩 全 側面 を使 用。 覆土 上層 P L 51

磨　 石 （7．6） （9．1） （4．0） （284．0） 安 山岩 全側面．を使用0 側線 の研磨痕 顕著0 表 面 1 孔， 裏面 3 孔 0 覆土 中層

4．6 260．9 安 山岩 全 側面 を使 用。 覆土 中層 P L 51 被 熟痕あ り
Q 91 磨　 石 6．6 6．4

Q 92 磨　 石 10．4 8．0 3．2 362．4 砂　 岩 表面及 び側線 を使 用。 覆 土上層

第151号土坑（第121図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群の外縁部にあたるB3j5区に位置している0

重複関係　第88号ピットに掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形が長径2．2m，短径1・7mはどの楕円形を呈するフラスコ状土坑である0底面はほ

ぼ平坦で，平面形は径2．3mはどの円形を呈している0深さは110cmほどで，壁は下位から括れ部にかけて内懐

し，上位は緩やかな傾斜をもって立ち上がっている○また，底面から括れ部までの高さは70cmほどである。

覆土13層に分層される。全体的にやや締まりのある土層であり，覆土下層にあたる第7層以下には，ローム

などの混入物が微少で，堆積状況に大きな乱れが見られないことから自然堆積と考えられる0覆土上層にあた

る第1～6層はロームがブロック状に含まれていることや不規則な堆積状況を示していることなどから人為堆

積と考えられる。なお，第13層は特に固く締まっており，開口部から流入したロームが踏み固められたものと

考えられる。

土層解説

1暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
3　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック中量

5　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
6　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
7　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

8　褐　　色

9　暗褐色
10　暗褐色
11暗褐色
12　褐　　色
13　褐　　色

ローム粒子少量，炭化粒子微量
ロームブロック少量
ロームブロック・炭化粒子微量

ローム粒子少量，炭化物微量
ロームブロック中量，炭化粒子微量

ローム粒子多量

遺物出土状況　縄文土器片92点が出土している。土器片は覆土中に散在し，平面的な位置には特異な傾向は認

められない。TP281は覆土中層，180，TP279・TP280は覆土上層から出土しており，埋め戻しの際に廃棄も

しくは混入したものと考えられる。

所見　出土土器が覆土下層が堆積した後に廃棄もしくは混入したものと考えられるため判然としないが，覆土

上層の堆積時期は中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。
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第121図　第151号土坑・出土遺物実測図

第151号土坑出土遺物観察表（第121図）

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト　“一一十－　‥」

＿』細説ユ講申如叫こ亀

都窪鵬

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

180 縄文土器浅鉢 － （7．1） －

隆帯区画による口辺部文様帯に橋状把手を渡

す。胴上部無文。
長石・石英・雲母普通明赤褐 覆土上層 器面調整丁寧

TP279 縄文土器探鉢 － （6．5） －

口辺部は2条の沈線と波状沈線が巡る。地文

はRLの単節縄文。
長石・石英・雲母普通明赤褐 覆土上層

TP280 縄文土器 深鉢 － （10．6） －

槙位の隆帯区画文に結節沈線が沿う。Lの無

節縄文を縦方向に施文。
長石・石英・雲母普通橙 覆土上層

TP281 縄文土器 探鉢 － （13．2）
交互押圧による波状隆帯文が垂下。R Lの単

節縄文を縦方向に施文。
長石・石英・雲母普通明赤褐 覆土中層

第154号土坑（第122・123図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3e2区に位置している。

規模と形状　開口部の平面形が径1．2mはどの円形を呈するフラスコ状土坑である。底面ははば平坦で，平面

形は長径1．3m，短径1．1mはどの楕円形を呈している。深さは70cmほどで，壁は下位から括れ部にかけて内優

し，上位はほぼ直立している。また，底面から括れ部までの高さは40cmほどである。

覆土　6層に分層される。黒褐色を基調としたやや締まりのある土層であり，堆積状況に大きな乱れが見られ

ないことから自然堆積と考えられる。
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第122回　第154号土坑・出土遺物実測図
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第123図　第154号土坑出土遺物実測図

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化物微量
2　黒褐色　ロトームブロック・焼土粒子・炭化物微量
3　暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

4　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック微量
5　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

6　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子・粘土ブロック微量

遺物出土状況　縄文土器片108点，磨石1点が出土している。抽出・図示した土器を含めて完形に近い土器や

大形の土器片は，中央部の覆土中層に集中しており，半ば埋没した段階で一括して廃棄されたものと考えられ

る。

所見　出土土器が覆土中層まで堆積した後に廃棄されたものと考えられるため判然としないが，土器の廃棄時

期は中期中葉（阿王台Ⅲ式期）以降と考えられる。

第154号土坑出土遺物観察表（第122・123図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

18 1 縄文 土器 深 鉢 19．8 33．9 9．7

口辺部 は刻 み及び沈線 を有す る隆帯区 画文 内

に縦位 の結節沈線 を施文 し，結 節沈線 を有 す

る橋状把 手を付す。胴 部は隆帯 文に 2状 の沈

線 が沿 う。地 文は R L の単 節縄文。

長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷ い褐 覆土 中層
P I．37 底 部 網

代痕

182 縄文土 器 鉢 18．7 17．8 11．7

4 単位の橋状 把手 を付 し，内一単位 は大形 で，

隆帯に よ り過飾す る。胴 部は隆帯 に よる渦巻

文。地 文は L R の単節縄文。

長石 ・石英 ・雲 母 普通 灰 褐 覆土 中層
P L 38 底 部 網

代痕

183 縄 文土 器 探 鉢 ［28．0］ （11．5）

口唇部下端 に隆帯が巡 り，隆帯 には結節沈 線

が沿 う。口辺部 にⅤ字状隆帯 文 を貼付 。地 文

は R L の単節縄 文。

長石 ・石 英 ・雲 母 普通 灰 褐 覆土 中層

18 4 縄 文土器 深 鉢 ［11．8］
20・4 j

［8．7］ R L の単節縄文 を縦方向 に地文。 長石 ・石英 ・雲母 普 通 にぷい褐 覆土中層 P L 38
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第156号土坑（第124・125図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群の外縁部にあたるB3j4区に位置している0

重複関係　第157号土坑と重複しており，出土土器などから本跡が新しいと考えられる0

規模と形状　開口部の平面形が径1．6mはどの円形を呈するフラスコ状土坑である0底面ははば平坦で，平面

形は長径2．2m，短径1．9mはどの楕円形と推定される0深さは70cmほどで，壁は下位から括れ部にかけて内懐

し，上位は外傾して立ち上がっている。また，底面から括れ部までの高さは40cmほどである0

覆土11層に分層される。全体的に固く締まった土層であり・ロームをブロック状に含み，不規則な堆積状況

を示していることから土器の廃棄に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量
2　褐　色　ロームブロック中量，炭化物微量

里

j邑

褐

黒

褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量

色　ローム粒子中量

褐色　ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量

7　黒褐色　ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量

8　褐　色　ローム粒子中量，炭化物少量
9　極暗褐色　ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
10　極暗褐色　ロームブロック・炭化物少量
11暗褐色　ローム粒子・粘土粒子少量，炭化物微量

遺物出土状況　縄文土器片50点が出土している0土器片は覆土中に散在し，大形の破片は覆土中～下層から出

土している。185は底面からやや浮いた位置から，186は覆土下層から出土しており，廃絶直後の埋め戻しに伴

って一括して廃棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。

第124図　第156号土坑・出土遺物実測図

13：1－



第125図　第156号土坑出土遺物実測図

第156号土坑出土遺物観察表（第124・125図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼 成 色　 調 出土位 置 備　　 考

185 縄文土 器 探 鉢 26．3 （24．5 ）

口唇部肥 厚。口辺 部は平行沈 線が沿 う隆苛 に

よる横位 の波状 隆帯文。胴 部は隆帯 によ る区

画 文 ・渦巻 文。地文 はR L の単 節縄文。

長石 ・石 英 ・雲母 普 通 にぷい褐 覆土下 層 P L 38

186 縄文土 器 浅 鉢 ［30．0 ］ 10．1 12ユ ロ緑 部下端 に隆帯が 巡る。胴部 無文。
長石 ・雲 母 ・赤色

粒 子
普 通 にぷい橙 覆土下層 底 部網代痕

第158号土坑（第126図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群の外縁部にあたるB3j4区に位置している。

重複関係　第157号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　北西部上面を第157号土坑に掘り込まれているため明確ではないが，開口部の平面形が径1．7mは

どの円形を呈するフラスコ状土坑と推定される。底面はほぼ平坦で，平面形は長径1．9m，短径1．7mはどの楕

円形を皇している。深さは105cmほどで，壁は下位から括れ部にかけて内傾し，上位は緩やかな傾斜をもって

皿状に立ち上がっている。また，底面から括れ部までの高さは40～60cmほどである。

覆土11層に分層される。下層にあたる第8層以下はほぼ水平堆積を示し，堆積状況に乱れが見られないこと

から自然堆積と考えられる。中層より上層は，ロームや粘土をブロック状に含み，不規則な堆積状況を示して

いることなどから人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量
3　暗褐色　粘土ブロック中量，ローム粒子微量
4　黒褐色　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子微量

5　褐　　色　ロームブロック中量
6　極暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

7　明褐色　ロームブロック多量
8　黒褐色　ロームブロック少量，炭化物微量
9　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
10　暗褐色　ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量

11黒褐色　炭化物中量，ロームブロック少量，焼土ブロック微量

遺物出土状況　縄文土器片41点，石皿1点，磨石1点が出土している。比較的大形の土器片は壁寄りの底面か

らやや浮いた覆土下層から出土しており，廃絶直後に廃棄されたものと考えられる。188～191はいずれも底面

より5～10C皿ほど浮いた位置から出土しており，底面から出土しているTP282とともに時期判断の指標となる

遺物である。また，Q93は覆土中層からの出土である。
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所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。

第126図　第158号土坑・出土遺物実測図
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第158号土坑出土遺物観察表（第126図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼 成 色　 調 出土位 置 備　　 考

188 縄 文土器 深 鉢 ［21．0］ （20 ．5） －

口唇 部下端 に隆帯が 巡る。胴部 は隆帯 に よ り

文様描 出。地文 はR L の単 節縄文。
長石 ・雲母 普通 にぷ い橙 覆土下層

18 9 縄 文土器 探 鉢 （24．4 ）

胴上部 は横位 の隆帯区 画文に半裁 竹管 によ る

平行沈 線文が 沿 う。胴部 は R L の単節縄 文 を

地文 と し半裁竹管 に よる平行沈線 文 ・波状 沈

線 文 を施 文。

長石 ・石英 ・雲母 ・

赤色粒 子
普通 にぷ い赤褐 覆土下層

P 190 と同 一

個体

190 縄 文土器 探 鉢 （9．0） ［12．2 ］

縦 位の隆帯 文 に 2 条一組 の平行洗練 が沿 う。

R L の単 節縄文 を地文 と し，横位 の波状沈 線

文 を施文。

長石 ・石英 ・雲母 ・

赤色粒子
普通 にぷい赤 褐 覆土 下層

P 18 9 と同 一

個体

19 1 縄文 土器 深 鉢 － （7．8） －

口辺部 はR L の単 節縄文 ，胴 部は L の無節 縄

文 を地文。
長石 ・石 英 ・雲母 普 通 にぷい赤 褐 覆土 下層

T P 282 縄文土 器 浅 鉢 － （6．0） － 口辺 部無文。 長石 ・石英 ・雲母 普 通 にぷい橙 底　　 面 内外画研 磨

番 号 器 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考
長 さ 幅 厚 さ 重　 量

Q 9 3 磨　 石 11．3 6．7 4．8 4 52 2 石英斑岩 全 側面 を使 用。表 面 2 孔。 覆土 中層 被 熱痕 あ り

第159号土坑（第127図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群の外縁部にあたるB3j3区に位置している。

規模と形状　平面形は長径0．8m，短径0．7mはどの楕円形で，深さは50cmほどである。底面ははぼ平坦で，壁

は下位がほぼ直立し，中位から外債して立ち上がっている。

覆土　4層に分層される。全体的にやや締まりのある土層で，ロームをブロック状に含むことから，土器の廃

棄に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色

2　黒褐色

ロームブロック・炭化粒子微量

ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片5点が出土している。192は覆土中層の北西壁際から廃棄されたような状況で出土

している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台式期）と考えられる。

⑥

、三ゝ
A37．8m A

0　　　　　　　　　　　　　2m

第127図　第159号土坑・出土遺物実測図

第159号土坑出土遺物観察衷（第127図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 士 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

192 縄文土器 鉢 ［20．6］ 12．2 8．1 無文。 長石・雲母 普通 橙 覆土中層
PL38 外面研

凰 煤付着
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第163号土坑（第128・129図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群の外縁部にあたるB3j5区に位置している。

規模と形状　開口部の平面形が径1．9mはどの円形を呈するフラスコ状土坑である。底面ははば平坦で，平面

形は径2．2mほどの円形を呈している。深さは94cmほどで，壁は下位から括れ部にかけて内懐し，上位は直立

もしくは外傾して立ち上がっている。また，底面から括れ部までの高さは50cmほどである。

覆土14層に分層される。全体的に固く締まった土層であり，上層と下層がロームブロックを多く含む層で，

中層が粘土ブロックを多く含む層と交互に見られることや不規則な堆積状況を示すことなどから，土器の廃棄

に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色

2　暗褐色
3　黒褐色
4　褐　　色

5　褐　　色

6　褐　　色

7　褐　　色

①も

ロームブロック中量，炭化粒子少量
ロームブロック少量
ロームブロック少量，炭化粒子微量

ロームブロック中量，炭化粒子微量
粘土粒子中量，炭化粒子微量

ローム粒子少量，炭化粒子・粘土ブロック微量
ロームブロック少量

A37．8m

8　褐　　色

9　黒褐色

10　褐　　色
11暗褐色
12　褐　　色
13　褐　　色

14　褐　　色

粘土ブロック中量，ローム粒子微量
粘土粒子少量，ローム粒子微量

粘土ブロック少量，ローム粒子微量
ロームブロック微量

ロームブロック少量
ローム粒子中量
ロームブロック中量，粘土ブロック少量

TP285　　TP283

°　　　．

第128図　第163号土坑・出土遺物実測図
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遺物出土状況　縄文土器片96点，磨石1点が出土している。土器片は覆土中に散在して出土しており，平面的

な出土位置には特異な傾向は認められない。193は底面の北西壁際から10cmはど浮いた位置から出土しており，

時期判断の指標となる遣物である。また，TP283・TP285は覆土上層，TP284は覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

第163号土坑出土遺物観察表（第128・129園）

番 号 種　 別 券 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土 位置 備　　 考

193 縄文土 器 深 鉢 2 1．2 （2 6．2）

口辺 部 は隆帝及 び結 節沈線 を有す る隆帯 に よ

る区画 文 と渦巻 文。胴部 は平行沈線 と波状 法

線 に よる区画文 で渦巻文 を配す る。地文 は L

R の単節縄 文。

長石 ・石 英 ・雲 母 普通 にぷい褐 覆土 下層 P L38

T P 283 縄文土 器 探 鉢 － （13．0） －

口唇部下 端に隆帯 が巡 る。 口辺部 はⅤ字状 隆

帯文 を貼付。
長石 ・石 英 ・雲 母 普通 にぷい褐 覆土 上層

T P 284 縄文土 器 探 鉢 － （10．8） －

口唇 部下端 に隆帯が 巡 り，隆帯 には半裁竹管に

よる平行沈線 が沿 う。地 文 はR L の単節縄文。
長石 ・石英 ・雲母 普通 明赤褐 覆土 下層

T P 285 縄 文土 器 浅 鉢 － （8．9 ） 口唇 部肥厚。無 文。 長石 ・石英 ・雲母 普 通 にぷい褐 覆土上 層 内外面研磨

第165号土坑（第130・131図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群の外縁部にあたるB3j3区に位置している。

重複関係　第166号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形が径1．0mはどの円形を呈するフラスコ状土坑である。底面ほほほ平坦で，平面

形は長径2．3m，短径1．8mはどの楕円形を呈している。深さは92cmほどで，南東壁側壁は下位から大きく括れ

て内傾しており，北西壁側は下位から括れ部にかけて緩やかに内懐している。壁の上位はほぼ直立もしくは外

傾して立ち上がっている。また，底面から括れ部までの高さは55cmほどである。

覆土10層に分層される。全体的にやや締まりのある土層であり，全層にロームがブロック状に含まれている
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第130図　第165号土坑・出土遺物実測図
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第131図　第165号土坑出土遺物実測図

Q98　　　　　0　　　　　　　　　　10cm

ことや第7・9層に粘土ブロックが混入していること，上層と下層から出土した土器との間に明確な時期差が

認められないことなどから土器の廃棄に伴う人為堆積と考えられる。

土屑解説

1暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
2　暗褐色　ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量
3　黒褐色　ロームブロック中量

4　黒褐色　ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
5　暗褐色　ローームブロック・炭化物少量

6　暗褐色　ロームプロ、ソク少量，炭化物微量
7　にぷい黄褐色　ローム粒子・粘土ブロック少量
8　褐　　色　ロームブロック中量，炭化物微量
9　にぷい鯛色　ローム粒子・粘土ブロック少量
10　黒褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片241点，土器円盤1点，球状土製品1点，打製石斧2点，磨製石斧1点，磨石3点，

剥片1点が出土している。土器片は覆土中に散在して出土しており，平面的な出土位置に特異な傾向は認めら

れない。196は覆土上層，194・195，Q96～Q98は覆土中層，TP286，DP8・DP9，Q95は覆土下層からそ

れぞれ出土している。これらの遺物は廃絶後の埋め戻しに伴って一括して廃棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

第165号土坑出土遺物観察表（第130・131図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

194 縄 文土器 探 鉢 （19 ．4 ）

隆帯 区画に よる口辺部文 様帯 に半裁 竹管 に よ

る平行 沈線が沿 う。区画内 は波状沈線 文。 R

L の単節縄 文 を施文。

長石 ・石 英 ・雲母 普通 灰 褐 覆土 中層
P L 46 19 5 と

同一個体

195 縄文 土器 探 鉢 － （9．9） －
口緑部 は沈線 が沿 う隆帯 に よる区画文。 R L

の単節縄 文を施文 。
長 石 ・石英 ・雲母 普 通 橙 覆土 中層

194 と同 一 個

体

19 6 縄文 土器 浅 鉢 ［16 ．5］ 10．6 7．2 無 文。 l長石 ・石英 ・雲母 普通 明赤 褐 覆土上層

T P286 縄文土 器 浅 鉢 － （6ユ） － 口唇 部肥厚。無 文 長石 ・石英 ・雲母 普通 赤褐 覆土下層 器面研磨

番 号 器　 桂
計　　 測　　 値 ！ 胎 士 ・色 調

特　　　　　　　　 徴 出土位 置 備　　　　 考
長 さ 幅 厚 さ 重　 量

D P 8 土 器円盤 3．3 3．3 0．8 10 ．4 長石 ・石英 ・雲母， にぷ い赤褐 周縁 部荒削 り。沈線 文。 覆土下 層 PL 48

D P 9 球状土製品 3．0 3．0 3．1 25 ．7 長石 ・石英 ・雲母，にぷ い赤褐 表面 に箆に よる刻 みあ り。 覆土下層

番 号 券 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土 位置 備　　　　 考
長 さ　　 幅 厚 さ 重　 量

Q 9 5 打製石 斧 11．8 8．1 （2．4） （2 19 ．0 ） 粘板岩 分銅型。挟 入部 は浅 い。 覆土 下層 P L 49 表裏 面一部剥 敲

Q 9 6 磨 製石 斧 （11．6） 5．4 1．7 （12 1．3 ） 粘 板岩 撥 型。刃部 を局部磨 製す る。 覆土 中層 P L 48 基部一 部欠損

Q 97 磨 製石斧 （4．0） （3．9 ） （2．6） （62 2 ） 緑色凝 灰岩 定 角式。器面研 磨入 念。 覆土 中層 刃部 欠損

Q 98 磨　 石 7．0 6．1 3 ．4 188．3 砂　 岩 全側 面を使用 。 覆土中層 被熱病 あ り
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第166号土坑（第132図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群の外縁部にあたるB3j3区に位置している。

重複関係　第165号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　平面形は径1．4mはどの円形で，深さは90cmほどである。底面はほぼ平坦で，壁が外傾もしくは

ほぼ直立して立ち上がる円筒状の土坑である。

覆土　5層に分層される。暗褐色を基調とした締まりのある土層であり，レンズ状の堆積状況を示しているこ

とから自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗赤褐色　焼土プロ、ソク中量，ローム粒子・炭化物微量
2　暗褐色　ロームブロック・廃土ブロック・炭化物少量
3　暗褐色　ロームプロ・ソク少量，炭化物微量

4　黒褐色　ローム粒子・粘土粒子微量
5　暗褐色　粘土粒子少量，ローム粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片193点，土器円盤1点，敲石1点，磨石1点が出土している。土器片は覆土中に散

在して出土しており，平面的な出土位置に特異な傾向は認められない。TP292，DPlOは覆土下層，TP288～

TP290は覆土中層，TP287・TP291は覆土上層からそれぞれ出土しており，これらの土器は埋没過程で流入し

たものと考えられる。

所見　出土土器の大半が後期初頭のものであることや形状が円筒状を呈していることなどから，時期は後期初

頭頃（称名寺1～2式期）と考えられる。

旦37．8m

／′．、、

SK165

A’　　　B

鍔

TP289TP2gO B’

＼二

第132図　第166号土坑・出土遺物実測図

第166号土坑出土遺物観察表（第132図）

番 号 種　 別 旨語種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼 成 色　 調 出土位置 備　　 考

T P 287 縄 文土器 深 鉢 （11．2）

口辺 部無文帯 の下端 を隆帯 で区画 し，無文帯

部 に ノの字状 隆帯文 を貼付。胴 上部 は櫛 歯状

工具 による波状 条線文。

長 石 ・石英 普通 明赤 褐 覆土上層

T P 288 縄 文土器 深 鉢 （6．1） －
洗練 区画文内 に L R の単 節縄文 を充填。 長石 ・石英 普通 にぷ い橙 覆土中層

T P 289 縄 文土器 深 鉢 （5 8） 櫛歯状 工具に よる縦位 の波状櫛 歯状文。 長石 ・石英 ・雲母 普通 にぷ い赤褐 覆」二中層

T P 290 縄 文土器 深 鉢 － （3．6） 半裁竹 管に よる縦 位の沈 線文。 長石 ・石英 普通 にぷ い赤褐 覆 土中層
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番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　　 考

T P2 91 縄文土器 深 鉢 （7．3） － 半裁竹管による縦位の波状沈線文。 長石 ・石英 普通 明赤褐 覆土上層

TP292 縄文土器 探 鉢
－ （5．9） － 沈線区画文内にL R の単節縄文を充填。 長石 ・石英 ・雲母 普通 窯褐 覆土下層

番 号 器　 種
計　　 測　　 値

胎 土 ・色調 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　 考
長 さ 帽 厚 さ 重　 量

D PlO 土器円盤 2．7 2．8 1．1 9．6 長石 ・雲母，灰褐 周縁部荒削り。表面結節沈線文．裏面沈線文。 覆土下層 PL48

第170号土坑（第133・134図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC2cO区に位置している。

規模と形状　開口部の平面形が径0．9mはどの円形を呈するフラスコ状土坑である。底面ははは平坦で，平面

形は径1．5mはどの円形を呈している。深さは76cmほどで，壁は下位から括れ部にかけて内懐し，上位ははぼ

直立もしくは外債して立ち上がっている。また，底面から括れ部までの高さは50～60cmほどである。

覆土　9層に分層される。全体的に締まりのある土層であり，堆積状況に乱れが見られな，いことから自然堆積

と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　極暗褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
4　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
5　褐　　色　ローム粒子・炭化粒子少量

6　暗褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
7　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子・粘土ブロック少量

8　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
9　褐　　色　ロームブロック・炭化粒子少量

第133回　第170号土坑・出土遺物実測図
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0　　　　　　　　　　　　10cm

第134回　第170号土坑出土遺物実測図

遺物出土状況　縄文土器片49点，打製石斧1点，石核1点が出土している。197，TP293などの大形の破片は

底面の壁寄りから出土しており，廃絶時に廃棄もしくは遺棄されたものと考えられ時期判断の指標となる遺

物である。また，198・199，TP294は覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

第170号土坑出土遺物観察表（第133・134図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼 成 色　 調 出土位置 備　　 考

197 縄文土 器 深 鉢 27．5 （2 3．3） －
口唇 部下端 に隆帯が巡 る。口辺 部 ・胴部無文。 長 石 ・石英 ・雲母 普 通 灰 褐 底　　 面 P L 38

198 縄文土 器 探 鉢 （10．5）

隆帯 区画 による口辺部 文様帯 に 2 条 の沈線 が

沿う。波頂部 に庄痕文 を有す る把手 を付す 。

R L の単節縄 文 を施文 。

長石 ・石 英 ・雲母 普 通 にぷい赤 褐 覆土下 層

199 縄文 土器 探 鉢 ［28．0］ （12．7） －
口唇部下端 に隆帯が 巡る。口辺 部 ・胴部無文。 長石 ・石 英 ・雲母 普 通 にぷい赤 褐 覆土下 層

T P 29 3 縄文土 器 探 鉢 － （5．5） －

口唇部下端 に隆帯 が巡 る。地 文は L の無節 縄

文 。
長石 ・石 英 ・雲母 普 通 明赤褐 底　　 面

T P 29 4 縄文 土器 浅 鉢 － （7．7） － 口唇部肥厚。 無文。 長石 ・石 英 ・雲 母 普通 橙 覆土下 層 内外面研 磨

第171号土坑（第135図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3al区に位置している。

規模と形状　北側の約半分が調査区外に及ぶため明確ではないが，開口部の平面形が径1・6mほどの円形と推

定されるフラスコ状土坑である。底面はほぼ平坦で，平面形は径1．4mはどの円形と推定される。深さは65～

70。mほどで，壁は下位から括れ部にかけて内懐し，上位は緩やかな傾斜をもって立ち上がっている。また，底

面から括れ部までの高さは40cmほどである。

覆土　5層に分層される。暗褐色を基調としたやや締まりのある土層である。ほぼ水平堆積を示しているもの

の，下層と上～中層の土器の問に時期差が認められないことや第4層に粘土ブロックが含まれていることなど

から人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームプロ・ソク・炭化粒子微量

3　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量

4　灰褐色　ロームブロック・粘土ブロック少鼠　炭化粒子微量

5　黒褐色　ロームプロ、ソク少量

遺物出土状況　縄文土器片49点が出土している。200は確認面～覆土中層に逆位で出土している。また，201・

202，TP295は覆土下層から出土している。

所見　200は胴部下半を欠くものの完形に近い状況でかつ逆位で出土していることから，廃絶後の埋め戻しの

ー143－



第135図　第171号土坑・出土遺物実測図

一144－



際に，意図的に埋設された深鉢である可能性を想定できるが，掘り方を確認できないことなどから中期後半か

ら後期初頭に見られる所謂「屋外埋設土器」とは性格を異にすると思われる0時期は，出土土器から中期中葉

（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。

第171号土坑出土遺物観察表（第135図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様 ・の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土位 置 備　　 考

200 縄文 土器 深 鉢 3 8．2 （38．7）

口辺部 は隆帯 による区画文 に 5 単位 の横 S 字

状文 を貼 付。胴部 は地文 にR L とL R の単 節

縄 文 を交 互に施文 し，羽状構 成 を描 出後， 縦

位 の結節 回転文 を施 文。

長石 ・石英 ・雲 母 普通 にぷ い赤褐
覆土上 ～

中層
P L 39

20 1 縄文 土器 探 鉢 14．0 17．8 ［8．5］
口唇部 肥厚。 R L の単節縄 文を 口辺 部は横 方

向，胴部 は縦 方向 に施文。
長石 ・石英 ・雲 母 普通 にぷ い赤褐 覆土 下層 P L 39

20 2 縄文 土器 探 鉢 － （11．9） －

口唇部 下端 に隆帯が巡 る。口辺部 に隆帯文 を

貼付。・胴上 部無文。
長石 ・石英 ・雲母 普通 灰褐 覆土 下層

T P 295 縄文 土器 探 鉢 － （10．4） － 縦位の 隆帯文。 長石 ・石英 ・雲 母 普通 灰褐 覆土 下層

第173号土坑（第135～137図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3C5区に位置している。

重複関係　第1号溝に掘り込まれている。

規模と形状　上位の約半分を第1号溝に掘り込まれているため明確ではないが，開口部の平面形が長径1・4m，

短径1．2mはどの楕円形と推定されるフラスコ状土坑である。底面はほぼ平坦で，平面形峠長径2・2m，短径

1．9mはどの楕円形と推定される。深さは90cmほどで，壁は下位から大きく括れて内懐し，括れ部より上位は

緩やかな傾斜をもって皿状に立ち上がっている。また，底面から括れ部までの高さは60～70cmほどである。

L i r　」

第136図　第173号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm［　　　　　　　　　〕
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第137図　第173号土坑出土遺物実測図、（1）
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0　　　　　　　　　　　　10cm

第138図　第173号土坑出土遺物実測図（2）

覆土13層に分層される。黒褐色・暗褐色を基調としたやや締まりのある土層である0中層と下層の土器片が

接合したことやロームブロックを含み一部不規則な堆積状況を示していることなどから，第9層より上層は土

器の廃棄に伴う人為堆積と考えられる。第9層は特に固く締まり，ローム粒子を多く含む．ことから，開口部か

ら流入したロームが踏み固められたものと考えられる。

土層解説
1暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

2　黒褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化物微量
3　黒褐色　ロームブロック・炭化物少量
4　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
5　暗褐色　ロームブロック少量

6　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
7　極暗褐色　ロームプロ、ソク・炭化物少量

8　黒褐色
9　褐　　色

10　暗褐色
11暗褐色
12　黒褐色
13　暗褐色

ロームブロック・焼土プロ、ソク・炭化物少量

ローム粒子中量，炭化物微量
ローム粒子・炭化物少量
ロームブロック中量
ロームブロック少量，炭化物微量
ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片183点，敲石1点が出土している0遺物は開口部下にあたる中央部の覆土中～下層

に集中している。203～206，Ql02は第9層の上面に沿って出土していることから，廃絶時もしくは廃絶直後

に一括して廃棄されたものと考えられる。また，207は中央部の覆土中～下層から出土しており，前述の遺物

とともに廃棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿玉台Ⅲ式期）と考えられる。

第173号土坑出土遺物観察表（第136～138図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼 成 色　 調 出土位置 備　　 考

203 縄 文土 器 深 鉢 27．8 （30．2） －

口唇部下端 に隆帯が 巡る。口辺 部に Ⅴ字 状 隆

帯文 を貼付。胴 部無文。
長石 ・石英 ・雲母 普 通 にぷ い橙 覆土下層 P L39

204 縄文土 器 探 鉢 23．7 29．7 10．2
口唇部肥臥 口辺部 にⅤ字状 隆帯文 を貼 付 。

胴 部無文。
長 石 ・石英 ・雲母 普 通 にぷい橙 覆土下層 P L 39

205 縄文土 器 深 鉢 ［16．6］ （17．3）

口唇郡下 端に隆帯 が巡 り，隆帯 には半裁 竹 管

に よる複 列の結節 沈線が沿 う。胴部 は半裁 竹

管 に よる洗練 文。

長 石 ・石英 ・雲母 普 通 にぷい赤褐 覆土下層 P L 39

206 縄文 土器 深 鉢 ［30．8］ （24．3） －

口唇部 下端に隆帯 が巡 る。波状 口緑基 部か ら

Y 字状隆帯 文が垂下。 R L の単 節縄文を施文。
長 石 ・石 英 ・雲母 普通 橙 覆土下層

207 縄文 土器 深 鉢 （30．2） 9．4

口辺部下位 の無文帯 下に 2 条の結節沈 線が 沿

う横位 の隆帯区 画文 を配 し，胴部 は同様の 文

様 を施 文。 L R の 単節縄文 を地文 と し2 条 の

波状洗練 が巡る。

長石 ・石英 ・雲 母 普通 にぷい赤 褐
覆土 中～

下層

番 号 器　 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出上位 置 備　　　　 考

長 さ 幅 厚 さ 重　 量

Q lO2 磨　 石 11．8 6．5 3．7 359 ．0 安山岩 全側面 を使 用。表面 1孔 。 覆土下 層 P L 51
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第174号土坑（第139～141図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3el区に位置している。

規模と形状　開口部の平面形が長径0．9m，短径0．8mはどの楕円形を呈するフラスコ状土坑である。底面はは

ぼ平坦で，平面形は径2．4mはどの円形を呈している。深さは78cmほどで，壁は下位から大きく括れて内偵し，

上位は外債して立ち上がっている。また，底面から括れ部までの高さは50～60cmほどである。

覆土10層に分層される。暗褐色を基調としたやや締まりのある土層であり，堆積状況に乱れが見られないこ

とから自然堆積と考えられる。なお，第10層は特に固く締まっており，開口部から流入したロームが踏み固め

られたものと考えられる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

6　暗褐色　ロームブロック少量
7　暗褐色　ロームブロック・粘土粒子微量

8　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量
9　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
10　褐　　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片56点，石皿1点，磨石1点，石核1点が出土している。比較的大形の破片は，開口

A’・B’

／

／　　　　　　A

第139図　第174号土坑・出土遺物実測図
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Q103

第140回　第174号土坑出土遺物実測図（1）

一149

10cm

トー－｛一一1



二二
第141図　第174号土坑出土遺物実測図（2）

Q104
0　　　　　　　　　　　　10cm

都下にあたる中央部の覆土下層～底面に集中しており，特に第10層の上面に沿って出土していることから，廃

絶時もしくは廃絶直後に一括して廃棄されたものと考えられる。209，Ql03はほぼ底面から出土している。ま

た，208，Ql04は覆土下層，210は覆土中層からの出土である。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

第174号土坑出土遺物観察表（第139～141園）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　 調 出土 位置 備　　 考

208 縄 文土器 深 鉢 26．5 （26．3） － 口唇部肥 厚。 R L の単節縄文 を施文。 長石 ・石 英 ・雲 母 普通 にぷ い赤褐 覆土 下層 P L 39

209 縄 文土器 探 鉢 ［33．4］ （20．0）

披頂 部に刻み を有す る。 口辺部は隆帯 区画 文

に結 節沈線が 沿 う。区画 内は波頂部 直下か ら

J 字状 隆帯文が 垂下。

長 石 ・石 英 ・雲 母 普通 灰褐 底　　 面 P L 40

210 縄 文土器 探 鉢 － （9．3） －

隆帯 に より把 手を作出。 口辺部は隆帯 区画 文

に結節沈 線及 び沈線が沿 う。
長 石 ・石英 ・雲 母 普通 にぷ い赤 褐 覆土 中層

番 号 器　 種
計　　 測　　 値

材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位 置 備　　　　 考
長 さ 幅 厚 さ 重　 量

Q lO3 石　 皿 （28．0） （20．1） 11．7 （5 10 0．2） 石英斑岩 表面中央が 大 きく窪 む。 表面49孔，裏 面79孔 。 底　　 面 P L5 2

Q lO4 磨　 石 （13．0） 11．1 6．0 （12 18．2） 安山岩 全側面 を使 用。表面 3 孔。 覆土下 層 P L5 1

第179号土坑（第142図）

位置　調査区中央部の平坦部，土坑群中のC3cl区に位置している。

規模と形状　開口部の平面形が長径1．1m，短径0．9mほどの楕円形を呈するフラスコ状土坑である。底面はほ

ぼ平坦で，平面形は径1．3mほどの円形を呈している。深さは75cmほどで，壁は下位から括れ部にかけて内傾

し，上位は外傾して立ち上がっている。また，底面から括れ部までの高さは40cmほどである。

覆土　4層に分層される。全体的にやや締まりのある土層であり，ロームや粘土がブロック状に含まれること

や上層と下層から出土した土器の間に時期差が認められないことなどから人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ロームブロック少出，焼士ブロック・炭化物徽11と
2　黒褐色　ロームプロ・ソク車迫，炭化物徴兢

3，l煮褐色　炭化物・粘土ブロック少址，ローム粒子・墟士粒子徹也
4　褐　　色　にトームブロック少見
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遺物出土状況　縄文土器片51点，磨石2点が出土している。遺物は覆土中に土器片は覆土中に散在し，平面的

な位置には特異な傾向は認められない。211は底面，212は底面からやや浮いた位置から出土しており，時期判

断の指標となる遺物である。また，Ql07は覆土下層，Ql06は覆土中層からの出土である0

所見　時期は，出土土器から中期中葉～後葉（阿王台Ⅳ～加曽利EI式期）と考えられる0

二二‾‾二‾「

（：⊃。1。7

第142図　第179号土坑・出土遺物実測図
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